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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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一章　怪あやしい洋館の主あるじ









　そろそろ昼休みも終わりを迎むかえた教室。

　僕ぼくは窓まど際ぎわの前から六番目にある自分の席に座すわり、教室の真ん中で雑談に興じる男女グループを眺ながめていた。

　周囲の目を気にすることなく大きな笑い声を上げている。しかしそれを咎とがめる人はおらず、さもそれが日常風景だと言わんばかりにみんな平然としている。

　彼、彼女らは所いわ謂ゆるスクールカースト上位者だ。容姿がカッコイイカワイイ、性格が真面目で優やさしい、勉強ができる、部活で活かつ躍やくしている、そんな人気者たち。

　だから教室内の空気を占せん領りようしても不満に思う人はいない。むしろ羨せん望ぼうの的として捉とらえるだろう。僕ぼくもそうだから。

　今この時を惜おしみなく生き、青春を謳おう歌かしている彼らを見ると、僕ぼくの心の中に微かすかな苛いら立だちや焦しよう燥そうが芽生えてくる。同じ教室の中だというのに、僕ぼくのところだけ日ひ陰かげになっているような感覚に襲おそわれる。

　僕ぼくは〝主人公〟に憧あこがれている。

　突出した才能を活いかして周囲の信しん頼らいや期待に応える強い人間に。

　だけど残念なことに、僕ぼくには持って生まれた才能というものがない。どれもこれも平均の間を行ったり来たりしている何事にも中ちゆ途うと半はん端ぱな人間。

　もし仮に、この世界がロールプレイングゲームだとしたら、僕ぼくは事前に決められたテキストしか返答できないモブキャラだろう。物語の進行に携たずさわることのできない、背景の一部。誰だれからも頼たよられることはないし、期待されることもない。

　下げ駄た箱ばこにラブレターが入っているドキドキなシチュエーションなんて訪おとずれないし、何かの試合で汗あせ水みず垂らしながら仲間とハイタッチするような場面も一生来ない。誰だれの記き憶おくにも残らず高校三年間が過ぎ去り、卒アルを見て「あー、いたね～こいつ」と思われる程度の人間。

　僕ぼくには才能がない。したがって功績もないし、みんなの記き憶おくに色いろ濃こく残るような特とく殊しゆな性格でもない。どこにでもいる一いつ般ぱん人じんＡ。

　常つね日ひ頃ごろからそんなことを考えているせいだろう。

　今、こんな見るからに怪あやしいバイトのことで一いつ生しよう懸けん命めい悩なやんでいるのは──。




『〝主人公〟募ぼ集しゆう』




　僕ぼくはスマホに写したアルバイト募ぼ集しゆうの張り紙を見て、ため息をつく。今朝、登校中に見つけたもので、閉店している中古本屋の外がい壁へきに張ってあった。

　Ａ２サイズの用紙にマーカーペンの達筆でデカデカと書かれた文字。対してクローズアップしなければ見えない、紙の下部に小さく書かれた募ぼ集しゆう要よう項こう。

　年ねん齢れい──十代後半の男性。資格不問。気に掛かかった方は気軽に下記の電話にドウゾ。

　そのすぐ下に電話番号が記き載さいされている。それ以外（場所、内容、時間、時給）については一切説明されていない。

　はじめこの張り紙を目にした時、怪あやしいと思いつつも、自分でも気がつかないうちにスマホを構え、シャッターボタンをタップしていた。それほどまでに〝主人公〟という単語に興味を惹ひかれた。

　そして現在、電話を掛かけるか否いなかで迷っている。

　僕ぼくはスマホの画面に映る張り紙の写真を見ながら、頭を抱かかえる。

　やっぱり怪あやしいよな～、でも気になるし……。あ～、どうしよう……。

　バイト自体はしてみたいと思っていた。べつに欲しいものがあるわけでも、生活に困こん窮きゆうしているわけでもなく、ただなんとなくだ。もしかしたら自分の中にある秘められた才能開花のキッカケになるかもしれないし。僅わずかすぎる可能性だけども。

　そんなときに偶ぐう然ぜん見つけた……いや、見つけてしまったこの張り紙。おかげで悶もん々もんと悩なやみ続つづけ、午前の授業はまったく頭に入らなかった。

〝主人公〟という仕事内容について僕ぼくの貧ひん相そうな想像力で思いつくのは、特とく撮さつもののヒーローやアニメの声優などだが、素しろ人うとに主役を与えるなんて無茶な企き画かくをするはずもないだろう。

　気にはなる。しかし圧あつ倒とう的てきに事前情報が不足していて怪あやしすぎる。踏ふん切ぎりがつかない。

　悩なやんでいる間に、昼休みの終了を告げるチャイムが鳴った。各おの々おのが自分の席に座すわりはじめる。

「なんか暗い顔してんな。どうした？」

　人気者の輪から出てきた一人の男子生徒が、僕ぼくの右みぎ隣どなりの席に座すわりながら声を掛かけてきた。

　彼は伊い勢せ山やま隼はや人とくん。剣けん道どう部ぶに所属している爽さわやかイケメンだ。今日もトレードマークの地毛の金きん髪ぱつが輝かがやいている。

　母親が外国の人ということもあり、その日本人離ばなれした美しい容姿と誰だれに対しても気さくな性格から、地味な黒くろ髪かみに陰いん気きな性格の僕ぼくとは月とすっぽんだ。本来、僕ぼくなんかが関われるはずのない人間だが、たまたま席が隣となり同士になってから話すようになった。

　僕ぼくはこっそりスマホの画面を消す。

「いや、ちょっとね。朝、偶ぐう然ぜんバイトの張り紙を見つけたんだけど……」

　詳くわしい説明は省いた。こんな誰だれが見ても怪あやしいと思う張り紙で、深く悩なやんでいると知られるのは恥はずかしかった。

「おお、輝てる馬まもバイトする気になったか。バイトはいいぞ、意外にやりがいがあるし、それでいて結構なお金が入るしな」

　伊い勢せ山やまくんは自宅からほど近いラーメン屋で働いている。伊い勢せ山やまくん推おしの女子たちが、連日代わる代わる訪おとずれるおかげで繁はん盛じようしているらしい。一度行ってみたが、頭に巻いたバンダナに黒い制服姿は、普ふ段だんの爽さわやかなイメージとは違ちがって男気に溢あふれていた。

　部活で忙いそがしい伊い勢せ山やまくんがバイトをしているのは金銭的な理由かららしい。彼の家は母子家庭で、まだ小学生の妹が二人いる。昔から何かと苦労している母を見み兼かね、少しでも足しになればと思って働きはじめたそうだ。

　本音をいえば学業や部活に集中したいが、それで家族の負担を増やすわけにはいかないからと言っていた。なんと家族想いなのだろう。こんな小さなことで真しん剣けんに悩なやんでいる自分がちっぽけな人間に思えてくる。

「だけど、電話を掛かけるか踏ふん切ぎりがつかなくて」

「悩なやむってことは気になってるんだろ？　だったら思い切って受けてみろよ。実際に働いてみて自分に合わないと思ったら辞やめればいいんだし。俺おれなんか一日で辞やめたことあるしな」

　噂うわさで聞いた話では書店のアルバイトだったか。まぁ、あの静かな空間は伊い勢せ山やまくんには退たい屈くつだったのだろう。

　伊い勢せ山やまくんは「そう気負うなって。物は試ためしだ試ためし」と朗ほがらかに笑いながら励はげましてくれる。

　不思議と彼の言葉には説得力がある。一人で悶もん々もんと考えている時よりも心に余よ裕ゆうができた気がした。みんなからも信しん頼らいされているし、やっぱり伊い勢せ山やまくんはすごい。

「うん。じゃあ試ためしに電話してみようかな」

「おう。ほどほどにガンバレ」

　五限目の国語の担当教師が教室に入ってきて、そこで会話は終わった。
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　その日の夜、中学に進学してからどことなく生意気になってきた妹に茶化されないよう自室に戻もどった僕ぼくは、机に向かい、確認することを前もってメモ用紙に書いたあと、意を決して電話を掛かけた。

　緊きん張ちようしながら繰くり返かえされるコールの音を聞く。

　三コールしたところで、相手が出た。

『はい、時とき任とうです』

　思っていたよりも若い、青年の声だった。

　アルバイトをしたい旨むねを伝えると、電話の相手は一いつ瞬しゆんの間を空け、

『アルバイト？　……少々お待ちを』

　そう言って、通話をゆったりとした曲調の保留メロディに切きり替かえた。

　一分ほど経ってから相手が出る。

『お待たせして申し訳ありません。アルバイトご希望ですね。お名前と年ねん齢れいを教えていただけますか？』

「小こ樟このぎ輝てる馬ま、十六歳です」

『では、小こ樟このぎ様は高校生でいらっしゃいますか？』

「そうです」と返事をし、忘れないうちに張り紙に書いていなかった情報を質問したところ。

『場所や仕事内容などにつきましては、口頭では少々説明が難しいので申せません。時給についても同よ────え、なんですか？　報ほう酬しゆうは高めに言ってお────失礼』

　ふたたび保留メロディが流れる。どうやら電話の向こう側には青年以外にも人がいるらしい。一いつ瞬しゆん、怪あやしい言葉が聞こえた気がしたけど……。

　今度はすぐに通話に戻もどる。

『失礼しました。時給につきましてはご相談ということで。一度、顔合わせ程度の面接を行いたいと思っているのですが、明日の午後一時以降、ご都合はいかがでしょうか？』

　僕ぼくは帰宅部だし、土曜日である明日の予定はこれといってない。

「はい、大だい丈じよ夫うぶです。どこに行けばいいですか？」

『そうですね……何分、当職場は少し入り組んだ場所にありますので、最初は道案内のために私が同行したいと考えております。住所を教えていただければお迎むかえに上がりますが……』

「ええと、待ち合わせでもいいですか？」

　話せば話すほど不ふ審しんが募つのってきて、住所を言うのは躊躇ためらわれた。

『はい、構いませんよ』

「あの、〝みっちゃん〟ラーメン店をご存知ですか？　楠くすの木き高校通りをまっすぐに進んだ先にあるんですけど」

『ええ、存じております。秘伝のタレを使った絶品のとんこつらーめ────うぉっ!?　なんですか、いきなり脇わき腹ばらを抓つままないでくださいよ！　え、私は知らなかった？　だってお嬢じよう様さま出で不ぶ精しようではな────ごほんっ、失礼しました。ではそこまでご足労願えますか？』

「は、はい……わかりました」

『では明日の午後一時にお迎むかえに上がりま────今度はなんです？　今、電話中なのであとに……ああちょっと私に凭もたれかからないでくださいよ！　寝ねるならちゃんと寝しん室しつで────で、では小こ樟このぎ様明日はよろしくお願いしま──』

　そこで通話が切れた。
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〝みっちゃん〟ラーメン店で昼食を済ませたあと、僕ぼくは駐ちゆう車しやスペースの脇わきで待っていた。

　日付つきの腕うで時ど計けいを見る。指定された時間まであと三分ほどあった。

　刻々と進んでいく時計の針を見て、思わずショルダーバッグのベルトを握にぎりしめる。

　緊きん張ちようというよりも不安のほうが大きい。昨日電話に出た人は話し方が丁てい寧ねいでどちらかというと好印象だったが、なにせ仕事内容などが一切不明なのだ。それに一高校生バイトに迎むかえまで手配するなんて、普ふ通つうではあり得ない。一体どんな無理難題が待ち受けているのか。想像するだけで胃がキリキリする。

　昼食のとき、これからバイトの面接だと話すと、伊い勢せ山やまくんは「ファイトだっ」と変わらない激げき励れいをしてくれたが、それでも不安感は拭ぬぐい去されない。

　落ち着きなく、辺りの風景を見ては腕うで時ど計けいを確認、を交こう互ごに行っていると。

　この辺りの田舎いなかではめったにお目にかからない、お高そうな黒光りした外車が駐ちゆう車しや場じように入ってきた。そのままのろのろした速度で僕ぼくの手前まで来て停車する。

　運転席のドアが開き、若い男性が出てきた。

「小こ樟このぎ輝てる馬ま様でいらっしゃいますね？」

「はい。ではあなたが……」

「申もうし遅おくれました。私はここから少し向かった先にある洋館で、執しつ事じの任を仰おおせつかっております、時とき任とう清きよ次つぐと申します。ご足労痛み入ります。今日はよろしくお願いしますね」

　そう言って時とき任とうさんは模も範はん的てきなお辞じ儀ぎを披ひ露ろうし、顔を上げてにっこりする。

　外見からして二十代後半といったところか。ダークブラウンに染めた短たん髪ぱつに、理知的な印象を受ける黒いフレームのメガネを掛かけている。恋れん愛あいドラマの主演俳優と言われても納なつ得とくの美形だ。服装は黒のタキシードを着用しており、執しつ事じという言葉の証明のようであった。

「き、期待に応えることができるかわかりませんが、こ、こちらこそよろしくお願いします！」

　手厚い出で迎むかえに戸と惑まどい、思わず声を張り上げてしまう。ラーメン店に入る客たちに好こう奇きな目を向けられて、羞しゆ恥うち心しんでカァーと頰ほおが熱くなる。

「そんなに緊きん張ちようなさる必要はございませんよ。少し変わった仕事だとは思いますが、ご無理な時は言っていただければこちらが無む理り強じいをすることはありませんので」

　時とき任とうさんは物もの腰ごし柔やわらかくそう言い、「ではお連れいたしますのでどうぞ」と後部座席のドアを開けて促うながす。

　その一つ一つの所作が本当に執しつ事じであることを物語っており、庶しよ民みんの僕ぼくとしては勝手が悪かった。




　車は市街地を離はなれ、山道に入っていく。車窓の風景からだんだん民家が見られなくなっていき、ついには舗ほ装そう道どう路ろも途と切ぎれる。デコボコした道が続くが車体は安定しており、時とき任とうさんのドライバーとしての腕うでをまざまざと感じさせられた。

　しかしそんなこととは関係なく、僕ぼくの体はガタガタと小刻みに震ふるえていた。

　時間が経つにつれて不安だけが募つのっていく。もしや自分はとんでもないバイトを受けてしまったのではないか。だってこんな高そうな車なんだもの。うちの中古車とは比べ物にならないほど座席がふっかふかだもの。こんな高級車で迎えられている時点で一いつ般ぱん的てきな職場でないことは容易にわかる。

　時とき任とうさんはああ言ってくれたが、本当に僕ぼくはバイトとして役に立つことなく終わり、彼に無む駄だな時間を浪ろう費ひさせてしまうだけではないのか。そんな未来への不安と、過去への後こう悔かいが心中に渦うず巻まく。

　少しでも精神を安定させるために、職場の情報を得ようと訊たずねてみることにした。ここまで無言でいたたまれなかったし。

「あの～」おずおずと声を掛かけると、時とき任とうさんは「何でしょうか？」とバックミラー越ごしにちらりと目を向けてくる。

「いえ、大したことではないんですけど……これから向かう職場には、何人くらい従業員の方たちがいらっしゃるんですか？」

　仕事内容については到とう着ちやく次し第だい話すということなので、職場の雰ふん囲い気きから探さぐっていく。

「私を含ふくめて二人です」

　みんなで和わ気き藹あい々あいとした明るい雰ふん囲い気きだといいな、という僕ぼくの希望は早々に打うち砕くだかれた。

「え、二人……ですか？」

「ああ、すみません。少々語ご弊へいがありました。正しくは従業員は一人もいません。私は住み込みで働いている執しつ事じですし、もう一方はオーナーであるお嬢じよう様さまですので」

「つまり今まででこのアルバイトを希望したのって、僕ぼく一人ということですか？」

「そうなりますね」

　なんてことだ。もし働くことになった場合、同どう僚りようがいないなんてとても居い心ごこ地ちが悪いではないか。それにお嬢じよう様さまに執しつ事じ。そんな上流階級のお家うちで一体なんの仕事があるというのか。

「私からも質問よろしいですか？」

　上う手まくいってもいかなくても暗い未来しか待っていないことを悟さとり意気消しよう沈ちんしていると、時とき任とうさんがそう言ってきた。

「……はい、どうぞ」

「小こ樟このぎ様は本はお好きですか？」

「本ですか？　それはどの種類の？」

「広義での本です」

「それなら漫まん画がやフィクションの小説を暇ひまなときに読む程度ですけど」

「なるほど。では小こ樟このぎ様はストーリーのある本がお好きなんですね」

「というより、僕ぼくは賢かしこくないので、専門用語がずらりと並んだ難しい本を読むと眠ねむ気けのほうが先にきてしまって……」

　僕ぼくはそこで言葉を止めた。

　待てよ。もしやこれは仮の面接では？　雑談の流れだと思って何も考えず正直に答えてしまったが、ここは娯ご楽らく向けのものではなく、参考書や専門書などの知的な回答をしたほうがよかったのではないか。だけど噓うそをつくわけにもいかないし……。

　そう悩なやんでいる間にも、時とき任とうさんはバックミラー越ごしににこやかな顔で、「そうですか。お答えいただきありがとうございました」と話を切り上げてしまった。

　その後は終始無言で、僕ぼくの耳には車のエンジン音だけが聞こえていた。




　幾き何か学がく模も様ようをした巨大なアンティーク門を抜ぬけ、ゆっくりと車が停止する。

　時とき任とうさんは目的地に到とう着ちやくしたことを告げたあと、逸いち早はやく降り、乗車したときと同様に後部座席のドアを開けてくれる。

　女性であれば彼のようなイケメン執しつ事じにエスコートされて嬉うれしいのだろうけど、男のそれもただのバイト面接で来ている僕ぼくとしては、やっぱり勝手が悪かった。

　車から降りて周りを見み渡わたす。

　マツやスギなどの針葉樹が鬱うつ蒼そうと生い茂げった山の中は、どこか不気味だ。鳥や小動物の鳴き声はなく、ただ木々の葉が風で擦こすれ合あう音しか聞こえない。

　曇くもり空ぞらも相まってか、もう六月の半ばだというのに夏の暑さは微み塵じんも感じられず、むしろ冷気が漂ただよっている。半はん袖そでＴシャツでは少し肌はだ寒ざむいくらいだ。

　すぐ目の前には、立派な洋館が佇たたずんでいた。

　縦に並んだ窓の数からして二階建てだろうか。赤レンガ造りの外観は、長手のレンガと小口のレンガを交こう互ごに敷しき詰つめたフランス積みだ。一見して僕ぼくの家の何十倍も広さがありそう。

　執しつ事じがいる時点である程度は想像していたが、まさかここまでの豪ごう邸ていだとは思わなかった。仕事内容に対するプレッシャーが増え、僕ぼくの不安メーターが一気に上じよう昇しようする。

「では、行きましょうか」

　時とき任とうさんの言葉に頷うなずき、恐こわ々ごわとあとをついていく。

　玄げん関かんのシンプルな色合いの大おお扉とびらを開き、中に入る。彼に倣ならって靴くつを脱ぬぎ、右手の棚たなに用意されていたスリッパに履はき替かえる。

　玄げん関かんを抜ぬけた先は幅はばの広い廊ろう下かになっており、左右に延びている。左右対たい称しようの造りのようで、片側だけで四つのドアが見えるほど長く、まるでホテルのようだ。天てん井じようには煌こう々こうと輝かがやくシャンデリアが吊つるされていた。

　時とき任とうさんはそこで立ち止まり、こちらを振ふり返かえる。右に延びた廊ろう下かの先を手で示し、

「私はお嬢じよう様さまに報告してきますので、あちらの奥おくから二番目の部屋でお待ちを。ああそれと、テーブルの上にお飲み物とお茶ちや菓が子しをご用意させていただいているので、よろしければどうぞ。では」

　そう言って廊ろう下か脇わきの階段を上がって行ってしまった。

　一人になってしまい、少し狼狽うろたえながらも、廊ろう下かの端はしから端はしまで敷しかれた赤の絨じゆう毯たんを踏ふみしめて言われた部屋に向かう。

　壁かべに掛かけられた肖しよう像ぞう画がたちが、場ば違ちがいな僕ぼくを責めるような目で見ている気がして息が詰つまりながらも、なんとか部屋に到とう着ちやくした。黄こ金がね色いろの取っ手を回して中に入る。

　見た感じ待合室のようだ。広さはそこまでない。といってもあくまでこの洋館を基準にして考えた場合で、僕ぼくの自室の何倍もあるけど。

　透とう明めいのガラステーブルを中心に革かわ張ばりのソファが向かい合って設置されている。壁かべ際ぎわに置かれた棚たなは、身長一六〇センチほどの僕ぼくでは背せ伸のびしても上段に届かないくらい高いうえに横よこ幅はばも広く、中には隙すき間まがないほど本がぎっしりと並べてあった。

　ざっと背表紙を見た感じでは本のジャンルは様々で、哲てつ学がく書しよや歴史物、ノンフィクションもの、漫まん画がに小説、児童向けの絵本や図ず鑑かんまであった。どんな来客でも楽しめるようにとの配はい慮りよだろう。しかも大体が最近本屋に並んだばかりの新刊だ。

　棚たなの一角に見知った漫まん画がの最新刊を見つけて読みたい欲求に駆かられるが、間ま違ちがっても僕ぼくはお客様ではない。アルバイトの面接で来たのだ。本来ならこんな手厚く歓かん迎げいされるべきではない。

　どうにか誘ゆう惑わくに打ち勝ち、おとなしくソファに座すわって待つことにした。

　これまた、ふかふかすぎるソファの感かん触しよくに浸ひたりながら、僕ぼくは思考に耽ふける。

　気がつけば主人公という言葉に惑まどわされてここまで来てしまった。昨日、張り紙を発見して今日にはもう面接。いつも自分に言い訳をして物事を後回しにする僕ぼくの行動としては珍めずらしい。

　きっと伊い勢せ山やまくんの後あと押おしがあったからだ。一人で悩なやんでいたらこの場所に僕ぼくはいなかっただろう。あと一週間ぐらいはモヤモヤと悩なやみ続つづけた挙げ句に電話を掛かけることさえしなかったはずだ。

　現状に後こう悔かいがないといえば噓うそになる。過去に戻もどれるタイムマシンがあったなら危険を冒おかしてでも乗り込むだろう。それほどまでに未来への不安が半はん端ぱない。こんな山やま奥おくの豪ごう邸ていに主人公に関する仕事があるとは到とう底てい思えなかった。

　時とき任とうさんは紳しん士し的てきで良い人だが、顔を合わせてまだ小一時間しか経っていないし、彼の内面まではわからない。もしかしたら面接に来たのが社会のルールもまともに知らない高校生だったと内心残念がっているのかもしれない。特に僕ぼくは伊い勢せ山やまくんみたいに人当たりがいいわけでもないし。中学二年の立りつ志し式しきで実じつ践せん躬きゆう行こうと書いて発表した自分が懐なつかしい。

　なんにせよ、答えの出ないことをうじうじ考えるのは僕ぼくの悪い癖くせだ。このままではどんどんマイナス思考になって精神が病やむ。

　やめよう。きっとなるようになるさ。そう自分に言い聞かせて無理やり気を取り直した。

　気持ちを落ち着かせたところでテーブルの上を見ると、先ほど時とき任とうさんが言っていたとおり、色鮮あざやかな紫陽花あじさいの描えがかれた上品なカップとポット、その横には銀色の包み紙に包装されたお茶ちや菓が子しが何個か置いてあった。

　せっかく用意してくれたのに、少しも手を付けないというのは失礼だろう。ちょっとだけいただこうかな。

「ん、あれ？　……出ない」

　ポットを傾かたむけても何も注がれない。フタを開けて確かめると、中は空っぽだった。

　うっかり入れ忘れたのかなと思って、お菓か子しのほうを手に取るが。

「……え…………もしかして開いてる……」

　よく見れば包装紙はギザギザの部分から縦に切きり裂さかれていた。当然中身はない。調べてみると他のものも同様だった。

　つまりすべて食べたあとのゴミ。そしてよくよく見ると、カップの底には薄うす黒ぐろい液体が溜たまっており、微かすかにコーヒーの香かおりがする。どう見てもすでに使われた跡あとだ。

　…………。

　時とき任とうさんの笑みが脳のう裏りに浮かんでくる。あれは本当に僕ぼくを歓かん迎げいしてくれての表情だったのだろうか。さすがにこれはうっかりという言葉では済ませられない。

　つまり故意。

　やっぱり僕ぼくは嫌きらわれているのだろうか……。

　時とき任とうさんは僕ぼくを煙けむたがっている。その予想が現実味を帯びてきて、あまりの動どう揺ようになんか気分が悪くなってきた。

　そんな不安マックス状態に陥おちいっていたとき────

　ガタタタッ！

　まるで積み上げられた木箱が崩くずれ落おちるような音が聞こえてきた。

　突然のことにビクッと肩かたを震ふるわせ、条件反射で立ち上がって辺りを警けい戒かいする。

　しかしそれ以降はなにも起こらなかった。

「今のは一体……？」

　音が聞こえてきたのはおそらく隣となりの部屋からだ。

　考えられるのは本が入った棚たなが倒たおれたくらいだが、地じ震しんは起きていない。本ほん棚だなが独りでに倒たおれるわけがないので人じん為い的てきな出来事のように思えるが、この洋館には時とき任とうさんとお嬢じよう様さましかいないようだし、時とき任とうさんは今そのお嬢じよう様さまの元へと二階に向かったわけで……。

　徐じよ々じよに現状の違い和わ感かんを悟さとり、恐きよ怖うふに肌はだが粟あわ立だつ。──ぜ、絶対におかしい、隣となりの部屋には誰だれもいないはずだ。もしかして幽ゆうれ……。

　そこまで考えたところで、恐きよ怖うふに屈くつしてしまうまえにすぐさま脳に思考停止を命じる。だけど人間というものは考えるな考えるなと思うほど深くそのことを考えてしまうものだ。

　それも愚おろかなことに好こう奇き心しんが芽生えてくる。怖こわいのが嫌きらいなくせに恐きよ怖うふ番組を見るように。危険な火事の現場に野次馬根性で駆かけつけるように。

　怪かい奇き現象を恐おそれながらもそれ以上に気に掛かかってしまい、僕ぼくは隣となりの部屋へとつながるドアに向かった。

　ゆっくりと慎しん重ちようにミリ単位でドアを開けながら、部屋の中をうかがう。

　そして僕ぼくは驚きよう愕がくした。

　なぜならそこには、待合室と比べられないほどの大空間が広がっていたから。

　眼前には、正面の視界を遮さえぎるほど背が高く幅はばの広い巨大な本ほん棚だながあった。しかも左右無数に並んでいる。本ほん棚だなと本ほん棚だなの間には人ひとり通れるスペースが確保してあり、そこから顔を覗のぞかせてみると、どうやら本ほん棚だなは平行に等とう間かん隔かくで置かれているようだ。吹ふき抜ぬけの構造になっており、背せ伸のびをすると、かろうじて正面斜ななめ上に二階が見えた。

　巨大な空間を埋うめ尽つくす本ほん棚だな。高い天てん井じよう。その様相はまるで図書館のようだ。

　まさかすぐ隣となりの部屋がこんなにも広かったとは。予想外のことに度ど肝ぎもを抜ぬかれながらも、音の正体を見きわめるため、見学がてら近くを歩くことにした。

　壁かべに取り付けられたアンティークランプは点灯していなかったが、広々とした空間に見み劣おとりしない扉とびら型がたのステンドグラスから入る日の光で部屋の中は明るく、幻げん想そう的てきに染まっている。

　向かい合わせになった本ほん棚だなにそれぞれ目を配る。待合室同様、様々な種類の本がジャンルの区別なく置かれている。整然としている箇か所しよもあれば、上下逆さま、横よこ倒だおし、開きっぱなしと乱雑になっている部分もあった。

　すぐに先さき程ほどの音の原因は発見できた。

　本ほん棚だなの一つが大きく傾かたむき、収蔵されていたと思われる大量の本が床ゆかを隠かくすほどの山積み状態になっている。予想とビンゴだ。きっとこれだろう。

　それにしても地じ震しんも起きていないのに派手に倒たおれたものだ。本ほん棚だなの見た目の大きさからして重量は相当なものだろう。それが独りでに倒たおれるとは到とう底てい考えられなかった。

　やはりさっきまで誰だれかがここにいた。それは時とき任とうさんでもお嬢じよう様さまでもない、館に住む幽ゆうれ……。

「……って、そんなわけないか。元々不安定に置かれていたのかもしれないし。あとで時とき任とうさんに報告しよ────うわぁっ!?」

　それは突然だった。突然、本の山の頂上付近から勢いよく人の左手が突き出してきたのだ！

　もちろん僕ぼくは反射的に三歩ほど距きよ離りをとって警けい戒かいした。

　そのまま凝ぎよ視うししていると、謎なぞの左手はぶんぶんと左右に大きく振ふったあと、人差し指から小指までの四本の指を曲げて手招きしてきた。

　いやいや、呼ばれても絶対に行きたくないんですけどっ！

　程ほどなくして、謎なぞの左手は動きを止め、力が抜ぬけたようにヘタリと本の上に横たわった。

　何なんだ一体……？

　完全に動かなくなったことを確認してから、恐おそる恐おそる近づいてみる。

　生気がないように真っ白で彫ちよう刻こくのように細く繊せん細さいな左手。一見して女性だとわかる。爪つま先さき立だちになって真上から覗のぞくと、本と本の隙すき間まから微かすかに人の胴どう体たいが見えた。よく見れば山の端はしっこから二本の足も出ている。

　……って、もしかして潰つぶされてる!?　なにが原因かはわからないけど、何かの弾はずみで本ほん棚だなが倒たおれて、ちょうどその近くにいた誰だれかが下した敷じきにされたってこと!?

　緊きん急きゆう事態を察した僕ぼくは、急いで救助に取とり掛かかった。

　まずは重たい本ほん棚だなを気力で押おし返かえし、元の位置に戻もどす。次に本を一冊ずつ片かたっ端ぱしから退どけて山を崩くずしていく。

　奮ふん闘とうすること数分、やっと女性の姿があらわになった。

　年ねん齢れいは二十代前半といったところか。腰こしのあたりまで伸のびる、田舎いなかの澄すんだ夜空を思わせるような黒くろ髪かみに、瞑つぶった切れ長の目。思わず息を吞のむほどの容姿端たん麗れいさは、まるでどこかのモデルのようだ。

　ピクリとも動かないので心配したが、胸のあたりが少し上下しているから息はあるみたいだ。目立った外傷もない。

　かるく肩かたを揺ゆすりながら「あの、大だい丈じよ夫うぶですか？」と声を掛かけると、やがて女性はゆっくりと目を開いた。

　上体を起こして、うーんと背せ伸のびをし、僕ぼくのほうを見て一言。

「やあ、おはよう」

「…………今はもう〝こんにちは〟ですけど……」




　体内時計が狂くるっていると思われる挨あい拶さつをされたあと、経けい緯いを聞いた。それによると。

　まず本ほん棚だなの上段にある本を取るため脚きや立たつに乗った彼女は、お目当ての本を取ったところで、降りるのが面めん倒どうになり乗ったまま本を読みはじめた。

　しかし思ったよりもつまらない内容で、読み進めていくうちに眠ねむ気けが勝まさり、そのまま寝ねてしまった。脚きや立たつの上という不安定な場所なので次し第だいに体勢は傾かたむいていく。浮ふ遊ゆう感かんがして目を覚まし、落ちる一歩手前で反射的に本ほん棚だなを摑つかんだが、人間の体重を支えきれず、結果本ほん棚だなを道連れにして落下した。そしてあの惨さん状じよう。本が覆おおいかぶさり身動きが取れなくなった。

　どうにか片手だけ本の中から抜ぬけ出だせたときに、僕ぼくの驚おどろく声が聞こえて近くに人がいることを察し、手を振ふってＳＯＳを出したということだった。

　幸いなことに怪け我がはなく、まったくの無傷らしい。倒たおれた本ほん棚だなに入っていたのはどれも薄うすいページの本ばかりだったようだ。これが『広こう辞じ苑えん』級の本だったら大おお怪け我がは免まぬかれない。不幸中の幸いだ。というか面めん倒どうくさがりすぎだろう。

　…………。

　いたたまれない静せい寂じやくが場をただよう。

　本の山積み事件の経けい緯いを聞いたあと、黙だまっているのもアレだと思ったので、一いつ緒しよに散乱した本を片付けましょうかと提案したのだが。

「面めん倒どうだからイヤだ」その一言で話を打ち切られてしまった。

　そして女性は落ちていた本に視線を向けると、中から一冊手にとり、本ほん棚だなに背を預けて読みはじめた。

　僕ぼくそっちのけで。

　近くに木製のテーブルが置いてあるのを発見したので、いったんそこに行きましょうと二度目の提案をしたのだが、またしても同じ一言で一いつ蹴しゆうされてしまった。

　なので現在、僕ぼくは一歩も場所を変えることなく床ゆかに正座し、ただ彼女を見つめていた。もうすぐ時とき任とうさんが戻もどってくるかもしれないので待合室に戻もどったほうがいいのだが、なぜか彼女から視線を逸そらせなかった。

　なんというか不思議な人だ。言動もそうだが、身にまとうオーラが普ふ通つうの人とは異なる気がする。ただ有名人を見み掛かけた時とは違ちがい、ヒトという生物としての雰ふん囲い気きが異質というか。

　それは容姿の影えい響きようも大きいだろう。最初は気づかなかったが、彼女の瞳ひとみは左右で色が違ちがった。

　右目はエメラルドのような鮮せん緑りよくで、左目は深く透すき通とおった湖のように青い。

　創作物ではキャラの印象付けに一役買ったりするが、現実ではたしか虹こう彩さい異い色しよく症しようという呼び名がついており、先天的な特とく徴ちようや遺伝子疾しつ患かん、事故による虹こう彩さいの損傷などが原因で起こるヒトでは稀まれなものらしい。以前、フィクション上だけの話なのかと興味を抱いだいて調べたので、よく覚えている。

　とても日本人とは思えないが、そのわりに話しぶりは流りゆう暢ちようだった。伊い勢せ山やまくんみたいにハーフなのだろうか。

　それにこの洋館での彼女の立場がわからない。時とき任とうさんとお嬢じよう様さま以外に人がいるなんて話は聞いていないけど。

「君は誰だれだ？」

　そんなことを考えていると、女性がこちらを見ずに訊たずねてきた。

　唐とう突とつな質問に一いつ瞬しゆん戸と惑まどったあと、正直に答える。

「えと、僕ぼくはアルバイト希望で面接を受けに来た者です」

　そう言うと、女性はやっと僕ぼくに視線を向けた。読んでいた本を投げ捨てる。途と中ちゆうだったようだけどいいのか。

「なるほど、君がそうか。てっきり泥どろ棒ぼうの類たぐいだと思っていたんだがな」

　助けてあげたのに失礼な。そもそもそう思っているのなら、もう少し警けい戒かいしたらどうなのか。というか普ふ通つう泥どろ棒ぼうに助けを求めるだろうか。本当に謎なぞな人だ。

　彼女が見み据すえてくる。異性、それも美人に凝ぎよ視うしされるとなんか緊きん張ちようしてしまう。

「名は？」

「こ、小こ樟このぎ輝てる馬まです」

「ふむ。まぁ可もなく不可もなく普ふ通つうの名前だな。つまらん」

　なぜ初対面の相手に名前を答えただけで失望されなければいけないのか。普ふ通つうの名前で悪かったですね。なんか人格を全否定された気分だ。

「あなたは？」

「霧きりヶが峰みね絵え色しきだ」

「…………」

　変わったお名前で……。僕ぼくの小さな仕返しは失敗に終わった。

「私の名前になにか問題でも？」黙だまった僕ぼくを不ふ審しんに思ったのか、疑いの目を向けてくる。

「い、いえ！　全然問題ありません、とっても素す敵てきなお名前ですね！　……っと、そうだ、ぜひお訊ききしたいことがあって、仕事内容に関してなんですけど」

　険悪になりそうな雰ふん囲い気きを感じて強引に話題を変える。僕ぼくが来ることは事前にわかっていたようだし、なにか知っているだろう。気になっていたのでちょうどよかった。

　霧きりヶが峰みねさんは首をかしげる。

「なんだ、時とき任とうから話は聞いていないのか？」

「はい。まだ何も……」

　彼女は考える素そ振ぶりを見せてから、

「テルマ君は本は好きかな？」

　時とき任とうさんと同じ質問だ。これだけ様々な本が大量に揃そろっているし、やっぱり図書関係の仕事なのか。今さら噓うそをついても後々ばれるので、時とき任とうさんの時と同じように正直に答える。

「では、ハッピーエンドとバッドエンド、どちらが好みだ？」

　これまた意図のわからない問いだ。個人的にはハッピーエンドと答えたいところだが、バッドエンドはバッドエンドなりに奥おくの深い作品もあるし、一いち概がいに好みと言われても答えられない。

　答えあぐねている僕ぼくを見み兼かねたのか、霧きりヶが峰みねさんは本の中から二冊の本を掘ほり起おこすと、両手に一冊ずつ持って見せてくる。タイトルと表紙から察するにどちらも恋愛モノの漫まん画がだ。
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　まず右手に持った本を提示する。

「例えばコレだ。主人公の少女が葛かつ藤とうや苦難を乗のり越こえ、想い人に告白し成功。かねてからの恋が成じよう就じゆする。お決まりのパターンでヒドく退たい屈くつな話だったが、これはハッピーエンドの部類に入るだろう」

　言こと葉ば遣づかいからしてどこかお堅かたい印象を受けていたが、漫まん画がも読むらしい。不評のようだが。

　次にもう片方を提示してくる。

「対してこっち。主人公の青年の恋は失敗に終わる。想い人にはすでにお気に入りの男がいたという哀あわれなバッドエンド。さて、テルマ君はどちらが好きかな？」

　バッドエンドだという二冊目の本を受け取り、最後のページをめくる。

　意を決して告白に臨のぞんだ主人公が見事にフラれ、友人達に励はげまされている描びよう写しやがあった。

　それを見て、僕ぼくはやっぱりこう答えた。

「一いち概がいには答えられません」

「ほう、なぜ？」

「どちらも好きでどちらも嫌きらいだからです。好きなハッピーエンドがあれば、嫌きらいなハッピーエンドもあります。バッドエンドも同じです」

　僕ぼくは基本、どれだけご都合展開があろうと幸福に終わる物語が好きだ。世界は救えたけど、大切な人は犠ぎ牲せいになったというハッピーエンドでは後味が悪い。反対に、世界は救えなかったけど、大切な人を守ることだけは諦あきらめなかったというバッドエンドは読んでいて、いい意味で考えさせられる深い作品だと思う。

「そもそもハッピーエンドとバッドエンドというのは、各おの々おのの見方で変わるものです。僕ぼくと霧きりヶが峰みねさんの見方が一いつ致ちしていなければ答えようがありません。例を出せば、この本」

　受け取った本の最後のページを提示する。

「先ほど霧きりヶが峰みねさんはこの本をバッドエンドだと仰おつしやいましたが、僕ぼくから見ればハッピーエンドなんですよね。確かに主人公は告白に失敗しました。でも彼の周りには、その失敗を励はげまし慰なぐさめてくれる沢たく山さんの友人がいます。彼は友情というかけがえのないものを持っているんです。一度目の恋が散っても、次の恋に前向きに歩んでいく彼の姿が容易に想像できます」

　恋する相手がいて、優やさしい友人達に囲まれて羨うらやましいかぎりの話だ。僕ぼくにはとてもバッドエンドとは思えない。

「霧きりヶが峰みねさんは恋愛だけを主しゆ軸じくとして見ており、僕ぼくは恋愛を含ふくめた青春を主しゆ軸じくとして見ました。この時点で僕ぼくと霧きりヶが峰みねさんの見方は異なります。つまり僕ぼくの考えるハッピーエンドとバッドエンドは、霧きりヶが峰みねさんにとってのそれらとは相そう違いしているので、どちらが好きだと明確に答えることはできません」

　僕ぼくはそこで一息つく。

　なんだか久しぶりに自分の意見を口にした気がした。学校でも家でも他力本願で、ただ他人の言葉に頷うなずいているばかりの僕ぼくが。

　霧きりヶが峰みねさんがどこか独特な性格だから遠えん慮りよなしに言えるのかな。彼女ならどんなに滑こつ稽けいな話をしようとも受け入れてくれる、そんな気がするから。

「なるほど……じつに興味深い見解だね。では最後の質問だ。物語の主人公の役割はなんだと思う？」

「それは各おの々おのの作品で違ちがうと思いますけど……」

　バトルがメインの物語では、悪の魔まの手から世界や登場人物を救うことだし、学園モノなら平へい凡ぼんな日常の中に起きる青春を謳おう歌かすることだ。それこそ一いち概がいには答えられない。

「ふむ。質問の仕方を誤ったな。ではもし自分が本の世界に入り、その物語の主人公になれるとしたら、テルマ君はその世界で何を一番に大切にしたいかな？」

　これはいわゆる仕事に対しての抱ほう負ふは何なのかを問う質問だろうか。となれば、あとで時とき任とうさんやお嬢じよう様さまに伝言がいくことを考えて、型にはまってでもいいから仕事に貢こう献けんする意気込みを答えないと。

「僕ぼくはその世界で与えられた役割をしっかりと成なし遂とげて────っ」

　そこで言葉を詰つまらせる。

　彼女の特とく徴ちよう的てきな色をした双そう眸ぼうが僕ぼくを見み据すえる。一言でも噓うそをつけばたちまち問とい質ただされる、取調室の警察官のように真しん剣けんな眼まな差ざしだ。

　その霧きりヶが峰みねさんの態度が、僕ぼくの口から本音を引き出す。

「ひ、ひろいんの……」

「ん？　小さくてよく聞こえなかったが？」

「ぼ、僕ぼくはヒロインの幸せを一番大切にしたいですっ！」

　一息でそう言ってから、次し第だいに顔が熱を帯びはじめる。めちゃくちゃ恥はずかしい。僕ぼくはなんてことを口走ってしまったのか……。

　僕ぼくは世界よりも登場人物の救いを求める。辛つらく困難な道を進んだ先が断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきなんてあまりにも可哀かわい想そうだ。それこそ僕ぼくの良しとしないバッドエンド。最悪の結末。

　特に主人公とヒロインには幸せになってほしい。つまり僕ぼくが主人公であるなら、真っ先にヒロインの幸せを願い、大切にする。

　きっと笑われるだろうなと心の中で羞しゆ恥うち心しんを抱いだいていたが、しかし霧きりヶが峰みねさんはあごに手を当てて「ほう」と興味深そうに息を漏もらしただけだった。

「笑わないんですか……？」

「笑う？　私がなぜ？」

「なぜって……創作物の登場人物の、し、幸せを願うって普ふ通つうに考えてへんじゃないですか」

「しかしそれが君の正直な意見なのだろう？」

「そうですけど……」

「テルマ君の回答は私の求めていた回答そのものだよ。嘲ちよう笑しようなど言語道断だ。俗ぞく世せの輩やからの目など気にするな」

　霧きりヶが峰みねさんはククッとどこか魔ま女じよめいた不気味な笑い声を出す。

「ほとんど暇ひま潰つぶし程度に作ったものだったが、君のような考えの少年が釣つれて儲もうけものだ」

「それってどういう意味……」訊たずねようとしたとき。

　どこかのドアが開く音がした。背後から聞こえたあたり、たぶん待合室に続くドアだろう。

　果たして、現れたのは時とき任とうさんだった。

　時とき任とうさんは散乱した本を見て、目を細めたあと。

「やっと見つけましたよ……。こんなところで一体なにをなさっているんですか？」

　やばい。勝手に館内を彷徨うろついていることを咎とがめられる。謝あやまらなければ。

「すみません、隣となりの部屋から……つまりここの部屋なんですけど、物音がしたので気になってしまって……」

　言い訳をすると、時とき任とうさんはきょとんとした顔になった。

「あ、いえ。今のは小こ樟このぎ様に申したことではなく、そちらの眠ねむり魔まに言ったことですので」

「え？」

「誰だれが眠ねむり魔まだ、このメガネ」

「なっ!?　め、メガネは悪くないでしょう、今世界中のメガネ愛好家の皆みなさんを敵に回しましたよ！　大体あなたこそ……」

　あれだけ紳しん士し的てきだった時とき任とうさんが取り乱している。

　この二人は一体どういう関係なのだろう？

　呆ぼう然ぜんとする僕ぼくに気づいた時とき任とうさんは、自身の態度を改め、ごほんっと咳せき払ばらいする。

「お見苦しいところをお見せして申し訳ありませんでした。メガネをバカにされてつい……」

　彼がメガネ愛好家だということは十分にわかった。

　時とき任とうさんは、気だるそうに床に座り込んだ霧きりヶが峰みねさんを睨にらむ。

「どうしてここにいらっしゃるんですか？　自室で待機していてくださいと申したでしょう」

「お前は本当にバカだな。私の部屋は二階の一番奥おくだぞ。呼びにくる時間が無む駄だではないか。隣となりの待合室で待っていたほうが早い」

「ば……ではなぜ、この書庫部屋にいるんですか？」

「退たい屈くつだったから。あ、お菓か子しうまかったぞ」

「勝手に食べないでください！　あれは小こ樟このぎ様のために用意しておいたものですよ、まったくあなたという人は……」

　あれは霧きりヶが峰みねさんがつまみ食いしたあとだったのか。時とき任とうさんに嫌きらわれているわけではなくてよかった。

　胸を撫なでおろしたとき、二人のある言葉が引ひっ掛かかった。

　あれ？　ちょっと待てよ。今二人はなんて言って……自室で待機……呼びにくる……。

「あの～、つかぬことをお伺うかがいしますが、霧きりヶが峰みねさんって一体どういう立場のお人で……」

「なんですか、ご自身のことを小こ樟このぎ様に話していないんですか？」

「聞かれなかったからな」

　あっけらかんとした霧きりヶが峰みねさんの答えに、時とき任とうさんはため息をつく。彼女を手のひらで示し。

「こちらがこの〝霧きりヶが峰みね邸てい〟の主あるじ──霧きりヶが峰みね絵え色しき様でございます」

　自己紹しよう介かいなんてどうでもいいというように、霧きりヶが峰みねさんが眠ねむたそうに欠伸あくびをした。




　霧きりヶが峰みねさんがお嬢じよう様さまだったらしい。もっとこう、「お嬢じよう様さま」という言葉からお淑しとやかなイメージを抱いだいていたが、蓋ふたを開けてみればこんなにも自由で美人な人だったとは。

　彼女が館の主あるじだということはつまり、先さき程ほどの三つの質問はただの雑談ではなく、すでに面接は始まっていたというわけだ。

「時とき任とう。テルマ君はあの仕事にぴったりの素質をもっていそうだ」

「そうですか。では早さつ速そく今日にでもあの本を……」

　二人は何やらコソコソと話している。聞き耳を立てるかぎりこれは。

「あの、僕ぼくは合格なんですか？」

「あくまで私達の考えでは、だがな。この仕事を続けるか否いなかはテルマ君次し第だいだよ」

　要するにそこまでハードな仕事なのか。この書しよ架かの光景を見るかぎり、本の持ち運びとかだろうか。僕ぼく、体力はあまり自信がないんだけど。

　時とき任とうさんが肩かたをすくめた。

「私に内ない緒しよでアルバイト募ぼ集しゆうをされていることを知った時はどうなるかと思いましたが、張り紙を見つけてくれたのが礼節のしっかりした小こ樟このぎ様でホッとしましたよ」

　あの張り紙は霧きりヶが峰みねさんの独断行動だったらしい。だから電話対応のとき、返答に時間が掛かかったのか。

「それで、一体どのように書かれたんですか？」

「張り紙いっぱいに〝主人公〟募ぼ集しゆうと書いた」

　時とき任とうさんが驚おどろいた顔でこちらを見てくる。

「よくこのバイトをしようと思われましたね……」

　訳『よくもまぁこんな怪あやしいバイトを受けましたね、頭大だい丈じよ夫うぶですか？』────やめて、そんな顔で僕ぼくを見ないで！　一時の気の迷いだったんだ！

「なんだ、なにか文句でもあるのか？　これ以上の説明は不要だろう」

「まぁそうですが、端たん的てきに申しますとかなり怪あやしいと言いますか……」

　なんかだんだん自分の人格を否定されている気分になってきた。心折れるまえに、話題を変えなくては。

「それで。仕事内容って何なんですか？　主人公と言われてもピンと来なくて……」

　二人で顔を見合わせて頷うなずき合あったのち、時とき任とうさんが答えた。

「口で説明するのは大変難しいといいますか、おそらく信用という意味での理解が及およばないと思いますので、小こ樟このぎ様には実じつ践せんから入っていただこうかと。これからお時間よろしいですか？　大体一、二時間程度だと思いますが」

「はい、大だい丈じよ夫うぶです」

「そうか。では早さつ速そく向かうとしよう。時とき任とう、手」

「嫌いやです。立ち上がるくらいは自分でなさってください」

　きっぱりと断られた霧きりヶが峰みねさんは不満げに目を細めて彼を睨にらんだあと、僕ぼくのほうを向いて両手を伸のばしてきた。

　本当に怠たい惰だな人だな。





＊＊＊






　書庫部屋を出た廊ろう下かの突き当たりにある、地下へと続く螺ら旋せん状じようの階段を降りる。

　壁かべに等とう間かん隔かくに備えつけられたアンティークランプが怪あやしげな光を放っている。じめじめしていてどこか埃ほこりっぽい。延々と続きそうな階段は幅はばが狭せまく勾こう配ばいがあり、下を向いて歩かないと踏ふみ外はずしてしまいそうだ。易やす々やすと前を行く二人に遅おくれないようにしなければ。

　どうやら僕ぼくの仕事場は地下にあるらしい。てっきり本の管理や運うん搬ぱん作業だと思っていたけど。口で説明するのが難しいと言っていたし違ちがうようだ。ここにきて「地下」という仕事内容を読み解くための新たなキーワードを得たが、胸のうちに抱かかえた不安が一層濃こくなっただけだ。

　やがて扉とびらが見えてきた。上部がアーチ状になった古めかしい両開き扉とびら。

　時とき任とうさんが懐ふところから銅色の鍵かぎを取り出し、鍵かぎ穴あなに差し込む。

　ガチャリと解かい錠じよう音おんがあたりに響ひびきわたり、扉とびらが開くと、二人に続いて中に入る。

　六畳じようほどの広さの部屋はこれまで目にした館の感じからすると簡素で、本が一冊も置かれていない棚たなに、折おり畳たたみ式のパイプベッド、部屋の隅には木造の机と椅い子すがあった。

　静せい謐ひつな空間だ。壁かべに掛かけられた時計の秒針の音だけが部屋に木こ霊だまする。

「ここで一体なんの仕事をすればいいんですか？」と訊きこうとして後ろを振ふり向むいた瞬しゆん間かん。

　ガチャリ。

　扉とびらのほうからそんな音が聞こえてきた。

　気づくと、部屋の中に二人の姿はなかった。

　次し第だいに状じよう況きようを察し、僕ぼくの額から嫌いやな汗あせが垂れる。

　もしかしてこれは────閉じ込められた!?

　すぐさま扉とびらに向かい、丸い取っ手を捻ひねるがビクともしない。

「あのちょっとコレ！　一体どういうつもりですか!?」

　叩たたいて抗こう議ぎすると、扉とびら越ごしに霧きりヶが峰みねさんの声が聞こえてきた。

「落ち着けテルマ君。べつに君をどうこうしようというわけではない」

「だったらここを開けてくださいよ！　なんで監かん禁きんするような真ま似ねなんて……」

「少々事情があってな。それより机の引き出しに本が入っている。それを読んでみろ」

　何がなんだかわけがわからないが、扉とびらを開ける気は微み塵じんもないらしい。古びた扉とびらといえど頑がん丈じようだ。僕ぼくに破は壊かいする腕わん力りよくや脚きやく力りよくがない以上、今は彼女の言うことに従うしかない。

　二人に対しての信用度が下がる中、机の前にいき、引き出しを開けてみる。

　確かにそこには一冊の本があった。

　表紙にも背にもタイトルが記しるされていない赤い本。

　訝いぶかしく思いながらも机の上に置いてページをめくる。最初の見開きには文章があり、こう書かれていた。




　野原一面に咲く花々の中心。

　輝かがやく稲いな穂ほのような金きん糸しの髪かみに、白のカチューシャを着けた少女が座すわっていた。

　少女の名はアリア。街中で評判のパン屋の店主。

　様々な色合いの花から一番美しいものを選びながら、アリアは悩なやんでいた。

　このままではみんなに笑顔を運ぶことができなくなる。

　待ってくれている人たちがいるのに。

　だけど手が足りない。自分にはもう作れない。

　そんなときでした。アリアのまえに現れたのは────




　そして文字の背景には、白の外がい套とうを羽織ったブロンド髪がみの少女の絵が描えがかれている。一いつ般ぱん的てきな小説というよりは絵本に近い。

　欠伸あくびを嚙かみしめながら次のページを捲めくると、そこは白紙だった。パラパラと最後まで見てみたが、冒頭以外すべて同じだ。

　ここである憶おく測そくが浮かぶ。

　まさかこの物語のつづきを書けというわけではあるまいな。書けるまで外には出さない、いわゆる缶かん詰づめ状態では……。

　最初のページに戻もどり、ふたたび読む。想像するに、何らかの理由でパン屋を続けることができなくなった少女を、主人公が手助けする話だろう。

　話の流れは大体つかめるが、白紙のページは何ページにも亘わたっている。この空白を埋うめ尽つくすだけの創作力なんてない。高校受験の作文でも手こずったのに、作家の真ま似ね事ごとなんてできるわけがない。

　やっぱり僕ぼくには無理だ、今すぐ辞退しよう。

「…………」

　僕ぼくはゆっくりと椅い子すに座すわる。

　なんとなく時計に目をやると、時刻は午後二時三十分を回ろうとしていた。色々と予期せぬことが続いたせいか、時間が経つのが早く感じる。

　カチ。カチ。カチ。変わらず秒針の音だけが耳にとどく。

　僕ぼくは大きな欠伸あくびをする。重たくなってきた瞼まぶたをどうにか気力で持ち上げるが、努力むなしくも徐じよ々じよに視界は霞かすんでいく。

　なんでこんなにも眠ねむたいんだろう。そう気づいたときには、机に顔を突つっ伏ぷしていた。

　微睡まどろみの中、霧きりヶが峰みねさんの声が聞こえたような気がした。

「ヒロインのハッピーエンドを目指せ」














二章　悲劇の物語









《一日目》

　朝方の眠ねむ気けを覚ましてくれるような心ここ地ちよい風が、僕ぼくの肌はだを撫なでる。

　六月中ちゆう旬じゆんのジメジメとした蒸むし暑あつい気候とは異なる、ポカポカとした春の陽気。

「あのー」

　辺りには無数の花たちが咲いていた。どれもカラフルで綺き麗れいな見た目をしている。

　気づけば、僕ぼくはその中心に佇たたずんでいた。

　今立っている場所は小高い丘おかになっていて、遠くの景色が見み渡わたせた。遥はるか先には峻しゆん険けんな山々が連なっており、眼下にはヨーロッパにありそうな町並みが広がっている。

　加えて、着た覚えのない衣服を身にまとっていた。丈の長いゆったりとした白の上着に茶色のズボンと、ファンタジー世界の住人っぽい格好だ。ずっと持っていたはずの腕うで時ど計けいやショルダーバッグはどこにもない。

「あのー」

　試ためしに軽く頰ほおをつねってみると、しっかり痛みがあった。どうやら夢ではないらしい。

　記き憶おくを呼び覚ます。僕ぼくの頭が正常であるならば、僕ぼくは先さき程ほどまであの本がたくさん収蔵された洋館にいたはずだ。そして二人に連れられるまま地下室に行き、そこで閉じ込められて、本を読んでいるうちに眠ねむたくなって────

「あのー、ってば！」

「え？」

　服の裾すそをぐいぐいっと引っ張られ、自分の背後に誰だれかがいることに気づいた。

　そういえば、さっきから何か声が聞こえていた気もする。今の状じよう況きようについて行けず考え込んでいたため、そちらに神経を向けることができなかった。

　振ふり返かえるとそこには、僕ぼくとさほど年ねん齢れいの変わらないと思われる少女がいた。

　恥はずかしながら、一見しただけで可か愛わいいと思ってしまった。

　空から降り注ぐ日光を浴び、まるで燦さん然ぜんと輝かがやく星々の煌きらめきを纏まとっているかのような長くてしなやかなブロンドの髪かみ。その下に覗のぞく、どこか幼げにも映るぱっちりと開いた碧へき眼がん。フード付きのゆったりとした白の外がい套とうに身を包んでいる。

　突とつ如じよ、美少女に話しかけられて情けなくドギマギとしながらも、僕ぼくはモヤモヤとした疑問に駆かられていた。

　なんだろう……この子どこかで見たことがあるような……？

「君、大だい丈じよ夫うぶ？　さっきから虚うつろな目で佇たたずんでたけど……」

　少女は心配そうに上うわ目め遣づかいで訊たずねてくる。

　客観的に見ると、今の僕ぼくはお花畑の真ん中に呆ぼう然ぜんと突っ立っている男だ。普ふ通つうは心配よりも怪あやしさのほうが際きわ立だって声を掛かけないと思うけど。

　しかし、彼女から訝いぶかしむ様子は感じられなかった。

「は、はい、大だい丈じよ夫うぶです。すこし自分の置かれた状じよう況きように混乱しているといいますか……」

「なにか困ってることでもあるの？　わたしに出来ることなら……」

「いえいえ！　そこまで重大なことではないですからお構いなく」

　僕ぼく自身、ここに来るまでの記き憶おくがないのだ。状じよう況きようもよくわかっていないのに、今はじめて会った人に相談しても迷めい惑わくをかけるだけだ。

　それにしても見ず知らずの人間を助けようとするなんて、よほど心のピュアな子らしい。容姿もさることながら内面までいいとは。もし彼女が僕ぼくの学校に在ざい籍せきしていたら、カーストの頂に立っていること間ま違ちがいなしだろう。

　少女は安あん堵どしたように微ほほ笑えむ。

「そう？　ならよかった。あっ、そんなに改まった言こと葉ば遣づかいじゃなくても大だい丈じよ夫うぶだよ。たぶん同い年ぐらいだと思うし」

「はい……じゃなくて、うん。心配してくれてありがとう、えーと……」

　名前がわからず言葉に詰つまると、彼女は「自己紹しよう介かいがまだだったね」と察してくれた。

「わたしの名前はアリア。君の名前は…………ん？　そんなに驚おどろいた顔してどうしたの？」

「う、ううん。なんでもないよ。僕ぼくの名前は……」

　なんとか平静を装よそおう。

　野原一面に咲く花々。その中心にいる、フード付きの外がい套とうを羽織った長いブロンド髪がみの少女。極きわめつけはアリアという名前。

　間ま違ちがいない。僕ぼくが地下室で見た、あの本の内容と同じだ。

　ただの偶ぐう然ぜん……では済ませられないだろう。あの本を見て謎なぞの眠ねむ気けに襲おそわれたし。

　不意に、霧きりヶが峰みねさんとの面接で交わした言葉が頭を過よぎった。彼女が発した最後の問いだ。

　もし自分が本の世界に入り、その物語の主人公になれるとしたら──。

　あの言葉はただの比ひ喩ゆ表現だと思っていたが、実際はそのままの意味で、本当に僕ぼくは本の中に入り込んでしまったのか。そう考えれば、この場所にいる辻つじ褄つまは合うけど……。

　しかし、あまりにも非現実的だ。どこぞのおとぎ話のように、まるで誰だれかの空想上の話だ。

　現実的に考えてみる。

　何らかの仕し掛かけによって僕ぼくは睡すい眠みん状態に陥おちいり、意識が夢の中に浸ひたっている間に、べつの場所に連れて行かれた。理由はあの本のつづきを書くためであり、今いる場所は特とく撮さつスタジオなんかで、僕ぼく……つまり〝主人公〟がどのように行動するのか外部から観察している。素しろ人うとにやらせるのはリアルな言動を期待してのこと。

　そう仮定すれば、どう見ても外見が外国人の彼女が流りゆう暢ちような日本語を話しているのも頷うなずける。きっと有名な役者さんなのだろう。すごく可か愛わいいし。

「ココノギテルマ…………い、いい名前だね！　改めて、はじめましてテルマ。わたしのことも気軽にアリアって呼んでね」

　無理に褒ほめなくてもいいよ。どうせ僕ぼくの名前はつまらん平へい凡ぼんなものらしいので。

　心に無用な傷を負いながらも「うん。こちらこそはじめましてアリア」と挨あい拶さつを返し、僕ぼくはふたたび辺りを見回す。

　問題はこの広大な風景や体感だ。ここが撮さつ影えい所じよだとして、はたしてこんなにもリアルなものなのか。

　テレビ画面だけを見れば、あたかもその世界が現実にあるかのように感じられるが、実際にスタジオにいる役者にとってはただの特とく殊しゆな機材がある場所でしかない……はずだ。お芝しば居いなんて経験したことがないので詳くわしいことはわからないが、さすがに本物と作り物の区別はつくだろう。それとも僕ぼくが遅おくれているだけで今の技術は飛ひ躍やく的てきに進歩しているのだろうか。

　そうやっていろいろな観点から見ると、いくら非現実的でも最初の考えがしっくりくるが。

「それで。テルマはここでなにをしてたの？　ぼぉーっとしてたみたいだったけど」

　いくら考えたところで僕ぼくには知るすべがない。今は後回しにして彼女の話に集中しよう。

「僕ぼくはちょっと景色を見に……アリアは？」

「わたしは花はな摘つみ」

　後ろ手に持っていたらしい籐とうかごを見せてくる。中には丁てい寧ねいに紐ひもで纏まとめた花束が入っていた。

「誰だれかに渡わたすの？」

「うん」

「そっか。その人が喜んでくれるといいね」

　家族、友人、恋人、誰だれにあげるのかは知らないが、一つ一つ綺き麗れいな色と形のものを選別しているところを見るかぎり、よほど好意を抱いだいた相手なのだろう。

　アリアは「うん、ありがとっ」と無む邪じや気きな笑みを見せたあと、手元の籐とうかごに視線を落として「それで。えーっとね……」と言いよどむ。

　向こうから話しかけてきたし、なにか用件でもあるのだろうか。

「テルマはこのあと……その、用事とかあるかな？」

　この世界のことを把は握あくしないといけないし、やることがあるにはあるが、土と地ち勘かんがないし独りで右往左往して状じよう況きようが進展するとは思えない。

　彼女と一いつ緒しよに行動するほうが今置かれている自分の立場について何かわかるかもしれない。

　首を横に振ふると、アリアは懇こん願がんするような瞳ひとみを向けてきた。

「テルマにお願いがあるの」

　そして、おずおずとこう続けた。

「パン作りを手伝ってくれないかな？」





＊＊＊






「はぁ……はぁ……」

　息が切れる。生き地じを捏こねすぎて腕うでが痛い。

「ファイトだよ、テルマ」

　アリアが快活に応おう援えんしてくれるのは励はげみになるが、それによって体力が回復するわけではない。

　僕ぼくはため息をつく。まだまだ生き地じはある。先は長い。

　現在、彼女のお家うち兼けんお店にお邪じや魔まして、パン作りを手伝っている。聞いたところによると、アリアはパン屋の店主らしい。これも本の記述どおりだ。

　彼女の家は、花の丘おかを下った先の街中にあった。

　オレンジ色の鋭えい角かくの屋根をしたレンガ造りの二階屋。一階がお店で二階が住居。表の玄げん関かんには木き枠わくのＡ型看板があり、パン工こう房ぼう『ヴィザージュスリアン』と書かれていた。「笑顔」を意味するこの店名は、みんなを笑顔にしたいという思いから名付けたそうだ。彼女の優やさしさが伝わってくるとても素す敵てきな店名だ。

　看板や店内の至るところに表記されている言語はすべて日本語だった。けれど通貨は異なっていて、紙し幣へいではなく銀や銅の硬こう貨かを使っている。銅、銀、金の順で価値が上がるらしい。

　それと驚おどろいたことに、店にある時計は八時半を示していた。先さき程ほどまでは気がつかなかったが、日の傾かたむきを見るかぎり正確のようだ。

　つまり洋館の地下室で意識を失ってから十八時間ほど経っていることになる。

　やはりここは国外で、眠ねむらされている間に運ばれたのか。それとも別世界で、現実とは時間の流れが異なるのか。今すぐにでも真実を知りたいが、まさか彼女に「ここは本の中なの？」と訊きくわけにもいかないし。

　どちらにせよ、確かめるすべがない。さらに行く当てもない。

　当面そのことについては保留にし、彼女の手伝いを優先することにしたのだ。

　家に着いた僕ぼくたちは、ある程度のパンが出来次し第だいお店を開きたいというアリアの要望もあり早さつ速そくパン作りに取とり掛かかった。

　一通りの工程を大まかに教わり、あとは実じつ践せんしながら作っていく。中学二年の頃ころ、学校の職場体験でパン屋の仕事を経験していたこともあり、工程を理解するのに手間取ることはなかった。……が。

　────体力のほうが続くかどうか。

　生き地じを焼くだけの楽な仕事だと思っていたが、実際に体験してみるとこれがかなり大変なのだ。特に彼女のやり方は。

　大量に作る際は機械を使うのが一いつ般ぱん的てきらしいが、彼女にはこだわりがあるらしく、発はつ酵こう器きやオーブン以外は置いていない。一つ一つ生き地じの感かん触しよくを手のひらで感じながら作ると、愛情がこもり美お味いしく出来上がるそうな。

　僕ぼくはパン屋さんで焼き立てのものを購こう入にゆうすることは稀まれで、普ふ段だんはコンビニなどの菓か子しパンを食べる程度だ。だから味の良よし悪あしはよくわからない。

　長年パン作りをしてきた彼女が言うのだからその意見に間ま違ちがいはないのだろうが、機械に頼たよらない分、労力がかかる。見たところ従業員は一人もいないみたいだし、とても彼女一人では手が回らないだろう。事実、手が足りなくて僕ぼくに依い頼らいしてきた。

　人様のやり方に口を出すのは図々しいにも程ほどがある、と思ったが、心配のほうが上回り、作る量を限定したほうがいいのではないかと提案してみたところ。

「わたしのパンを待ってくれている人たちがいるから、その人たちのためにも可能なかぎりは作りたいかな」

「だけど一人でこの量は大変なんじゃ……」

「いつもはもうちょっと少なめだよ。今日は特別。テルマが手伝ってくれてるしね。……ごめんね、きつい仕事を手伝わせちゃって」

「ううん、僕ぼくなら全然大だい丈じよ夫うぶ。最後まで頑がん張ばるよ」

　そんなこんなで今。

　捏こねる。捏こねる。ひたすら捏こねる。それと比例するように荒あら々あらしくなっていく息いき遣づかい。思わず実力以上の返答をしてしまった数時間前の自分が恥はずかしい。ビフォーアフターで比べてみれば、僕ぼくの顔は一いち目もく瞭りよう然ぜんに憔しよう悴すいしていることだろう。事実、アリアから「休きゆう憩けいしようか？」と何度か心配されたし。

　しかし、一度言ってしまったことを撤てつ回かいするなんてそれこそ恥はじだ。口走った以上、最後までやり遂とげてみせる。……たぶん。

　僕ぼくが行う工程は、材料を手で混ぜたり捏こねたりして生き地じを仕上げることや、最終的なパンの形を整えたりすることなど。力を必要とする、直接パンに触ふれる工程をすべて引き受けた感じだ。他の工程、特に焼き加減などは熟練者でないとわからないため、そういった仕事をアリアにお任せした結果である。

　女の子に力仕事を押し付けるわけにもいかないので結局はこの分担になったのだが、手伝い以上の大変な仕事になってしまった。はたして僕ぼくの体力が最後まで持つかはなはだ怪あやしい。

　ボウルの中にある生き地じを捏こねながら、オーブンに入ったパンに視線を向けているアリアをちらりと見る。

　白の外がい套とうは店に帰ってきたときに脱ぬいで、ピンクのエプロン姿の彼女。衛生面を気き遣づかい、長い髪かみを一つに束ねている。その横顔はやはり日本人離ばなれしており、なんだか僕ぼくは外国でホームステイしているかのような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　僕ぼくの視線に気づいた彼女が、真しん剣けんな表情を緩ゆるめてニコッと笑い返してくる。僕ぼくは慌あわてて顔を逸そらす。思わず見み惚とれてしまっていた。恥はずかしい。

　僕ぼくには女子の友達や可か愛わいい幼おさな馴な染じみなんていない。唯ゆい一いつ身近にいる女子といえば妹くらいだが、アレは家族だし生意気だし。

　だからこんなにも間近にいると、へんに意識して照れるというか、ドキドキするというか。特にアリアは外見も性格もいいし。……挙動不ふ審しんにならないよう気をつけよう。

　しかし逆に考えてみれば、そんなことを思える余よ裕ゆうがあるほど現状に順応している自分が不思議だった。僕ぼくはあの花畑に放り出されてからずっと冷静だ。普ふ通つうであれば戸と惑まどい混乱するはずが、パン作りを手伝えるほど落ち着いている。

　それは唐とう突とつに様変わりした事態に思考が追いつかなかったというのもあるが、一番の理由はアリアと出会ったからだろう。本の挿さし絵えを見ているからか、なぜだか彼女のことが見知った人に思えてきて孤こ独どく感かんはなかった。加えて彼女は友好的に接してくれたし、こんな僕ぼくを頼たよってくれた。

　頼たのまれた仕事は忙いそがしくて大変だけど、誰だれかに必要とされることは嬉うれしかった。いつも補ほ充じゆう要員くらいにしか見られない自分が、ここまで感謝されることがとても。

　主人公とは到とう底てい呼べるものじゃないけど、今の状じよう況きようは僕ぼくの憧あこがれていた夢そのものだ。

　俄が然ぜんやる気が出てき────

「テルマテルマ！　ボウルからこぼれてる！」

「……え、ああっ！」

　どうやら気持ちと能力は比例しないらしい。すぐに謝あやまって片付ける。

　やっぱり僕ぼくは主人公の器うつわじゃないな。




　正午前。

　店頭に並べられるだけの個数に達したところで、『ヴィザージュスリアン』開店。

　僕ぼくは引き続き、パン作りに励はげむ。アリアはレジ担当だ。

　開店するまえに、少し早いお昼休きゆう憩けいとして、最初のほうに作った販はん売ばいできない不格好な形のパンをいただいたので体力は回復したが、ここからはアリアが担当していた工程もこなさなくてはならないのと、工こう房ぼうから出来上がったパンを運ぶ作業が足される。

　最初のうちは、アリアが会計をしながら先さき程ほどの工程を続けていたのだが、思っていた以上に客足が良く、そのたびに彼女は工こう房ぼうと店を行ったり来たりしていた。それを見み兼かねた僕ぼくが、またしてもかっこつけて全てを引き受けてしまったのだ。

　彼女の作業する様子を盗ぬすみ見みていたおかげでやり方については心配いらないが、発はつ酵こうや焼き加減など気を張っていなければならないので神経を使う。

　彼女は慌あわてなくてもゆっくりでいいよと言ってくれたが、楽しそうに会話をする彼女と客を見ていると、どんどん新しいのを作らなければ、という気持ちになる。

　店名どおり、店内には笑顔が満みち溢あふれていた。この素敵な表情を出来るだけ多くの人に届けたい。途と切ぎれさせたくない。そう思えてくるものがあった。

　それに小耳に挟はさんだことだが、昨日まで一ヶ月ほど店を閉めていたらしい。特別にいつもより多めに作るとはそういう意味だったようだ。

　幾いく人にんもの客がアリアに向かって励はげましの言葉を掛かけているあたり、何かあったのだろう。気にはなったが、彼女にとって良い話でないことだけは察せられたので、訊たずねることはしなかった。

　木製のトレイに焼きたてのパンを載せて店内に運ぶと、二人の小さなお客さんが来店していた。

　見分けがつかないほど瓜うり二ふたつの双ふた子ごの少女。仲良く手をつないでいる。

　年ねん齢れいは幼稚園年長ぐらいだろうか。サイドテールにした赤毛の髪かみに、ハートの柄がらが可か愛わいらしいお揃そろいのワンピースを着ている。

　二人は会計のところでアリアと楽しそうに話している。

　そのとき、片方の少女と目が合った。

　少女はつないでいる手を軽く引っ張ってもう片方の少女に僕ぼくの存在を教える。

　二人のまっすぐな視線を受けた僕ぼくは、すでに疲ひ弊へいしきっていた顔をスマイルに変えた。

「こんにちは」と声を掛かけると、少女たちはアリアのほうを向いて「「だれー？」」と僕ぼくを指さしながら訊きく。訊たずねられたアリアはにこっと笑みを浮かべ、僕ぼくに向かって手招きする。

　呼ばれるままに三人の元にいくと、アリアが紹しよう介かいしてくれた。

「ミルちゃん、エルちゃん。このお兄ちゃんはパン作りを手伝ってくれてるテルマお兄ちゃんだよ～」

「はじめまして。ミルちゃん、エルちゃん」

　二人は顔を見合わせたのち「「はじめましてー、テルマおにいちゃん」」と、ぺこりとお辞じ儀ぎする。その動作は呼応したように息ぴったりだった。自然と笑みがこぼれてしまうほど微ほほ笑えましすぎる光景だ。

　二人のことも紹しよう介かいしてもらったあとで、新しく老ろう夫ふう婦ふが来店してきた。

　ミルちゃんたちは思い出したというように「パンをとらなきゃ」「とらなきゃ」と言って、ちょこちょことした足取りで店の入口にあるトングとトレイを取りに向かった。

　僕ぼくはアリアのほうに向きなおる。

「可か愛わいいお客さんだね。二人はよく店に来るの？」

「うん、そうだよ。いつも二人一いつ緒しよにね」

　見てるだけで癒いやされるよね～とほっこりした様子のアリアに同感だった。

　そろそろ自分の作業に戻もどるため工こう房ぼうに行こうとした……が、パンを取ろうとしている二人の姿を見て踏ふみとどまる。

　作業を分担してトングとトレイを分けて持っているのはいいのだが、どこか危なっかしい手つきだ。上段のパンをつま先立ちになって取ろうとしている。

　他のお客さんもいることだし、アリアは会計にいたほうがいいだろう。僕ぼくは見かねて手伝いに行く。

「お兄ちゃんが取ろうか？　えーと……エルちゃん？」

「ミルだよー」「エルはこっちー」

「ご、ごめんね」

　間ま違ちがえてしまったことをすぐに謝あやまると、ミルちゃんは気にした様子もなく、「いいよー。おねがいします」と素す直なおにトングを渡わたしてくれた。

　つい先ほど紹しよう介かいしてもらったばかりだが、瓜うり二ふたつすぎて少し目を離はなすとどっちがどっちかわからなくなってしまう。一体アリアはどうやって判断しているのか。

　やがて二人の指示どおりに結構な量のパンをとっていき、会計へ。

　会計が終わったところで、先ほど疑問に思ったことを聞いてみる。

　アリアは二人のサイドテールを指さした。

「ほら、髪かみを結んでるリボン。黄色がお姉さんのミルちゃんで、青が妹のエルちゃん。やっぱり最初は見分けがつかないよね」

「へんなのー。ミルたちはこんなにもちがうのにねー」「ねー」

　双ふた子ごの少女は首をかしげる。やはり動作がシンクロしている。初対面では絶対にわからないな……。

　そのあと、二人は「「ばいばーい」」と手を振ふり、陽気に歌を口ずさみながらお店を出ていった。

　二人に元気を分けてもらったところで、さて仕事再開だと工こう房ぼうへ引き返そうとしたとき、新たなお客さんが来店してきた。

「わっ!?」

　僕ぼくは思わず驚おどろきの声を上げてしまう。

　なぜなら、そのお客さんの顔全体が仮面で覆おおわれていたからだ。

　長身瘦そう軀くの男性。顔が隠かくれているので年ねん齢れいを推測することは難しいが、ゆっくりとした動作や杖つえをついているところを見るかぎり、若者ではないだろう。

　そして不気味さを放つ、目と鼻と口の部分がくり抜ぬかれた感情のない木製の面。

　あまりの異様さに強ごう盗とうの類たぐいかと一いつ瞬しゆん警けい戒かいしてしまったが、物もの怖おじしていないアリアの様子を見るに、どうやら違ちがうみたいだ。仮面の男性はトレイとトングを手にとって会計にいるアリアの元へ持っていくと、パンの置かれた棚たなを指差して何事か訊たずねていた。気さくに話しているあたり知り合いっぽい。

　仮面の男性のことが少し気にはなったが、呼ばれてもいないのに会話に入るのは変だろう。それに僕ぼくにはまだまだ仕事があることだし。

　工こう房ぼうから新たなパンを運びに行ったときには、男性の姿はもう店から消えていた。

　それから慌あわただしく過ごしているうちに時間は経ち、夕方になった。店の入り口からオレンジ色の光が差し込んでいる。

　工こう房ぼうでの作業も終わり、店内に並べたパンの数もだいぶ減ってきた頃ころ、アッシュブラウンの髪かみの青年が来店してきた。

　青年は棚たなに余ったパンを見まわしたあと、トイレ休きゆう憩けいに行っているアリアの代わりに会計に立つ僕ぼくのところにやってきた。

「ちょっと訊ききたいことがあるんだけど、ミルクパンはもう売り切れてしまったのかい？」

「そうですね。申し訳ないですが……」

　この時間帯になると大体のパンは売り切れてしまっている。特にミルクパンは人気だったのか、開店して早い時間にはすでになかったように思う。

　青年は少し残念がりながらも、他のパンを選びはじめた。

「久しぶりに開店していると噂うわさを聞いてね。だけど来るのが遅おそかったみたいだ」

「すみません、ちょっと人手が足りないもので個数に限りがありまして……」

「いや、遅おそくなったオレが悪いんだから気にしないでくれ。残っているパンも美お味いしそうなものばかりだしね。これは君が作ったのかな？　それとも彼女？」

「ここに残っている分は僕ぼくが作りました。お口に合えばいいんですけど」

「そんなに心配しなくても、見た目もキレイだし、きっと美お味いしいと思うよ。それに前々から彼女一人じゃ大変そうだなと思っていたんだ。これからもぜひ彼女の力になってあげて」

　そう言って青年は、適当なパンをトングで摑つかみとり会計を済ませた。

　すでにやつれ気味の僕ぼくとは違ちがい、終始さわやかな人だった。




　そうこうしているうちに午後五時にはすべてのパンが売れ、閉店となった。

　店内と工こう房ぼうの細々とした片付けを終え、工こう房ぼうのテーブルに座すわって一息つく。

　アリアの作ってくれたココアを飲むと、ホッと安心するような温かさが体中に染しみ渡わたった。

「今日はお疲つかれさま、テルマ。おかげで無事に店を開くことができたよ。はいこれ。一応中身を確認してね」

　対面に座すわったアリアが布袋を渡わたしてくる。どうやらバイト代のようだ。正直なところ、お金に関しては眼中になかったが、貰もらえるのなら貰もらっておこう。無一文では何もできない。

「こちらこそお疲つかれさま、アリア。ありがたくいただきます」と受け取り、言われたとおり中身を確認すると。

「──って、こんなに!?」

　そこには想像していた倍以上のお金が入れられていた。銅貨数枚だと思っていたのに、銀貨が混じっていたのだからそりゃ驚おどろく。素しろ人うと同然の自分の働きには不ふ釣つり合あいだ。

　減額してもらおうとしたが、

「今日はいつにも増して繁はん盛じようしたからね。それにわたし自身ものすごく助かったし、それくらいは当たり前だよ」

　嬉き々きとした表情で先にそう言われてしまう。
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　とても断りづらい。仕方なく、お礼を言って素す直なおに受け取っておくことにした。

『…………』

　会話が途と切ぎれる。しばし、僕ぼくたちは無言だった。

　やがて先に口を開いたのは彼女だった。何やら気まずそうな感じで、テーブルの上のマグカップに視線を落としている。

「その、テルマは今日この仕事をしてみてどう思ったかな？」

　そう問われて、今日一日を振ふり返かえる。工こう房ぼうに入って彼女に一から手順を教わり、それを可能なかぎり真ま似ねして、ただひたすらパン作りに汗あせ水みず垂らす仕事。

「大変だった……かな。生き地じを捏こねるのは体力がいるし、他の工程にもつねに気にかけてないといけないから神経を使う。多くのお客さんが来店するから、作るスピードも要求される。製造と会計の両方を一人でしてたアリアが凄すごいと感じたよ」

　正直にそう言うと、アリアの顔色が曇くもった気がした。

「そ、そうだよね。やっぱり辛つらい仕事──」

「でもそれ以上にやりがいのある仕事だった。自分の作ったものを認めてもらえるのは嬉うれしいし、やっぱりお客さんが笑ってくれると頑がん張ばった甲か斐いがあるよね」

　ただのお金目的ではなく、それでいて一いつ生しよう懸けん命めいやろうと心から思うことのできる、僕ぼくの求めていた理想の仕事。

　突とつ出しゆつした才能なんて開花しなかったけど、傍はたから見ればがむしゃらでかっこ悪い姿だったかもしれないけど、それでも普ふ段だんでは味わえない充じゆう実じつ感かんが込み上げてきた。

　こんな心ここ地ちよい疲ひ労ろうを感じたのはいつ以来だろうか……と感かん慨がいに耽ふけっていると。

　突とつ然ぜん、アリアが椅い子すから立ち上がり、テーブルを回って僕ぼくの元まで来て、

「テルマがよければ、ぜひ、これからもお仕事をお手伝いしてくださいっ」

　僕ぼくの両手を強く握にぎり、その間、十センチというほど顔を近づけて懇こん願がんしてきた。ふわりとした甘あまい香かおりが鼻び孔こうをくすぐる。

　女の子にここまで急接近されたことのない陰いん気きキャラの僕ぼくは戸と惑まどい、胸が早はや鐘がねを打つ。

　思考力が低下し、自然と口から紡つむぎ出だされたのは「う、うん」という台詞せりふだった。

　アリアの顔がパァッと輝かがやく。

「ホントにっ！　……よかったぁ～」安あん堵どの息をつきながら、ゆっくりと僕ぼくから離はなれるアリア。

　唐とう突とつな出来事に僕ぼくはただ呆ぼう然ぜんとしていた。

　少ししてから脳が通常運転に戻もどり、自分が口走ったことを認にん識しきする。

　これはもしかせずとも労働契けい約やくを結んじゃった？　仕事自体はこちらからお願いするほど続けたいのだが、現状が現状だし、身動きが取れなくなるのは非常にまずい。

　しかしアリアはすごく喜んでいる様子だ。返事の撤てつ回かいは躊躇ためらわれる。僕ぼくに女の子を悲しませる度胸なんてない。

　必要だと言われて嬉うれしい反面、未来に対する一いち抹まつの不安が拭ぬぐいきれなかった。

　そんな僕ぼくの葛かつ藤とうをよそに、アリアは時計を見て声を上げた。

「わ、もうこんな時間！　ごめんね引きとめちゃって。そろそろ帰らないと家の人が心配しちゃうよね」

　その彼女の言葉で今いま更さらながら重大なことに気づく。

　一体僕ぼくはどこに帰ればいいんだ……？

　仕事の合間に、ここはどこか彼女に訊たずねてみたが、〝ふぇるてぇしあ〟という聞いたことのない名前の街だった。

　今一ピンとこない僕ぼくの反応を疑問に思ったのだろう、彼女は訊きき返かえしてきた。

『この街を知らないってことは、テルマは他の国から来たんだ。なんていう名前の？』

『日本っていうところなんだけど……』

『ニホン？　うーん聞いたことないなー。そんな名前の国があるんだね』

　そのあと、知らない国に興味を惹ひかれたらしい彼女に、日本に関する情報や地球に存在する他の国々の名前を教えてみたが、反応を窺うかがうかぎりすべて初耳だったようだ。日本語を喋しやべっているのに、日本のことを知らない。なんだかおかしな感じだ。しかし、演技をしているようには見えなかった。

　いろいろな点を考こう慮りよした結果、この世界が本の中だという突とつ拍ぴよ子うしのない考えを信じることにしたわけだけど。

　つまるところ、僕ぼくの帰る家はこの世界にはない。ザ・ホームレス。

　彼女の厚こう意いでお金は得たし、どこか宿を探すか。だけどここは未知の世界で何が起こるかもわからない以上、知らない土地を迂う闊かつに出歩くのは危険だし。どうしよう……。

　途と方ほうに暮れていると、アリアが遠えん慮りよがちに訊きいてくる。

「もしかして、帰るところがないとか？」

「……うん。今日この街に来たから泊とまる場所を探してるところかな」

　まさか知らないうちに連れてこられたとは言えない。誘ゆう拐かい事件などと勘かん違ちがいして大事にされても困る。いや実際事件レベルの怪かい現げん象しようだけど。

「それだったらここに泊とまる？」

「……え………………ここって、ここ？　アリアの家？」

　咄とつ嗟さの提案を理解するのに間が空く。訊きき返かえすと、アリアはなんでもないように首しゆ肯こうした。

「べつに気にしなくてもいいよ。住んでるのはわたしだけだし」

　それが一番の問題のような。知り合って間もない男女がひとつ屋根の下で生活するのは色々と問題だろう。女の子が一人で住む家に平然と泊とまれるほど、僕ぼくは大だい胆たんではない。

「やっぱり遠えん慮りよしておくよ。僕ぼくがいたら勝手悪いと思うし」

「ん？　そんなことないよ？」

「いやほら、僕ぼくは男だし、異性との共同生活はいろいろと不便があるといいますか……」

　ようやく彼女も気がついたのだろう、みるみるうちに頰ほおが紅潮していく。

「も、もちろん部屋はべつだよっ！　二階の自宅は一階と同じで広いからテルマが泊とまっても十分スペースに余よ裕ゆうがあるし着き替がえとかは全然問題なくて……」

　その必死に弁解する様が、最近読んだラブコメ小説のヒロインの様子と重なって見えて、なんだか可お笑かしくなる。たしか小説のほうは、家庭の事情により主人公が幼おさな馴な染じみヒロインの家に居い候そうろうする羽目になって悶もん着ちやくを起こしていたっけ。僕ぼくたちは言い合いほどには発展していないけど。

「だから何も問題ない……って、なに笑ってるの！　もしかしてからかったの？」

「ご、ごめん。からかったわけじゃないよ、ただ今のアリアの様子が知り合いに似てて、それを思い出したらつい」

　彼女はムーっと口をすぼめて不服を表したあと、気持ちを改めるように小さく咳せき払ばらいをした。

「と、とにかく！　なにも不便はありません、だから安心して泊とまってくださいっ」

「いやでも、やっぱり……」

「……パン屋の仕事は朝早いよ。テルマは唯ゆい一いつの従業員なんだから、遅ち刻こくされたらすーっごく困るな～。この家から一番近い宿屋まで結構な距きよ離りだけど、テルマは一秒たりとも遅おくれずに来られるんだ～？」

「うっ、それは……」

　ジト目を向けられて僕ぼくは怯ひるむ。道程を覚えるのは得意だが、早起きには自信がない。

　しばしの逡しゆん巡じゆんのあと、結局「……当分の間は部屋を貸してください」と頭を下げた。

　そう言うと、アリアはとびっきりの明るい笑顔で返事した。

「うんっ。よろしくねテルマ」




　彼女の家に寝ね泊とまりすることが決定したあと、二人で夕食の準備に取とり掛かかった。と言っても、僕ぼくには料理の知識はないので、食材を切る程度の簡単なことしかしていないけど。

　雑談を交わしながら夕食を終えた僕ぼくは、彼女の気き遣づかいで先にお風ふ呂ろをいただき、今は借りた部屋のベッドで横になっている。

　部屋の中は簡素だが、いつ誰だれが来ても寝ね泊とまりできるようにしていたようで、寝しん具ぐはもちろん歯ブラシやタオルなどの日用品まで揃そろっており、掃そう除じも行き届いていた。この世界にやってきてからまったくの手ぶら状態なので、とてもありがたい。

　タダで泊とめてもらうわけにもいかないので今日の給料を返そうとしたのだが、やんわりと断られてしまった。いざというときに無銭だったら困るでしょ、と言われては頷うなずくしかない。

　慣れない立ち仕事で足あし腰こしが痛い。なのですぐさまベッドに飛び込んだが、自分の家の物とは感かん触しよくが違ちがってなかなか眠ねむりにつけなかった。

　仰あお向むけに寝ねながら考える。

　あれやこれやしているうちに、一日が経ってしまった。もし現実と本の世界の時間の流れに相そう違いがなければ、今ごろ家族が心配していることだろう。下手すれば警察に捜そう索さく願ねがいを出しているかもしれない。

　このままこの世界に居続ければ、事はどんどん大事に発展していく。

　そう考えると頭の痛い話だが、あの地下室で本を読んで眠ねむってしまったのが午後二時半頃だった。そしてこちらの世界で目を覚ましたときは朝。つまり時間の流れが異なる可能性もゼロではない。こちらの時間の流れがゆっくりであることを祈いのろう。

　今考えるべきは元の世界に戻もどる方法だ。

　どこかに帰る道があるのか、それとも何か条件があるのか。

　睡すい魔まに襲おそわれる直前、微かすかに聞こえた霧きりヶが峰みねさんの言葉。

『ヒロインのハッピーエンドを目指せ』

　今のところヒロインに該がい当とうする者はアリアしかいない。本の冒頭に書かれていた少女の名前や外見の特とく徴ちようなども一いつ致ちしているし、彼女がこの世界のヒロインと見て間ま違ちがいないはずだ。アリアにとってのハッピーエンドを達成すれば元の世界に帰れるかもしれない。

　しかし、何をどうしたらハッピーエンドになるのかがわからない。

　パン作りに苦く慮りよしている様子だったし、おそらくそれに関係することだと思うが、なにをもってハッピーなのか。なにをもってエンドなのか。このまま日にちが経てば状じよう況きようが変わるのか。まだまだわからないことだらけだ。時とき任とうさんが言ったように口では説明が難しいのはよくわかったが、もう少し事前情報が欲しかった。

　なんにせよ、今は彼女のそばにいることが賢けん明めいなのは変わりない。明日になれば新たにわかることもあるだろう。

　窓から入る月明かりがやけに眩まぶしく、僕ぼくは顔まで毛布を被かぶった。




《二日目》

「テルマ～朝だよ～、起きて～」

　自分の名を呼ぶ声とともに優やさしく肩かたを揺ゆり動うごかされる。

　次し第だいに脳が夢から現うつつに切きり替かわる。ゆっくり瞼まぶたを上げると、ぼやけた視界が徐じよ々じよに鮮せん明めいさを取とり戻もどしていく。目の前には優やさしく微ほほ笑えむ少女の顔があった。

「おはよっ。……って、そんな驚おどろいた顔してどうしたの？」

「あ、いや。お、おはようアリア」

　一いつ瞬しゆん、この世界に来ていたことを忘れていた。てっきり妹が起こしに来たものと勘かん違ちがいし、目の前にいたのが金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少女で焦あせった。よく考えればアレならもっと横暴な方法で起こしにくるか。どうやら昨日の出来事は現実であり、ただの夢では終わらなかったようだ。

　ベッドから上半身を起こして欠伸あくびをひとつ。壁かべに掛かけてある時計を見ると、時刻は午前五時になろうとしていた。窓の外はまだ薄うす暗ぐらい。

「やっぱりここに泊とまってよかったね。今のまま寝ねてたら完全に遅ち刻こくしてたよ。もしかしてテルマって朝が弱いのかな？」

　職しよく業ぎよう柄がらか、身だしなみ完かん璧ぺきなあたり、彼女は相当な早起きらしい。

「まぁそうかな。時計のタイマーをセットしても無意識に止めて二に度ど寝ねするタイプ」

「そうなんだ。わたしは自然と同じ時間に目が覚めるタイプだよ。仕事が仕事だし習慣づいたのかな。テルマにも慣れてもらわないとね」

「……善処します」

「うんうん。ゆっくり慣れていこうっ。もうすぐ朝食ができるから、準備して来てね」

「うん、わかった」

　アリアはハツラツとした声で、「よっし、今日も一日がんばろーっ」と言い、冗じよう談だんめかして拳こぶしを振ふり上あげた。




　朝食をとりながら聞いたところによると、今日は午前中から店を開いて早めに店を閉める予定とのことだった。

　そのあとは街の店を回りたいそうだ。パン作りに必要な材料と、店内をもっと明るく賑にぎやかにするための装そう飾しよく品ひんを買いたいらしい。

　もちろん僕は了りよう承しようした。彼女の意見に反対する理由もないし、街の中は見ておきたかった。もしかしたら元の世界に帰る手立てが見つかるかもしれない。

　僕ぼくはセンスの欠かけ片らもないので品選びのほうはアリアに任せっきりになるだろうが、荷物持ちぐらいは役立つだろう。

　と、思っていたのだが。

「──だいじょうぶテルマ？　無理なら家で休んでてもいいんだよ？」

「へ、平気だよ。街の中も見て回りたいしね」

　男が弱音を吐はくのは情けないので気き丈じように振ふる舞まう。

　少し早めの店じまいを終えた、午後三時すぎ。

　僕ぼくたちは家を出て、まずはパンの材料を買いに、アリアの行きつけの店へと歩を進めていた。

　昨日と変わらず慣れない重労働で、僕ぼくの足あし腰こしは悲鳴を上げている。平然と隣となりを歩いているアリアが不思議に思えた。まったく慣れとはおそろしいものだ。

　ポニーテールにした長ちよう髪はつを揺ゆらしながら歩いていたアリアが訊たずねてくる。

「どう？　街の中を歩いた感想は？　テルマにしてみれば珍めずらしい街並みなんじゃないかな」

　その言葉に、辺りを見回す。

　中世ヨーロッパ風の街並み。鋭えい角かくの屋根をした家屋が所ところ狭せましと並び、その間に縦じゆう横おう無む尽じんに延びる路地にはタイルが敷しき詰つめられている。ボランティアでもいるのか、道には塵ちり一つ落ちていない。

　とても素す敵てきな景観だ。ウチの家族は海外旅行に行くようなセレブでもなければ、アクティブなわけでもないので、いつもテレビの中でしか見られなかったが、実際に目まの当あたりにすると圧あつ倒とうされる。

「うん、初めて見る景色だよ。とても穏おだやかないいところだね」

「わたしも生まれは別のところなんだけど、この街にやってきた時はそう感じたな～。なんだか時間の流れがゆっくりに感じるよね。余よ所そに比べれば、すごく小さなところだけど、わたしはこの街が好きなんだ」

　街中には視界の開けた広場があり、その中心では噴ふん水すいが勢いよく水みず飛沫しぶきを上げている。

　歩いていると、ふと、すぐ右手に掲けい示じ板ばんがあるのを発見した。

　なんとなしに覗のぞく。街の見取り図や仕事案内、お店の広告、ペットの里親探し、と実に様々な種類の張り紙があった。

　その中でも目に留まったのは。

「手配書かぁ」

　日付を見るかぎりひと月前の事件らしい。自宅に忍しのび込こみ、男性二人を殺害。凶きよ器うきは発見されていないが、被ひ害がい者しやの致ち命めい傷しようから鋭えい利りな刃は物ものであると断定。容疑者は今もなお逃とう走そう中ちゆう。人相書きはなく、身体的特とく徴ちようも書かれていなかった。

「──ああ、いま巷ちまたを騒さわがせてる少女誘ゆう拐かい犯はんだね。犯行が計画的で上手く身元を隠かくしてるから警察もなかなか捕つかまえられないそうだよ」

　僕ぼくの視線を辿たどったらしく、アリアが教えてくれる。

　被ひ害がい者しやは男性なのになぜ少女誘ゆう拐かい犯はんなのか。最初はそう疑問に思ったが、アリアによれば、同一犯と思われる人物が過去に複数の罪を犯おかしてるようで、その被ひ害がい者しやがすべて少女だったらしい。

　こんな長閑のどかな街でも悪人はいるものなんだな、とどこか遠い世界の話に感じていると。

「アリア？」

　彼女はまだ手配書に視線を向けていた。

　どこか悲しげな眼まな差ざしで、横顔は物もの憂うさに彩いろどられている。胸のまえで固く力を入れたように握にぎられた右手の拳こぶしが、少し震ふるえていた。

　どうしたのだろうか。何か気がかりなことでもあったのか。

「あ、ごめん。なにか言ったかな？」

「いや、思おもい詰つめたような顔で見つめてたからどうしたのかなって」

「ううん、ただ見てただけだよ。次の被ひ害がい者しやが出ないうちに早く捕つかまるといいなーって思ってただけ」

　ようやく手配書から目を離はなすと、日が暮れないうちに用事を済ませなきゃね、と言って彼女は歩みを再開させた。

　なんかはぐらかされたようで釈しやく然ぜんとしなかった。




　アリアがお店から出てくるのを待つ間、僕ぼくは魔ま訶か不ふ思し議ぎな光景に目を奪うばわれていた。

　道の先の風景が、まるで水すい彩さい画がのようにぼやけている。しかし道を往来する人々は気にすることなく、その中に溶とけ込こむように入っていく。

　一体アレはなんなのか。ここ十分ほど、僕ぼくは正体不明の怪かい現げん象しように頭を悩なやませていた。

　パンの材料を扱っている店はわりと近かった。今ごろアリアは中でお店の人と交こう渉しようという名の雑談に興じているだろう。

　僕ぼくは外で待機することにした。見知らぬ人間がいたら向こうも勝手が悪いだろうし、あれこれ訊きかれても返事に困る。

　それにあんなものを発見しては、とても会話などに集中できない。

　先さき程ほど、おそるおそる近づき、指先で触ふれてみたが、水面に指を突っ込んだときのように波は紋もんが広がるだけで別段なにも起こらなかった。元の世界に戻もどるためのヒントがあるかもしれないと思い、勇気を振ふり絞しぼり飛び込んでみると、進んだはずなのになぜか元の場所に戻もどされた。何回か試ためしてみたが、すべて同様の結果に終わった。

　記き憶おくにはない、未知の現象。本の中という可能性がまた一段と強くなった。

　一体アレは何のためにあるのか。謎なぞを解き明かそうとする名めい探たん偵ていのようにう～むと唸うなっていると、店のドアが開いてアリアが出てきた。

「お待たせー……って、どうしたの難しい顔して？」

「おかえり。話はどうだった？」

「うん。再開することを話したらすごく喜んでくれた。材料のほうは量が量だから配達してもらうことになったよ。それで、なにを見てたの？」

「ああいや、アレは何かなと思って」

「ん？　アレって？」

「ほらすぐ目の前のぼやけたところ」

　僕ぼくが指差したほうをアリアは矯ためつ眇すがめつ見続ける。が、返ってきた反応は困ったように首を傾かしげる仕草だった。完全に頭の上にクエスチョンマークが出ている。

　僕ぼくの目がおかしいのか。だが不ふ明めい瞭りようなのはそこの部分だけで、他のところは普ふ通つうだ。やはり空間自体が歪ゆがんでいるとしか思えない。

　僕ぼくにしか見えない。アリアには見えない。つまり、今の僕ぼくは見えないものを見えると主張している頭のおかしな人間……。

「ごめん、僕ぼくの見み間ま違ちがいだったみたい。ちょっと目が霞かすんでて……」

「ホントにだいじょうぶ？　やっぱり家で休んでたほうがいいんじゃ……」

「だいじょぶだいじょぶ！　それよりも他の用事を済ませよう！」

　あの現象については気になるけど、深追いしすぎて変人と思われるのは嫌いやだ。この世界での唯ゆい一いつの知人を失うのは非常にまずい。

「おや？　二人してこんなところで何をやっているんだい？」

　背後から聞こえた声に振ふり返かえると、そこに立っていたのは昨日僕ぼくに声を掛かけてきたアッシュブラウンの髪かみの青年だった。帽ぼう子しの下の顔は変わらずにこやかで清すが々すがしい。

　すぐにアリアが挨あい拶さつした。

「こんにちは、ソレンスさん。今日はパンの材料の注文とお店の装そう飾しよく品ひんを買いに来たんです」

　青年──ソレンスさんは「え、今日はもう店を閉めてしまったのかい!?」と驚おどろき、残念さを表すように額に手を当てる。

「今日こそは早めに行こうと思ってたんだけどなぁ。明日は用事があるし、明後日あさつてにはこの街を出ていく予定だし……」

　そう言って、はぁ～とため息をつく。どんだけミルクパンが食べたいのか。

　すると彼の言葉に、アリアは身を乗り出すほど驚おどろいた様子を見せる。

「この街を出ていくってどういうことですか!?」

「ああ、仕事関係でね。あくまで予定だけど。だから最後にアリアちゃんのところのパンを食べたかったんだけど、こればかりは仕方ないね」

　悲しげに苦笑いする彼を見てどう思ったのか、アリアはしばし考える素そ振ぶりを見せたあと提案した。

「明日のお店が終わったあとでよければ、お家うちまでお届けしますよ」

　するとソレンスさんは露ろ骨こつに喜ぶ。

「本当かい！　ぜひお願いしてもいいかな？」

「はい、もちろん。これまでご贔ひい屓きにしていただいたせめてものお礼です」

「とても助かるよ。じゃあお言葉に甘あまえさせてもらうね」

「はい。店じまいは午後の五時くらいですので、それ以降にお届けします」

　ソレンスさんは頷うなずき、「じゃあ用事があるからオレはこの辺で」と去っていこうとしたところでいったん立ち止まり、僕ぼくに近付いてきた。

「デートの邪じや魔まをして悪かったね」そう耳元で囁ささやき、ニコリと笑みを浮かべながら僕ぼくの肩かたをポンっと叩たたいて行ってしまった。

　首をかしげるアリアから、僕ぼくは顔を背そむける。

　ここまでそんなことを一つとして考えなかったが、他人からは僕ぼくたちはそういうふうに見えるのか。実際はオーナーと従業員という面おも白しろみのない関係だが、へんに意識すると気き恥はずかしくなってくる。

　すこしの間、アリアの顔が見られなかった。

　その後、いくつか雑貨屋を巡めぐった僕ぼくたちは、意見を交わしながらパン屋に合う飾かざりを選んでいった。仕事の一いつ環かんではあったが、普ふ段だんこんなふうに他人の女の子と店々を回る機会のない僕ぼくにとっては新しん鮮せんで、とても有意義な時間だった。

　気がつけば雑貨屋にある時計は午後五時を回っていた。急いで家に戻もどり、購入した観葉植物やジャム瓶びん、ティーポットなどを壁かべに飾かざったり棚たなに展示したりと華はなやかな雰ふん囲い気きに店内を作り上げていった。

　明日のお客さんの反応を楽しみにしている自分が、なんだかおかしかった。




　先さき程ほどから就しゆう寝しんするためにベッドに寝ね転ころがっているが、やっぱり眠ねむ気けがやってくるのには時間が掛かかりそうだ。こんなにも疲つかれているのに不思議なものだ。

　何事もなく今日も一日が終わる。街の中を歩き回ったが、結局あの不可解な現象を見つけただけで帰る手がかりは摑つかめなかった。

　現実世界では、僕ぼくが消えてから二日経っている。もし時間の流れが同じなら確実に警察沙ざ汰たになっていることだろう。まったく、ため息しかでない。

　僕ぼくは大だい丈じよ夫うぶだから、頼たのむから大事にしないでくれ～。

　僕ぼくの家族はエスパーではないので伝わるはずもないが、そう願わずにはいられなかった。

　そんなふうに考え事をしているとき、コンコンっと控ひかえめに部屋のドアを叩たたく音とともに、アリアの声が聞こえてきた。

「テルマ、起きてるかな？」

　上体を起こし、ベッドの縁ふちに腰こし掛かけてヘッドボードにあるスタンドライトをつけた。

　置き時計を見ると０時を過ぎていた。こんな夜中になにか用事だろうか。

「起きてるよ。どうぞ」

　返答すると、彼女はひょこっとドアから顔を覗のぞかせる。

「ちょっと眠ねむれないから、少しお話ししたいなと思って……迷めい惑わくかな？」

「ううん。僕ぼくもちょうど寝ね付つけなくて暇ひましてたところだから大だい丈じよ夫うぶだよ」

　アリアは相そう好ごうを崩くずすと、部屋に入って僕ぼくのすぐ左ひだり隣どなりに座すわった。

　──ち、近い。肩かたと肩かたが密着しそうなほど近い。シャンプーのいい香かおりが漂ただよってきて内心ドギマギしはじめる。このムードから思考を逸そらすためにも、会話に入る。

「そ、それで話ってなにかな？」

　するとアリアは、昼間と同じ眠ねむ気けゼロのぱっちりとした目を瞬またたいた。

「あ、話の内容は考えてなかったよ。んーなにを話そうかなぁ。テルマはなにか話題あるかな？」

　考えてもないのに僕ぼくの部屋を訪たずねてきたのか。案外、天然なところもあるようだ。

　話題か……本当ならこの世界について色々と教えてもらいたいが、たぶん聞いても理解できないだろうし、ここは素そ朴ぼくな疑問にしよう。

「それじゃあ質問なんだけど、どうしてアリアはパン屋を経営しようと思ったの？」

　彼女は過去を思い出すように、あごに人差し指をつけた。

「んーっとね。どうすればみんなを笑顔にすることが出来るのか考えた結果かな」

「笑顔かぁ」

　店名にも使われているし、アリアにとって何か思い入れのある言葉なのだろうか。

　気になり、続けて訊たずねると。

「わたしは教会育ちなんだ。神父様はとっても優やさしい人で、身寄りのなかったわたしや、親から捨てられたり虐ぎやく待たいされたりした子を無む償しようで引き取ってくれた。だから教会にはたくさんの子どもたちがいてね、神父様だけじゃ手が足りないから、その頃ころ年長者だったわたしがお世話をしてたの」

　そういえば生まれはべつのところと言っていたか。一人で家に住んでいるのもそういうことが理由だったわけだ。

「はじめて教会を訪おとずれた子たちはみんな表情が暗くて、どうしたら笑ってくれるだろうってがむしゃらに色んなことをしたなぁ。そうしてやっと子どもたちの笑顔を引き出すことができて……」

　うっとりとしたような慈じ愛あいのこもった表情で語る。

「すごく眩まぶしかったんだ。こんなにも輝かがやかしい表情を隠かくしてたのかって驚おどろいたよ。そんなこともあったからかな、人の笑顔が好きになったのは」

「そうだったんだね」

　家族がいるのは当たり前の僕ぼくには、彼らの気持ちはわからない。痛みがわからない。

　だけど、子どもたちにとって、彼女がいかに大きな存在だったのかはわかる。

　小さい頃ころからアリアはアリアのようだ。

　彼女は話を戻もどした。

「それでね。はじめは何をするか悩なやんだんだけど、最終的に小さい頃ころ神父様から習ってたパン作りがいいなって思ったの。それで店を開くならこの街がいいって元から考えていたから、この街に移り住んでお金を貯ためて、やっと一年前に開業することができたんだ」

　歳は僕ぼくとほとんど変わらなさそうなのに、なんというかすごい実行力だ。

「でも当然、トントン拍びよ子うしに事が運ぶはずもなく、最初のうちは不格好な形のパンばかりが店の棚たなに並んだよ。あのときは自分にパン作りの才能がなくてすごく落ち込んだなぁ」

　もうホントにやめちゃいたいくらいひどかったよ～、と彼女は苦笑いしながらそう言う。

「それでも続けたんだね」

「うん。ある日、来店してきたお客さんが言ってくれたの。いつも美お味いしいパンをありがとうって。それこそ、とても素す敵てきな笑顔で」

　アリアはその時の情景を思い出したのか、優やさしく微ほほ笑えむ。

「その言葉と表情に救われた。自分がやってきたことは無む駄だじゃなかったんだって。だったら次はもっと多くの人に言ってもらえるように一いつ生しよう懸けん命めいがんばろうって。そう思えてきたんだ」

　その過去の思いが噓うそではないのは、彼女の穏おだやかな表情を見ていれば分かった。

　きっと僕ぼくが考える以上に苦く悩のうしていた過去の彼女にとっては、人生観を変えるほどの一言だったのだろう。純じゆん粋すいで思いやりのある彼女だからこそ、自然と人が集まり、手を差さし伸のべてくれる。

　僕ぼくは手元に視線を落とした。

「……やっぱりアリアはすごいよ。あんなにみんなから慕したわれてて、行動力もある……僕ぼくとは大おお違ちがいだ」

　僕ぼくはいつも独りだ。視界に映るのは幾いく人にんかの生徒が楽しそうに談だん笑しようする風景。輪の中に入ることはできずに、遠くから眺ながめていることしかしない惨みじめな自分。いつの日かその状じよう況きようを変えようという意志さえ消えてしまった。

「そんなことないよ。一人の力じゃない。みんなが支えてくれるからわたしは頑がん張ばれる。そこにはもちろんテルマだって入ってる。みんなの明るい表情を取とり戻もどしたのは他でもない君なんだよ」

「僕ぼくが？」

「そうだよ。だってテルマがいなかったら今ごろお店は開いてなかったもん。君が、見ず知らずのわたしを手伝ってくれたからこそ、またみんなに笑顔を届けることができたんだよ」

　だけど、その場所にいるのは僕ぼくでなくてもよかったはずだ。もっと他に適任の人はいる。僕ぼくがここにいるのはただの偶ぐう然ぜんでしかない────

　卑ひ屈くつな思考はそこで途と絶だえた。

　なぜなら、アリアが僕ぼくの左手に自分の両手を重ねてきたから。

　彼女の熱が直じかに伝わってきて、僕ぼくは動どう揺ようする。

「えーっと、アリア？」

「わたしはね、手伝ってくれたのが君でよかったって思ってるよ。他の誰だれでもない、君で」

　弱い心を見み透すかすように、まっすぐな瞳ひとみを向けてくる。至近距きよ離りで見る彼女の顔は、やはり日本人離ばなれしており、まるで精せい巧こうに作られた人形のようにとても美しかった。

　照てれ隠かくしに言葉を紡つむぐ。

「だ、だけど僕ぼくには何の取とり柄えもないよ」

「まぁたしかにテルマは不器用でおっちょこちょいだよね」

　あ、それは肯こう定ていするんだ……。

「でもそれはわたしだって他の人たちだって、みんな同じことだよ。他の人がすごく見えるのは、自分のことを下に思ってるからだと思うな。そんなに自分を卑ひ下げしちゃダメだよ。テルマにはテルマしかない良さがちゃんとあるんだから。すぐ隣となりで見ていたわたしが保証する」

　そしてアリアは明めい瞭りような声こわ音ねで言う。




「君はとっても頑がん張ばり屋やさんの、素す敵てきなわたしの友達だよ」




「────」

　その言葉は僕ぼくの分厚い心の氷ひよう壁へきを溶とかしてくれるように、温ぬくもりに溢あふれていた。

　僕ぼくは主人公になりたかった。天てん賦ぷの才で周囲の人から信しん頼らいと期待を抱いだかれる人間に。

　だけど、それは違ちがっていた。僕ぼくは自分でも気づかないうちに、自分の思いを捻ねじ曲まげていた。

　すべてを諦てい観かんし、変わる努力を放ほう棄きして、他人を羨うらやむばかりで漫まん然ぜんと時を過ごしていた。

　昨日と今日、アリアと共に働いて気づいた。あの心ここ地ちよい疲つかれを通して。

　僕ぼくはただ、自分を肯こう定ていしてくれる友が欲しかっただけなんだ。同じ気持ちを共有できる友が隣となりにいてほしかっただけなんだ。

「……ありがとうアリア。そう言ってくれて少し気持ちが軽くなったよ。……そうだよね、自分自身を信じられなくなったら前に進めないよね」

　僕ぼくは才能のない人間だ。それは確かなことで、事実、勉強でもスポーツでも誰だれかの注目の的になるような功績を残したことはない。その事実に縛しばられるあまり、心は停てい滞たいし、前進する意欲を失っていた。

　いつまでも変わらないはずだ。自らを貶けなし、希望を捨てていたのだから。

　いつか自分自身で気づくことができればいいな。僕ぼくらしさに。

　アリアはうんうんと頷うなずく。

「そうだよ～。テルマは男の子なんだからドンッと構えて生きていかなくちゃ。まぁ自信ありすぎて高こう慢まんになってもいけないけどね」

　彼女の笑みにつられて、僕ぼくも笑った。

　ひととき、僕ぼくたちは他愛のない話に花を咲かせていた。

　時刻が深夜の一時を過ぎたあたりで、アリアは腰こしを上げる。

「ごめんね。こんな遅おそくに話しに付き合ってもらって」

「ううん。アリアのおかげで今日は熟じゆく睡すいできそうだよ」

「そう、ならよかった。もし困ってることがあったら遠えん慮りよせずに言ってね。わたしでよければ力になるから」

　おやすみと言って、アリアは部屋を出ていった。

　それを確認したあと、僕ぼくはベッドに横になり、目を閉じる。

　僕ぼくは噓うそつきだ。彼女との会話が鮮せん明めいによみがえり、頭がこれ以上ないほど冴さえてなかなか寝ね付つけない。

　しかし、不快感はなかった。




《三日目》

　早朝。世界がその形を変えることはなかった。

　目覚まし時計の音で起きた僕ぼくの目には、昨日と何一つも変化のない部屋の様相が映った。

　少しして、ノックのあと部屋のドアが開けられる。

「おはようテルマ。今日はちゃんと起きられたみたいだね」

　変わることのない笑顔の彼女がそこにいた。




　朝食を手早くとったあと、一階の工こう房ぼうに行って仕事を始める。

　三日目ともなると段取りが体に染しみついており、いつもより多くのパンを作ることができた。

　正午前『ヴィザージュスリアン』開店。

　昨日頑がん張ばって飾かざり付つけをした甲か斐いあって、来店するお客さんたちの反応は上々だった。

　お客さんたちの笑え顔がおは輝かがやいていて、見ているこちらもやる気が出てくる。アリアの気持ちがわかったような気がした。

　午後五時にはめでたく完売した。

　店を閉めたあと、ソレンスさんに届けるパンを用意すると──。

「じゃあ、わたしはソレンスさんの家に行ってくるね」

　アリアは白の外がい套とうを羽織り、籐とうかごを腕うでに提さげて工こう房ぼうから出ていこうとする。

「僕ぼくも行こうか？」

「店を出てすぐ裏手の通りだからだいじょうぶだよ。テルマは後片付けを頼たのめるかな？」

　僕ぼくが頷うなずくと、アリアは微ほほ笑えみ、出かけていった。

　────それから一時間ほどが経った。

「アリア遅おそいなぁ」

　店内の時計は七時を示している。後片付けを終え、工こう房ぼうのテーブルに座すわって待っているが一向に帰ってくる気配がない。

　ただ待っているだけは退たい屈くつなので夕食でも作っておこうかとも思ったが、勝手に材料や調理器具を使うわけにもいかないし、よく考えてみれば僕ぼくの料理スキルでは大したものは作れない。

　一体どうしたのかな……？

　こんなに遅おそいと心配になってくる。それとも僕ぼくの杞き憂ゆうで、ただ雑談に花を咲かせているだけだろうか。今ごろ二人で仲なか睦むつまじく談だん笑しようして……。

　昨日、街中でソレンスさんと会ったときの様子が頭に浮かんできた。

　仲良く話す二人。彼がこの街を出ていくと言ったとき、すごく驚おどろいていたアリア。

　もしかして、アリアはソレンスさんのことが好きなのだろうか。ソレンスさんイケメンだし。

　なぜだか胸のうちに少しもやもやとした感情が募つのる。

「……すこし気にもなるし、ちょっとだけ様子を見に行こうかな」

　お邪じや魔まな雰ふん囲い気きだったらすぐに帰ればいいわけだし。そうだ、僕ぼくはただ心配で見に行くだけなのだ。なにもへんなことじゃない。

　心の中で言い訳をしながら、椅い子すから立ち上がった。

　店を出たあと、小こ路みちを通って裏通りに行き、ソレンスさんの家を探す。

　一いつ軒けん一いつ軒けん、順番にネームプレートを確認していき、十じゆ二うに軒けん目めで彼の名前を発見する。他の家と同様、クリーム色をした外観の平屋だ。

　玄げん関かんに付けられたノッカーでドアを軽く叩たたく。

　しばし待つが反応はない。インターホンほどの音量はないし、気づいていないのだろうか。

　今度は少し強く叩たたき、同時に「すみません！」と声を上げる。

　しかし、結果は同じだった。

　もしかして二人ともどこかに出で掛かけてるのかな、と思い、鍵かぎが掛かかっているか確かめると。

「あれ？　開いてる……」

　まさか鍵かぎの掛かけ忘わすれはないだろう。傾かたむけたドアから覗のぞくと、廊ろう下かの電気がついている。つまり家の中にはいるようだ。

　もう一度、中に向かって呼びかけたが、沈ちん黙もくは変わらない。

　さすがに変だなと思い、「お、お邪じや魔ましますー」と小声で断りを入れてから、家の中に足を踏ふみ入いれた。

　玄げん関かんから延びる廊ろう下かを歩き、突き当たりの部屋のドアをゆっくりと引き開ける。

「────え？」

　その光景を目まの当あたりにした瞬しゆん間かん、頭が真っ白になった。

　次し第だいに脳がその状じよう況きようを理解しはじめると、呼吸が苦しくなるほどの動どう悸きが表れた。

　手足が小刻みに震ふるえる。思わず胸を押おさえて、開けたドアにもたれ掛かかった。

　僕ぼくの目に飛び込んできたのは、荒あれた室内だ。机や椅い子すなどの家具は横よこ倒だおしになっており、その上に置いてあったと思われる本や筆記用具、食器などの調度品の類たぐいが床ゆかにばらまかれていた。

　そして、床ゆかに広がる真っ赤な液体。

　それを辿たどっていった先に転がる、二つの体。

　正常に働いた脳が、僕ぼくにその光景の示す事実を突きつける。

　大量の血を流して倒たおれているのは────アリアとソレンスさんだと。

　二人ともうつ伏ぶせになって、まるで糸の切れた操あやつり人形のようにぴくりとも動かない。

　二人とも殺されたのは明白だった。

　なぜなら、アリアのすぐ隣となりで片かた膝ひざをつきながら彼女を見下ろす〝男〟がいたから。

　顔全体が、目と鼻と口の部分がくり抜ぬかれた無感情の木製の仮面で覆おおわれている。両手に着用している礼装用の手て袋ぶくろは、血を吸収して真っ赤に染まっていた。

　架か空くうの話でしか見たことのない殺害現場と殺人犯に戦せん慄りつし、自然と足が後退しはじめる。

　すると突とつ如じよ、仮面の男がこちらを振ふり向むいた。

「そこにいるのは誰だれだ!?」

　詰きつ問もんするような嗄かれた低音の声が部屋中に響ひびきわたる。

　仮面の男は素す早ばやく立ち上がってこちらに向かってこようとしていた。

　その瞬しゆん間かんには、僕ぼくは「うわぁっ！」と大声を張り上げて玄げん関かんに向かっていた。

「待てっ！」という恫どう喝かつにも似た声が背に浴びせられる。とても背後を見る余よ裕ゆうと勇気はない。すぐ真後ろに追ってきているような気がして生きた心ここ地ちがしなかった。

　もつれる足を必死に動かして玄げん関かんを飛び出し、通りを闇やみ雲くもに走る。

　頭はこれ以上ないほど混乱を極きわめていた。

　逃にげないと殺されるっ！　そのことだけが頭の中を支配していた。




　どこにあるかもわからない橋の上を走っている最中。

　兆候なく激しい頭痛が起こり、僕ぼくはその場に立ち止まった。一定のリズムを刻む鼓こ動どうのように、ズキンッとした衝しよう撃げきがこめかみの辺りを走る。

「はぁ……はぁ……っ」

　気分が悪い。くらくらする。欄らん干かんに体重を預けて荒あらい呼吸を静めようとするが、症しよう状じようはその強さを増していく。

　次し第だいに意識が遠とお退のいていき、僕ぼくの視界は暗くら闇やみの中に吞のまれていった。














三章　踏ふみ出だすための覚かく悟ご









　空を浮ふ遊ゆうする雲の上に寝ね転ころんだような、ふかふかと柔やわらかい感かん触しよくが体に伝わってくる。

　ゆっくり目を開ける。瞳ひとみに映る、どこかの王室にありそうな豪ごう奢しやな白の天てん蓋がいに、目いっぱい両手両足を伸のばしても外にはみ出すことのないほど大きなベッド。

　僕ぼくは寝ねていたのか……とまだ夢ゆめ見み心ごこ地ちの頭で考えながらも、なんとなく顔だけ左に動かしてみる。

　すると、天てん蓋がいの薄うすいカーテン越ごしに誰だれかがいるのがわかった。

　背中を覆おおい隠かくすほど長い黒くろ髪かみに、すらりとした体たい軀く。椅い子すに座すわって本を読んでいる。

　その人は僕ぼくが起きていることに気づいたようで、ゴミを捨てるかのように読んでいた本をポイッと背後に投げ出し、カーテンを開けた。

「やあ、気分はどうかなテルマ君？」

「霧きりヶが峰みねさん……」

　色いろ違ちがいの綺き麗れいな双そう眸ぼうで僕ぼくの顔を覗のぞいてくるのは、洋館の主あるじだった。

　霧きりヶが峰みねさんの顔を見た途と端たん、不思議と眠ねむ気けが吹っ飛び、まともな思考ができるようになった。雇やとい主ぬしという絶対的な存在に僕ぼくの小心さが反応した結果か。

　すぐに上体を起こして、辺りを見回す。華か美びな装そう飾しよく品ひんが取とり揃そろえられた部屋。記き憶おくにない場所だ。客室だろうか。

「僕ぼくはなんでベッドで寝ねていたんだっけ……」と考えはじめたところで、脳内に、ある光景がフラッシュバックした。

　血だまりに沈しずむ少女と青年。声を荒あららげて追いかけてくる仮面の男。

　呼吸が苦しくなる。わけのわからない焦しよう燥そうに駆かられる。見えない何かに引っ張られるように勢いよくベッドから降りようとした。

　しかし、ベッドから片足を出したところで。

「えいっ」

「イタァっ！」

　突とつ如じよ、霧きりヶが峰みねさんの中指が僕ぼくの額を襲おそった。デコピンだった。しかも超ちよう強力な。

　脳天が揺ゆれる。軽く眩暈めまいがして気分が悪くなった。

　痛覚が刺し激げきされたことで、膨ふくれ上あがる焦あせりが次し第だいに消え失せていく。

　霧きりヶが峰みねさんは肩かたをすくめた。

「落ち着きたまえ。すでにバッドエンドを迎むかえてしまった以上、慌あわてたところで無意味だ」

　ひりひりと痛むおでこを擦こすりながら、僕ぼくは訊たずねる。

「どういう意味ですか？　それにやっぱりあれは本の中の世界だったんですか？」

「ほう、気づいていたのか。君は優ゆう秀しゆうそうな外見をしていないのに優ゆう秀しゆうだな」

　それは褒ほめてるんですか、貶けなしてるんですか……ちょくちょく言動に刺とげがあるなこの人。

　霧きりヶが峰みねさんは椅い子すから立ち上がった。

「質問は多々あるだろうが、それに関しての説明は場所を移してからにしよう。何かつまむものがないと疲つかれる」

　気持ちに整理がついたら私の部屋まで来たまえ。場所は外で待機している時とき任とうに訊きけ。そう言い残し、部屋から去っていった。

　僕ぼくは息をつく。

　乱暴なやり方だが、おかげで幾いくらか冷静になれた。もしかして僕ぼくが意識を失っている間、ずっと傍そばにいてくれたのだろうか。外見や口調から厳しい印象を感じていたが、案外優やさしいところもあるようだ。……まぁたぶん、本を読むついでではあると思うけど。

　あの世界が本の中であると霧きりヶが峰みねさんは肯こう定ていした。そしてバッドエンドを迎むかえたと言った。

　それは具体的にどういうことを意味するのか。僕ぼくはあの世界でどうすればよかったのか。

　様々な疑問が波となって胸のうちに押おし寄よせてくるが、今は考えないでおくことにした。説明を聞かなければ答えは出ないし、あの光景を深く思い出すと心が乱れる。

　それよりも出来ることからしよう。洋館を訪おとずれてすでに三日が経過している。早く家族に連れん絡らくを入れないと状じよう況きようはどんどん悪化していくだろう。

　腕うで時ど計けいを見ると、なぜか三日前の日付が表示されていた。

　あれ、壊こわれていたっけ？　と思い、部屋の中にべつの時計がないか探す。

　すると窓まど際ぎわの棚たなの上に、日付つきのデジタル時計が置いてあるのを発見した。

　ベッドから降りて確かく認にんする。

「あったあった。えーと今はちょうど十五時で日付は………………え……」

　そこに表示されていたのは、僕ぼくが洋館を訪たずねた日と変わらない数字だった。




　部屋を出ると、霧きりヶが峰みねさんの言葉どおり時とき任とうさんが待っていた。

　彼が言葉をかけてくるまえに、僕ぼくは質問した。

　今日は何月の何日かと。

　時とき任とうさんの答えは、やはりデジタル時計が表示していた日付と同じものだった。

　どうやら現実と本の世界とでは時間の流れが極きよく端たんに異なっているらしい。単純計算で、向こうでの三日はこちらの二十分にも満たない。どうりで時間に齟そ齬ごが生じるわけだ。

　つまり小こ樟このぎ輝てる馬ま行方不明事件の心配は消えたも同然。疑問が解消されたと同時に一安心する。

　僕ぼくの安あん堵どした様子から察したのだろう、時とき任とうさんはそのことを謝あやまってきた。

「事前にお伝えしたかったのですが、向こうの世界で経過する時間が定さだかではなかったものですから。無用なご不安を抱いだかせてしまい申し訳ありませんでした」

「いえ、たぶん事前に教えてもらっていても信じなかったと思いますし。それよりも時間が定さだかではないってどういう意味ですか？」

「それにつきましてはお嬢じよう様さま直々に説明なさると思いますので」

　お嬢じよう様さまの書しよ斎さいにご案内します、と時とき任とうさんは廊ろう下かを歩きはじめる。

　現実の問題が解決したら、どうしてもアリアのことを考えてしまい焦しよう燥そうに駆かられる。無意味だとはわかっていても、心のどこかで助けたいと願う自分がいた。

　逸はやる気持ちを抑おさえ、時とき任とうさんのあとに続く。

　窓の外には背の高い杉すぎ群ぐんの天てつ辺ぺんが見えた。どうやら今歩いているところは二階のようだ。一階同様、壁かべに飾かざられた絵画や調度品など、一目見て高級品だとわかるものが点々とあった。

　目的の部屋までは比ひ較かく的てき近かったようで、すぐに辿たどり着ついた。

　時とき任とうさんがドアを軽く二回ノックする。しかし返事がない。

　デジャブを感じて内心ひやひやしていると、時とき任とうさんは返事を待たずにドアを開けた。

　霧きりヶが峰みねさんの書しよ斎さいと聞いてどれだけ豪ごう華かな内装なのかと思っていたが、室内の面積が広いだけで意外にシンプルだ。左右の壁かべ際ぎわにはこれまで幾いく度ども見たのと同じような本ほん棚だなが隙すき間まなく置かれている。部屋の中心に来客用の黒い革かわ張ばりのソファとテーブルがあり、その向こうには二つの大窓を背に、どこかの大統領が座すわっていそうな大きな机が置かれていた。

　霧きりヶが峰みねさんは机の椅い子すにではなくソファに座すわり、いつものように本を読んでいた。

　危き惧ぐしていた光景でなくてホッとする。思わず「返事くらいすればいいのに……」という不満の囁ささやきが漏もれてしまい、時とき任とうさんに聞かれてしまった。

「お嬢じよう様さまは変わっていまして、返事がないときは入っていいという合図なんですよ。逆に入ってほしくない場合は何かしら返事をします。理由はお察しのとおりです」

　いちいち返事をするのも面めん倒どうというわけか。不ぶ精しよう者ものすぎる。

　本を読むことに夢中になっているのか、霧きりヶが峰みねさんは僕ぼくたちの姿が目に入っていない様子。時とき任とうさんが声を掛かけて、ようやく本から顔を離はなした。

「ん、思ったよりも早かったな。話せる程度には冷静になったと考えていいのかな？」

　僕ぼくが頷うなずくと、彼女は本に栞しおりを挟はさんでテーブルの上に置いた。さっき読んでいた本と扱あつかいが違ちがう。興味を惹ひかれるものだったのだろうか。

「そうか。ではそこに座すわりたまえ。あの本について話をしよう」




　時とき任とうさんがどこからか持ってきたお茶ちや請うけ一式をテーブルに置く。

　霧きりヶが峰みねさんは早さつ速そくその一つの銀紙に包まれた真四角のチョコレートを手にとり、包装紙を開けながら訊きいてくる。

「まず、テルマ君が見てきた世界が本の中の出来事だというのは理解しているかな？」

「はい。はじめは自分でも突とつ飛ぴな考えだと思いましたが、現実的に考えるとおかしな点ばかりが浮うき彫ぼりになってきたのでそうじゃないかと思って」

「ふむ。話が簡略化できて助かる。やはり相手にするのは柔じゆう軟なんな考え方のできる人間が好ましいな。頭の固いバカは懲こり懲ごりだ」

　そう言って、カップにハーブティーを注いでいた時とき任とうさんを睨にらむ。彼が顔を逸そらして無言を貫つらぬいているあたり、過去に本の世界を信じるか信じないかで一ひと悶もん着ちやくがあったのだろうか。たしかに時とき任とうさんは理数系っぽいから、そういう創作的事象は信じなさそう。

「僕ぼくも実体験してなかったら信じてなかったと思いますよ」とフォローを入れ、険悪なムードを阻そ止しするために質問する。

「それで。一体あの本は何なんですか？」

　霧きりヶが峰みねさんはなおも睨にらんでいたが、やがて時とき任とうさんから目を逸そらすと答えた。

「正式な名は知らんが、私達はアレを〝未完アンフイニシユトの書〟と呼んでいる」

「アンフィニシュトの書……」

「とある富ふ豪ごうから買い取ったものだが、入手した細かい経けい緯いについては省こう。現時点で判明していることは────」





・作者不明。本の中身で使用されている言語から、日本人であるという推測が濃のう厚こう。

・この作者の作品は数十に及およぶとされるが、原本しか存在せず、流通経路は不明。本の体ていを成していることから日本国内にある全ての出版社を当たってみたが、版元は特定できず。

・タイトルはなく、物語は冒ぼう頭とうだけで終わっており殆ほとんどが白紙のページである。

・不可思議な力が宿っており、冒ぼう頭とうを見た人間を眠ねむりに誘さそい、本の世界に引きずり込む。その際の人数は一人。複数の者が同時に見た場合は、その中からランダムに選定される。中で経過する時間は個々のアンフィニシュトの書によって異なる。






「──と、希少なものゆえに、未いまだ不明な点も多い。図書館を運営している時とき任とうの知り合いの手も借りながら収集しつつ現在も調査中だ」

　聞けば聞くほど現実感のない代しろ物ものだが、あの本を開いて中の文章を見た瞬しゆん間かんから眠ねむ気けが襲おそってきたのは事実だ。二人が僕ぼくを地下室に閉じ込めたのは、自分達が誤って本の中身を見ないためだったのか。

「そして、必ずバッドエンドを迎むかえる物語になっている」

　甘あまくないタイプのチョコレートだったのか、霧きりヶが峰みねさんはどこか苦々しい表情でそう言った。

「作者が何を意図したのかは知らんが、アンフィニシュトの書はすべて最悪の結末を迎むかえるように書かれている。先さき程ほどの君の動どう揺ようを見るかぎり、今回はその道を辿たどったようだな」

「ちょ、ちょっと待ってください！　必ずバッドエンドを迎むかえる？　なら何のために、僕ぼくをあの世界に行かせたんですか？」

　必ずと断定するほどにバッドエンドになることは確定事じ項こうだった。つまり彼女はそうなることを知っていた上で僕ぼくをあの世界に向かわせた。わざわざあんなトラウマになる光景を見せて何の意味があるというのか。

　僕ぼくの心に込み上げてくる僅わずかな怒いかりを感じ取ったわけではないだろうが、霧きりヶが峰みねさんは言葉を付け足した。

「言葉が足りなかったな。バッドエンドを迎むかえるのは、何もしなければの話だ。無論、それを回かい避ひすることもできる。今回の場合でいえば唯ゆい一いつ〝主人公〟だけがな」

「主人公……？」

「君はあの本の冒ぼう頭とうを読んで気づかなかったか？」

　詳しよう細さいな部分までは思い出せないが、特に文章におかしな点はなかったと思う。

「〝主人公〟がいないんだ。あの物語には主役の人物が欠けつ如じよしている」

　そう言われてみれば、たしかに冒ぼう頭とうにはヒロイン──アリアのことしか書かれていなかった。

「でも書かれているのは冒ぼう頭とうだけですよ。最初のほうに主人公が登場するとは限らないんじゃないんですか？」

「では、君はあの世界で主人公に出会ったか？」

　僕ぼくは本の中で過ごした三日間を振ふり返かえってみる。

　主人公といえばヒロインと近しいイメージがあるが、ヒロインであるアリアと行動をともにしていたのは僕ぼくだけだ。そう考えれば、たしかに主人公と呼べる人物はいなかった。

「物語は主人公の思想や行動で大きく変動していく。主人公無き物語は完結しないし、ハッピーエンドなんて迎むかえられるはずもない」

　ようやく話が見えてきた。バイト案内の張り紙に〝主人公〟募ぼ集しゆうと書かれていたのも、そのためか。

　主人公として本の中に赴おもむき、ハッピーエンドの結末を迎むかえる仕事。

　つまり僕ぼくは……。

「僕ぼくは間ま違ちがえてしまったんですか……？」

　バッドエンドになったのは、主人公である僕ぼくの行動に誤りがあったことに他ならない。

　彼女の物語の行く末を変えることに失敗した。彼女を救うことができなかった。心こころ優やさしい彼女の笑顔を守ることができなかった。

　深い後こう悔かいが心中に渦うず巻まく。

「人の話をまじめに聞け。今回は、と言っただろう」

「え？」

　僕ぼくは俯うつむきがちになっていた顔を上げた。

「バッドエンドを迎むかえた瞬しゆん間かん、本に取り込まれた者は現実の世界に立ち返る。同時にそれまでのストーリーは消去される」

「ということはつまり……？」

　霧きりヶが峰みねさんはムッとした表情をする。

「やり直せるということだ。やり直しの効かない一発勝負であれば、最初の時点で君にこの話を聞かせている。そのくらい察しろ」

　やり直せる？　また彼女に会えるのか。まだ彼女を救うことができるのか。

　暗くら闇やみに閉ざされた道に希望の光が射さした気分だった。しかし。

「のめり込むな」

　霧きりヶが峰みねさんは厳おごそかな声こわ音ねでそう言った。

「君の仕事はあくまで主人公の役割を全うし、ハッピーエンドを迎むかえることだ。君は本物の主人公ではなく、仮の主人公に過ぎない。ヒロインが好みのタイプだったのかは知らんが、余計な感情にうつつを抜ぬかして本来の目的を疎おろそかにされても困る」

　いきなり図星を突かれて、思わず肩かたをびくつかせる。

「ち、ちがいますよ……僕ぼくはただバイトの仕事を真面目にこなそうとしているだけで……」

「ふん、どうだかな。君はあまりにもヒロインのことを思いすぎている節がある。仕事熱心であるのなら結構だが、私情を抱いだくのは控ひかえろ。それが君のためだ」

　彼女はそこで言葉を切り、一度ティーカップに口をつけたあと問いを発する。

「さて、では問おうか。ここまでの話を聞いてこのバイトを続ける意志があるのかないのかを」

「それはもちろん続けるに決まって……」

「それは幾いく度どもバッドエンドを体験する覚かく悟ごがあると受け取っていいんだな？」

　そう言われて、言葉に詰つまった。

　脳のう裏りに再生されるのは血ち塗ぬられた彼女の姿。死をまざまざと感じさせる、生命の活動を停止させた肢し体たい。

　僕ぼくは勘かん違ちがいしていた。次でハッピーエンドを迎むかえられる保証はどこにもないんだ。それよりもあの悲ひ惨さんな最後になる可能性のほうがよっぽど高い。

　あの光景を何度も目に映す覚かく悟ごが、はたして僕ぼくにあるのか？

　自問自答を繰くり返かえすが、結局僕ぼくの口から答えが出ることはなかった。

　しばし無言が続いたあと、霧きりヶが峰みねさんは時計に視線をやる。

「今日のところはもう帰りたまえ。返事は後日聞くとしよう。時とき任とう、家まで送ってやれ」

「かしこまりました。では小こ樟このぎ様こちらへ」

「……はい」

　時とき任とうさんに促うながされ、ソファから立ち上がる。

　まるで興味を失ったかのように、霧きりヶが峰みねさんは僕ぼくを一いち瞥べつすることもなく、読みかけの本に手を伸のばした。
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　家の玄げん関かん先さきで、時とき任とうさんから一高校生が貰もらえる金額を遥はるかに超こえたバイト代を渡わたされたが、とても受け取る気分ではなく失礼ながら断った。それを受け取ってしまえば、彼女と過ごした時間がすべて偽いつわりだったように感じてしまう気がしたから。

　送そう迎げいのお礼を言い、車が発進したのを見届けてから家に入る。

　慣れ親しんだ光景なのに、なんだか久しぶりな感じがした。まるで修学旅行から帰ってきた時のようだ。

　居間でだらだらとテレビを見ていた妹に絡からまれながらも、テキトーに話をしてなんとかその場を切り上げ、二階の自室に向かう。

　自室に入り、肩かたに掛かけたショルダーバッグを床ゆかに投げ出すと、顔からベッドに倒たおれ込こむ。

　なんというか凄すさまじい一日だった。

　怪あやしさ満まん載さいのバイトに行ったら、変わった風ふう体ていと性格の館の主あるじに出会って、わけがわからないうちに地下室に閉じ込められて目覚めたら異世界。

　今でも夢だったんじゃないかと思うほど現げん実じつ離ばなれした出来事だ。誰だれかに話したところで到とう底てい信じてもらえないだろう。

「はぁ……」

　仰あお向むけに体勢を変え、重たい息を吐はく。自分でもわかるほどに疲ひ弊へいしている。

　車の中で時とき任とうさんに聞いた話によると、本の世界に行っているのは魂たましいだけで肉体は現実に残ったままらしい。神かみ隠かくしにあったように消えるわけではなく、ただ眠ねむった状態とのこと。

　なので本の世界にいる間にあったことは現実に反映されない。どれだけ体力を消しよう耗もうしようともどんなに深手を負おうとも、ベッドの上で寝ねているだけの僕ぼくの肉体には関係のない話なのだ。でなければ目覚めたときに、胃が破は裂れつするか詰つめ込こんだものをすべてリバースしている。

　しかし、精神だけはその範はん囲い外がいだった。

　あの光景が僕ぼくの精神を蝕むしばんでいく。記き憶おくの奥おく底そこに押おしやろうとすればするほど、反対により鮮せん明めいさを伴ともなってよみがえってくる。

『それは幾いく度どもバッドエンドを体験する覚かく悟ごがあると受け取っていいんだな？』

　霧きりヶが峰みねさんの言葉が僕ぼくの心を揺ゆさぶる。

　アリアを助けたい。バッドエンドに向かって進行する物語を変えて、彼女に相応ふさわしい笑顔あふれるラストを迎むかえさせてあげたい。

　だが、そんな思いの陰かげで恐おそれも生まれる。

　もしまた失敗したら。また彼女の死をまぶたの裏に焼きつけることになったら……と。

　霧きりヶが峰みねさんはその僕ぼくの弱い心を見み抜ぬいていたからこそ、あの問いを投なげ掛かけたのだ。そして何も返事できない僕ぼくの様子を見て失望した。

　自分でもわかってる。僕ぼくに主人公の役は荷が重すぎる。人ひとりの命を救うなんて大それたことできるわけがない。ヒロインを守りきるにはあまりに頼たよりない存在だ。

　それとも深く物事を考え過ぎなのだろうか。彼女に情をかけ過ぎて、自分で自分を追い込んでいるだけなのだろうか。アリアもソレンスさんも、結局は本の話に出てくるキャラクターでしかない。これまで読んできた漫まん画がや小説の中でも、登場人物が不幸の死を遂とげるストーリーはいくらでもあったじゃないか。

　それと何が違ちがうのか。ただ意思の疎そ通つうが図はかれるものだから、いつもより深く感情移入してしまっているだけだ。

　そうだ。これは現実の話じゃない。どこかの作者が描えがいた架か空くうの話なんだ。本気で胸を痛めて悩なやむなんて馬ば鹿かげて────

「……っ」

　僕ぼくは両目を腕うでで覆おおった。

　もう何も考えたくない。もうこのまま眠ねむってしまいたい。

　しかし、人間の脳は天あま邪のじ鬼やくで。

　その日が終わるまで、僕ぼくは煩はん悶もんし続つづけた。
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　翌日。

　僕ぼくはあの不可思議な洋館へと向かっていた。

　道は覚えている。歩いて行く分には距きよ離りがあるが、今日は妹の電動自転車を拝借している。一時間も漕こげば着くだろう。




　午前十時三十分。洋館に到とう着ちやく。

　思ったよりも十分ほど早く着いた。坂道の多い道程だったが、それほど体力は消費していない。電動のありがたさを身に沁しみて感じた。

　自転車を邪じや魔まにならない場所に止め、玄げん関かんに向かったあとチャイムを鳴らす。

　数分して、時とき任とうさんが玄げん関かんの扉とびらから姿を現した。

「おはようございます小こ樟このぎ様。お電話くださればお迎むかえに上がりましたのに……」

「おはようございます。道は覚えていたのでわざわざ迎えに来てもらうのも迷めい惑わくかなと思って。事前に連れん絡らくもせず突然来てしまってすみません」

「いえ、それはよろしいのですが…………ここにいらしたということは……」

　時とき任とうさんの言葉に頷うなずき、そして訊たずねた。

「霧きりヶが峰みねさんはいますか？」




　二階の書しよ斎さい。

「えーと……一体どうしたんですか？」

　ソファに仰あお向むけの体勢で横になっている館の主あるじを見て、部屋の隅すみで待機している時とき任とうさんに訊たずねた。

　霧きりヶが峰みねさんの顔には、量りよう販はん店てんのおもしろグッズコーナーに置いてありそうな無感情の目が描かかれたアイマスクが着けられており、胸むな元もとに白いデブネコのまん丸ぬいぐるみを抱だいている。

　かすかに寝ね息いきが聞こえるので睡すい眠みん中ちゆうだろうか。昼ひる寝ねをするには早すぎる気もするけど……。

「私も詳くわしい経けい緯いについては存じませんが、早朝、館内の点検を行っていたときに階段のところで倒たおれられているお嬢じよう様さまを発見しまして。ここにお連れした次し第だいです」

「倒たおれてた!?　大だい丈じよ夫うぶなんですか？」

「はい。日にち常じよう茶さ飯はん事じですので」と時とき任とうさんは笑みを浮かべて答える。淡たん々たんとした口調なあたり、本当によくあることらしい。どこかその笑みの裏側には苛いら立だちが見みえ隠かくれしている気がした。

「ちなみにこのアイマスクとぬいぐるみは？」

「ああそれは、『眩まぶしい……抱だくもの……』と、うわ言を呟つぶやいていたものですから、適当に見つけたものをお渡わたししたら自身で装着されました」

　正直言ってまったく似合っていない。というか時とき任とうさん、絶対わざとだろう。悪意ありありだろう。霧きりヶが峰みねさんも霧きりヶが峰みねさんで、もうデザインを気にしないほど眠ねむたかったのか。

　時とき任とうさんは霧きりヶが峰みねさんに近づき、「お嬢じよう様さま、いいかげん起きてください。小こ樟このぎ様がいらっしゃいましたよ」と声をかけながらゆっくり肩かたを揺ゆらす。

　すると霧きりヶが峰みねさんは、ん～と唸うなり声ごえを上げて上体を起こす。ふわぁ～と欠伸あくびをしたのち、アイマスクを額までずらしてこちらを見る。

　寝ねぼけ眼まなこで何回か瞬またたいて一言。

「やあ、こんばんは」

「今はもう〝おはよう〟ですけど……」

　この人ほんと時間の感覚がズレてるなぁ。




　時とき任とうさんの用意したホットティーを飲んで霧きりヶが峰みねさんが完全に目覚めたあと、訊きいた。

「階段で倒たおれていたって聞きましたけど大だい丈じよ夫うぶですか？　というか何があったんですか？」

「なに、心配はいらないよ。深夜まで書庫部屋で読書に夢中になりすぎてな。二階の寝しん室しつに向かう階段の途と中ちゆうで眠ねむ気けがきたから、そこで寝ねることにしたんだ」

　なんとルーズというか、はた迷めい惑わくというか。今は夏だからいいものの、もし冬だったら風か邪ぜをひいてしまっていたかもしれない。

　隣となりでため息をつく時とき任とうさん。いつも職務ご苦労さまです。

　そんな彼の様子も意に介かいさず、霧きりヶが峰みねさんは対面に座すわった僕ぼくを見み据すえる。

「それで。ここに来たということは覚かく悟ごが決まったのかな？」

　その質問には答えず、代わりに思いの丈たけを吐と露ろした。

「……昨日ずっと考えました。正直に言うと考えたくなかったけれど、考えずにはいられませんでした。どうすればヒロインを助ける覚かく悟ごができるんだろうって。どうすれば彼女の死を乗り越える覚かく悟ごができるんだろうって」

　今でも瞳ひとみの奥おくには、あの光景の残像がチラついている。何度も思い起こすたびにその残像は明確になっていくことだろう。そうなれば一生僕ぼくの心に居い座すわり続ける。

「霧きりヶが峰みねさんの言うとおり、僕ぼくはヒロインに深い思いを抱いだいています。一いつ緒しよに仕事ができて嬉うれしかったし、他愛もない雑談がとても楽しかった。傍そばにいてくれて心が安らぎました。それに僕ぼくの、他人からすればつまらない悩なやみを彼女は親身になって一いつ生しよう懸けん命めい考えてくれた。今いま更さらその記き憶おくをすべてなかったことにできるほど、僕ぼくは物分かりのいい人間じゃない」

　彼女と過ごした三日間を思い返すと心が温かくなるのと同時に、最低の結末がより印象づけられていく。二つの出来事を切きり離はなして考えることはできない。

「だから、割り切ることにしたんです。僕ぼくが接している人達は誰だれかの作った現実には存在していない架か空くうの人物。創作物や夢と一いつ緒しよなんだって」

　そう思えば悲しんでいるのが馬ば鹿からしくなる。悪夢は一時はうなされるものだが、心労してまで思おもい悩なやむものではない。

　僕ぼくは時とき任とうさんが用意してくれたコーヒーの入ったマグカップにしばし視線を落としたあと、はっきり言った。

「でもやっぱり無理でした」と。

　霧きりヶが峰みねさんが眉まゆをしかめて何かを言おうとしたが、構わずに言葉を続ける。

「無理なんですよ。だって僕ぼくが視線を向けると彼女は笑い返してくれるんです。現実よりもリアルな、純じゆん粋すいな笑顔で。僕ぼくはその表情に救われたし、様々なことを教えてもらいました。そんな心こころ優やさしい彼女を作りものとして見ることはできないし、したくない」

「だが君は耐たえられるのか？　そこまで情を抱いだいた人間の死を」

「……わかりません。だからそういった意味での覚かく悟ごはできません。僕ぼくは弱い人間だから、何度もあの光景を見たらきっと精神が持たないと思います」

　一度目にしただけで、今の状態なのだ。繰くり返かえされる悲劇に耐たえうるだけの強さなんてない。

「でもだからって立ち止まる理由にはならない。彼女にはたくさんの大切なものをもらいました。……僕ぼくは何も、まだ何一つ返せていない。これで終わりなんて納なつ得とくできない」

　必ずバッドエンドになる物語と言われれば尚なお更さらだ。彼女のストーリーが不幸に向かうなんて許せないし、間ま違ちがっている。

「お願いします。このバイトを続けさせてください。僕ぼくにはまだやるべきことが残ってるんです」

　ソファから立ち上がって頭を下げた。

　霧きりヶが峰みねさんの冷厳な声こわ音ねが前から投げかけられる。

「これは忠告だ。君の進む先にあるのは悲しみだけだ。それでも君は進むのか？」

　答えは最初から決まっている。顔を上げ、迷いない声で返事をする。

「はい。僕ぼくは、僕ぼくを友と呼んでくれた彼女に幸せな最後を迎むかえさせてあげたい。それが取とり柄えのない僕ぼくにできる唯ゆい一いつのことだから」

　僕ぼくの本心を測ろうとするように、霧きりヶが峰みねさんはこちらを凝ぎよ視うししてくる。

　威い圧あつ感かんの凄すさまじい双そう眸ぼうに負けじと真しん摯しに向き合った。

　やがて彼女は何も言わずに目を伏ふせ、ホットティーを一口。

　そして何を思ったのか、飲み物と一いつ緒しよに用意されていた包み紙タイプの洋よう菓が子しをすべて摑つかみ取とり、ポケットに押し込んだ。

　横で控ひかえていた時とき任とうさんが啞あ然ぜんとする中、ソファから立ち上がって部屋の入口に向かう。

「では行こうか」

「え」

「君の考えはわかった。そこまでの熱意があるのなら私は止めないよ。あとは君次し第だいだ」




　二階の客室。

　霧きりヶが峰みねさんは椅い子すに座すわり、早さつ速そくポケットからお菓か子しを取り出して食べている。食べすぎなことを時とき任とうさんに窘たしなめられたが一向に気にしていない。それどころかさらに飲み物を要求して彼を走らせているほどだ。

　霧きりヶが峰みねさんはクッキーを咀そ嚼しやくして飲み込んだあと、ようやく話しはじめる。

「さて。テルマ君が向こうに行くまえに、ハッピーエンドの攻こう略りやく法ほうを話しておこう」

「攻こう略りやく法ほう？」

　そんなものがあるのか。だったら最初に言ってくれればよかったのに……と一いつ瞬しゆん思ったが、本の世界を知らないことには聞いても意味がわからなかったかとすぐに考えを訂てい正せいした。

　霧きりヶが峰みねさんは人差し指から薬指までの三本を立てた。

「ハッピーエンドを迎むかえるには、必ず存在する三つの条件をクリアする必要がある。それは誰だれかに話しかけることであったり、ある物を見つけることであったり、ある者の命を救うことであったり、小さな物事から大きな物事まで種類は様々だ。手て当あたり次し第だいに見つけることはオススメしない」

　ハッピーエンド達成の三つの条件か。まるでアドベンチャーゲームのようだ。つまり僕ぼくはその条件を満たしていないからあの結末になったわけか。

「この三つの条件を探さぐる上で重要になってくるのが、登場人物の把は握あくだ。物語の中には主要な人間が数人存在する。彼、彼女らの言動に注視しろ。条件クリアの手て掛がかりが摑つかめるかもしれん。それから移動不可エリアだが」

「移動不可エリア？」

「三日間を過ごしたなら一度は目にしているだろう。景色がぼやけた場所がなかったか？」

「ああ、ありました。飛び込むと元の位置に戻もどされるアレですね」

　何気なくそう言うと、「飛び込む……意外に君はチャレンジャーだな」と、どこか呆あきれたような顔をされる。たしかに今思えば軽けい率そつな行動だった。

「あれは作者が描えがかなかった部分、つまり物語に関係のない場所を示すものだ。逆にアレがないところには何かしらヒントが隠かくされている可能性がある」

　条件を探す範はん囲いが限定されるということか。街の中すべてを探し回らなくていいのでこちらとしては好都合だ。

「酷こくなことを言うようだが、私は次でハッピーエンドを迎むかえられるとは思っていない。これは君の能力を低く見ているわけではなく、本の世界が複雑な構造をしているが故ゆえのことだ」

　霧きりヶが峰みねさんはそばに置かれた机の引き出しから本を取り出し、そのまま僕ぼくに手て渡わたしてくる。アリアの物語だ。

「可能なかぎり情報を集めろ。ヒロインにとって最良の結末に向かうために」

　僕ぼくは頷うなずき、本を受け取ったところで、ふとあることが気になった。

「一つ訊きいてもいいですか？」

「なにかな？」

「なぜ霧きりヶが峰みねさんはハッピーエンドを目指しているんですか？」

　僕ぼくは本の中に入ってアリア達と触ふれ合あったからそのような思いを抱いだいたが、彼女からすれば冒ぼう頭とうしか書かれていないただの本でしかない。人を雇やとってまでハッピーエンドに固こ執しつするのにはなにか理由がある気がした。

　しかし、霧きりヶが峰みねさんは「なんだそんなことか」と言いたげに肩かたをすくめる。

「深い理由はないよ。私はただ結末が気になるだけだ。主人公の存在がバッドエンドに向かう物語にどのような変化をもたらすのか、ね」

　──それに、どうせ終わるなら幸せな最後のほうが後味がいいだろう。彼女はそう言葉を付け加えた。

「……む、なにをにやついている？」

「いえ。なんでもありません」

　なんだ。結局彼女も僕ぼくと同じ気持ちではないか。

　込み上げてきた嬉うれしさを今は押し込め、訝いぶかしむ霧きりヶが峰みねさんに言った。

「行ってきます」

　彼女は頷うなずくと、一度目と同じ言葉を口にして僕ぼくを見送った。

「ヒロインのハッピーエンドを目指せ」




　アリアの物語のハッピーエンドを目指す二に巡じゆ目んめがはじまる。














四章　推理の意味は？









《一日目》

　雲一つない晴れやかな空に、暑くも寒くもない、穏おだやかな春の陽気。目の前には、心ここ地ちよい風にそよぐ色しき彩さい豊かな花畑が広がっている。

「あのー」

　聞き慣れた声こわ音ねに振ふり向むくと、そこには彼女がいた。

　不思議そうにこちらを見つめている。あの日とまったく変わらない、純じゆん粋すいな瞳ひとみで。

　彼女の姿を目にした途と端たん、胸のうちに熱いものが込み上げてくる。

「ど、どうしたの？　何かあったの？」

「……あ、ううん。なんでもないよ。ただ少しだけ眠ねむたくて」

　彼女の言葉で、僕ぼくはまなじりに薄うつすらと涙なみだが溜たまっていることに気づく。すぐさま腕うでで拭ぬぐい、苦笑いでごまかした。

　だけど隠かくしきれているかが不安だ。本当は泣いてしまいそうなほど心が揺ゆれていた。僕ぼくのことは忘れてしまっているけれど、それでも、また彼女と言葉を交わすことができて嬉うれしかった。

　一いち巡じゆ目んめと同じように心配してくれる彼女を見て。心こころ優やさしい彼女の言動に温ぬくもりを感じて。

　僕ぼくは心の中で誓ちかう。

　かならず君の笑顔を守る、と。





＊＊＊






　一いち巡じゆ目んめ同様、僕ぼくは『ヴィザージュスリアン』を手伝うことになった。

　アリアの家にお邪じや魔まし、早さつ速そく工こう房ぼうでパン作りをはじめる。一いち巡じゆ目んめでコツは摑つかんでいるから、前よりもっと仕事に貢こう献けんすることが出来るだろう。

　それはすなわち、時間に余よ裕ゆうができるということでもある。その時間を使って、可能なかぎりハッピーエンド攻こう略りやくのための三つの条件を調べなければ。

　一つは確定している。

　あの仮面の男からアリアを守ることだ。命を失ってハッピーエンドになるわけがない。

　すでにそれを回かい避ひする方法は考えついている。要は三日目の夕方にアリアがソレンスさんの家に行かなければいい話だ。その理由をなくせばいい。

　問題はソレンスさんを助けるほうだ。未来を知っているのに彼を見殺しにするなんて、僕ぼくにはできない。もしかしたら条件の中に含ふくまれているかもしれないし、助けるに越こしたことはないだろう。けれど、こちらについては事件の経けい緯いを知らなければ方法も浮かばない。

　情報を集めないと──。

「わっ」

　そんなことを考えていたら、いつの間にかすぐ隣となりに来ていたアリアに脇わき腹ばらをツンツンされた。

「テルマ～。手が止まってるよ～。……さっきから考え事をしてるようだけど、もしかして何か大事な用事でもあったかな？」

　どこか申し訳なさそうな表情だ。咎とがめずに気き遣づかってくれるあたり、やっぱり彼女は優やさしい。

「ごめん。大したことじゃないから大だい丈じよ夫うぶだよ」

　そう言うと、アリアは「そう？　半ば無理やり手伝ってもらってるし、なにかあったら遠えん慮りよなく言ってね」と自分の工程に戻もどっていった。

　僕ぼくは生き地じを捏こねることに神経を集中し、焦あせる気持ちを抑おさえる。

　霧きりヶが峰みねさんは言っていた。主人公の行動次し第だいでストーリーは変化していく、と。

　僕ぼくがハッピーエンドにしようと急ぐあまり下手を打てば、また取り返しのつかない事態に発展しかねない。ここは冷静に物語を進めよう。

　まずは登場人物について深く知ることからだ。




　多くのパンを作り終え、正午前に『ヴィザージュスリアン』開店。

　仕事の振ふり分わけは一いち巡じゆ目んめと変わらない。アリアがレジに立ってお客の相手をし、僕ぼくがパンの製造と運うん搬ぱんを兼けん任にんする。

　この前よりも多くのパンをストック出来たので、製造のほうを急がずに運ぶ作業にゆとりができ、より来客を観察できる。

　しかし、店には老ろう若にやく男なん女によの様々な人たちが訪おとずれた記き憶おくがある。さすがに全員の行動を見ることはできない。

　なので、中でも印象に強く残っていた四名の客を重点的に探さぐっていくことにした。ここは本の中の世界だ。主要な登場人物は、外見や行動が普ふ通つうの人とは差別化されているはず。

　最初にやってきたのは双ふた子ごの少女、ミルちゃんとエルちゃんだ。

　仲良く手をつないで来店した二人は、アリアを見つけると、ちょこちょこと小さな歩ほ幅はばで駆かけ寄よっていく。

「アリアおねえちゃん、おひさしぶりー」「おひさしぶりー」

「あ、ミルちゃんエルちゃん！　お久しぶりだね。元気にしてたかな？」

「うん！　とってもげんきだよ！」「アリアおねえちゃんはげんき？」

「うん。心配してくれてありがとう。二人の笑顔を見たら元気が出たよっ」

　一いち巡じゆ目んめと同じようにアリアが僕ぼくを呼び、お互たがいを紹しよう介かいしてくれたあと、ミルちゃんたちはパンを取り始める。危なっかしい手つきを見み兼かねた僕ぼくは手伝いを申し出る。

「ミルちゃん、上にあるパンはお兄ちゃんが取るよ」

　ミルちゃんは「ありがと、おねがいします」と素す直なおにトングを渡わたしてくれた。ぺこりと礼れい儀ぎ正ただしくお辞じ儀ぎする姿が愛らしい。姉に倣ならうエルちゃんがまた可か愛わいらしく自然と笑みがこぼれる。

「「いろんなパンをトレイいっぱい！」」という二人の希望通りに、一つずつ種類を変えて摑つかみ取とっていく。

　前のときにも気になっていたのだが、まさか二人だけでこの量を食べるわけではないだろう。

　訊たずねると。

「パパとたべる！」「さんにんでたべる！」

　二人は嬉き々きとした表情でそう答えた。

　ママは？　と疑問に思ったが、もしかしたら複雑な家庭の事情があるかもしれない。

　輝かがやいている二人の笑え顔がおを消したくなかったので、「へぇーじゃあお使いなんだ。えらいね。お父さんもきっと喜んでくれるよ」とだけ言って、パンを積み終えたトレイをレジに持っていく。

　二人が会計を済ませて店を出ていくのを見送ったあと、アリアが訊たずねてきた。

「もしかしてだけど、テルマってミルちゃんたちのこと前から知ってたとか？」

「ううん、さっき初めて知ったよ。どうして？」

「だってミルちゃんのこと迷わずに名前で呼んでたよね。大体の人は見分けがつかなくて戸と惑まどうはずなんだけど……」

　自身の失態に気づいて思わず「あっ」と声を出しそうになったが、なんとか喉のど元もとで留とどめる。……あぶないあぶない。リボンの色で姉し妹まいを判断することを今の僕ぼくは知らないのか。うっかりしていた。

「なんとなくそうなんじゃないかなーと思っただけで偶ぐう然ぜんだよ。ははは……」と笑ってごまかす。真実が真実だけに話せない。

　アリアが質問を重ねてくるまえに、僕ぼくは工こう房ぼうに戻もどった。

　一いち巡じゆ目んめと同じなら次に店を訪おとずれるのは……。

　新たなパンを運びに行ったときには、すでに仮面の男が来店しており、アリアの元にトレイとトングを持っていっていた。

　姿を見ただけで胸がざわつく。あの無残に荒あれた部屋の情景がまざまざと頭の中に蘇よみがえる。

　だが、恐きよ怖うふに屈くつして逃にげるわけにはいかない。少しでも多くの情報を摑つかまなければ。

　体の震ふるえを押おし殺ころし、パンを並べながら二人の会話に耳をすませる。

「すまない。パンを買いたいのだが」

「はい、いつものですね。いくつですか？」

「また来られるとも限らないから、出来るだけ沢たく山さんお願いしたい」

　アリアは了りよう解かいの返事をすると、レジから離はなれてパンの棚たなに向かう。

　パンの種類の主語を明確にしていないあたり、常連なのか。それに人に頼たのむところを見ると、腰こしでも痛めているのだろうか。たしかに下段のパンは背を曲げて取らないといけないため、長身瘦そう軀くの体形も相まって腰こしに負担が掛かかる。

　予想したとおり、アリアは下段のパンを取るが。

　あろうことか、それはミルクパンだった。しかも何個もトレイに摑つかみ取とっている。

　このままではまずい。僕ぼくはすぐに止めに入った。

「あの、アリア」

「ん？　どうしたの？」

「その……もしかしたらあとで欲しがる人もいるかもしれないし、新しく作るにも材料がないから、少しは残しておいたほうがいいんじゃないかな」

　アリアは少し逡しゆん巡じゆんしていたが、やがて頷うなずいた。

　内心で安あん堵どの溜ため息いきをつく。

　よかった。これでソレンスさんの分が確保できた。まったく、一いち巡じゆ目んめでミルクパンが早々に売り切れた原因はこれだったのか。

　仮面の男は大量のミルクパンを購こう入にゆうして、少々慌あわてた足取りで店を出ていった。

　観察しても事件の真相を読み解く手がかりがこれといって摑つかめなかったので、思いきってアリアに訊きいてみることにした。

「今の仮面を被かぶった人は常連さんなの？」

「ああ、ライアンさんのことかな。うん、そうだよ。必ず週に一回は来てミルクパンを買っていくの。どうしてもみんな仮面に目が行っちゃって最初は怖こわがるけど、話してみるといい人だよ」

　どうやら本当に常連のようだ。しかも好印象。

　ならばなぜ、あんな悲劇につながるのか。少し踏ふみ込こんだ質問をしてみる。

「個人的な付き合いとかは？」

「う～ん、それはないかな」

「じゃあ偶ぐう然ぜんに外で会って一いつ緒しよに食事しながら話したとかは？」

「それもないよ。どうしてテルマは、そんなにライアンさんのことが気になるの？」

「そ、それは……」

　言えない。言ったところで信じてもらえるはずもない。彼女にとってはまだ起こっていない未来の出来事なのだから。

「ただちょっと気になっただけだよ」と言葉を濁にごして話を打ち切った。

　夕方、ソレンスさんが来店した。

　棚たなを見回してミルクパンを発見すると、すかさず余った分すべてを摑つかみ取とった。

　その後、他のパンには目もくれずに無言でレジに持ってくる。アリアはトイレ休きゆう憩けいに行っているので、僕ぼくが会計をした。

　彼も被ひ害がい者しやだったわけだし、何か情報を持っているかもしれない。少し話してみよう。

「ミルクパンお好きなんですね」

「ああ、特にここのは好きだよ。……えーと、君は新入りさんかな？」

「はい。今日からここで働かせてもらっています」

「そうかい。彼女一人じゃ大変だと思ってたんだよ。ぜひ彼女の力になってあげてくれ」

「彼女っていうのはアリアのことですよね？　この店には前から？」

「よく来ていたよ。ひと月前、急に店を閉めちゃったから心配してたんだけど、また再開してくれて嬉うれしいよ」

　来店客から掛かけられる数々の励はげましを思いだす。そういえば、まだアリアが店を閉めていた理由を知らない。

　良い話でないことは確かなので、本人には聞けなかったが、他の人になら構わないだろう。

「アリアが店を閉めた理由をご存知ですか？」

「ええと、人ひと伝づてに大事な友人を亡くしたって聞いたよ。可か哀わい想そうに……たぶん塞ふさぎ込こんでいたんだろうね……今まで笑い合っていた仲間がいなくなるのはつらいから」

　妙みように感情のこもった声こわ音ねだ。彼にもその経験があるのだろうか。

　ソレンスさんは自分が醸かもし出だしていた暗い雰ふん囲い気きを取とり払はらうように、明るい声で言った。

「でも店を開けられるほどには元気になってくれてよかったよ。彼女の笑った顔は素す敵てきだからね。ずっと曇くもったままじゃもったいない」

　アリアのことを気に掛かけている様子からして、やっぱり二人には何かしらの関連があるっぽい。

「その、初対面の人に失礼な質問かもしれないですけど、アリアとどういったご関係で？」

　すると、ソレンスさんは悪いた戯ずらな笑みを浮かべた。

「オレはただの客だよ。たしかにアリアちゃんは可か愛わいいけど恋れん愛あいの対象外だから心配しないで」

「…………ち、違ちがいますよ！　僕ぼくはただ……」

「照れない照れない。オレはお似合いだと思うよ。……おっと、噂うわさをすれば」

　そうこう話をしているうちに、アリアが休きゆう憩けいから戻もどってきた。

　ソレンスさんの姿を見ると、微ほほ笑えんで挨あい拶さつをする。

「こんにちは、ソレンスさん。今日もいらしてくれたんですね」

「久々に開店するって聞いてね。いても立ってもいられなくて急いで来たんだ」

　彼は僕ぼくに意味ありげな微び笑しようを向けてきたあと、腕うで時ど計けいに視線をやり「おっと、もうこんな時間か」とわざとらしく声を上げた。

「まだ仕事の途と中ちゆうだからオレはこのへんで。パン美お味いしくいただくよ」

「ありがとうございました」という僕ぼくとアリアのお礼に軽く手を振ふって返し、颯さつ爽そうと店を去っていった。

　どうも気き遣づかってくれたようだ。ありがたいような。誤解を招いたままで釈しやく然ぜんとしないような。

「ソレンスさんと何の話をしてたの？」

「う、ううんなんでもないよ！　ただの世間話！」

　思わず早口になる。恥はずかしさを悟さとられないように顔を逸そらした。

　なんか今日はごまかしてばかりだな。




《二日目》

　一いち巡じゆ目んめと同様、『ヴィザージュスリアン』で働き続けることになり、部屋も貸してもらった。

　何事もなく、二日目の朝を迎むかえる。

　朝からパン屋の仕事をし、本来であれば午後三時からはアリアと街へ材料調達に出で掛かけるのだが、今回は心苦しくも用事があるからと断った。

　Ｘデーを迎むかえるまえに仮面の男──ライアンについて調べないといけない。

　おそらく昨日の時点でアリアの安全は確保できたと思う。次はソレンスさんだ。明日はほぼ一日中パン屋の仕事があるし、万が一のことも考えて、アリアのそばにいたほうが賢けん明めいだろう。

　今日のうちに事件の真相を摑つかみ、対策を考えなければ。

　街に出で掛かけた僕ぼくは、まずライアンの住居を探すことにした。

　街行く人に訊たずねると、思ったより簡単に家を特定できた。

　やはりあの不気味な仮面を被かぶっているから有名なのか、と思ったが、訊たずねた四十代ぐらいの女性からは忌き避ひした様子が見られず、どちらかというとアリアと同じく友好的だった。仲良しのご近所さんを紹しよう介かいする感じ。どうもあのバッドエンドにはつながらない気がした。

　だが人間は本ほん性しようを隠かくし持もつ生き物だ。殺人事件のニュースで、事情聴ちよう取しゆを受けた人の言葉でもよくあるじゃないか。まさかあの大人しい人がこんなことを仕出かすなんて……みたいな。あの類たぐいかもしれない。

　周りの意見は重要だが、今のところは僕ぼくが見た未来だけを信じて進もう。

　教えてもらった道を行くと、聞きき及およんだとおりの邸てい宅たくが姿を現した。

　多くの家が建ち並ぶ中でも群を抜ぬいて敷しき地ち面積が広い。僕ぼくの身長を悠ゆう々ゆうと超こえる高さのアンティーク調の門。玄げん関かんまで続くタイル張りの道。その両りよう脇わきは庭になっており、綺き麗れいに整えられた人じん工こう芝しばが広がっていた。

　どうやら小金持ちらしい。外見的にそうは見えなかったけど。

　家のすぐ隣となりの景色はぼやけている。移動不可エリアだ。

　ここまで来る間にも至る場所に存在していた。パン屋から離はなれるほどその数は増すように思う。ある一定距きよ離り（一、二メートルほど）まで近づけば見えるらしい。

　これがここにあるということは、ここの領域までは物語に関係がある証しよ拠うこだ。つまりこの家にはハッピーエンドにつながるヒントが隠かくされていると見ていいのか。

　家を囲う外がい壁へき沿ぞいに歩き、中を窺うかがえる場所がないか探す。

　あまりコソ泥どろみたいな真ま似ねはしたくないが、直接訪たずねるには勇気が足りない。面と向かえば体が硬こう直ちよくしてまともに話せないだろう。これといってでっち上げられる用件もないし。

　すると視線の先にある人を発見した。

「……ん？　あれは……ソレンスさん？」

　背を屈かがめ、ライアン宅の外がい壁へきに顔を近づけて何かをしている。傍はたから見ると物もの凄すごく怪あやしい。

　一体なにをしているのか？　気になったので近づいていく。

　すぐ近くまで行ったところで、ソレンスさんは僕ぼくの気配に気づいたらしく、「うぉっ！」と驚おどろきの声を上げる。

　すぐに僕ぼくであることを悟さとったようで、安あん堵どしたように深い息をついた。

「はぁ、びっくりしたよ……誰だれかと思えば『ヴィザージュスリアン』の新人くんじゃないか。こんなところで何をやっているんだい？　お店は？」

「今日はもう閉めました。今は……散歩がてら街の中を見学している最中です。ソレンスさんこそ何をしていたんですか？」

「オレも散歩かな……ははは……」

　なんか怪あやしい。というか作り笑いが下手すぎて何かを隠かくしているのはバレバレだ。

　さっきまで彼が顔を近付けていた外がい壁へきを見ると、そこには歪いびつな形をした穴が開いていた。

　もしかして家の中を覗のぞいていたのか。ソレンスさんが？　何のために？

「…………」

「うわ、完全に疑ってるなぁ……まぁたしかに褒ほめられる行こう為いじゃないから仕方ないけど」

　ソレンスさんはしばしの黙もつ考こうのあと、降参するように軽く両手を上げた。

「白状するよ。たしかにオレはこの穴から中の様子を窺うかがっていた。だけど君が想像するような犯罪の類たぐいじゃなくて、仕事でね」

「仕事？」

　そういえば彼が何の仕事をしているのかまだ知らなかった。人の家を覗のぞく仕事とは何なのか。

「その穴を覗のぞいてみてくれ」

　疑問に思いながらも言われたとおりにする。穴から見える位置には大きな窓があり、それ越ごしにリビングの様子が見てとれた。

　そこには仮面の男の姿があった。何をするでもなく椅い子すに座すわって微び動どうだにしない。寝ねているのだろうか。

　ソレンスさんが言う。

「オレの仕事は彼──ライアンを監かん視しすることだよ」




　外ではできない話らしく、彼の家に行くことになった。

　本当なら断りたかった。あの家に関する記き憶おくはあまりにも暗くて苦しいから。

　しかし情報は欲しい。わざわざ自宅に招くほどだ。きっとハッピーエンドに達するための重要な話。立ち止まるわけにはいかない。

　家には歩いて数分で着いた。

　玄げん関かんを抜ぬけ、廊ろう下かを進んだ先の部屋に入ろうとした瞬しゆん間かん、自然と足が止まる。

　中の光景を見ると、思い出したくない記き憶おくが心の奥おく底そこから這はいずり出でてくる。あるはずもない彼女と彼の死体が脳のう裏りで再現される。それは僕ぼくの行動を支配し、前に進む一歩を脅おびやかす。

「どうしたんだい？」とソレンスさんが不思議そうな顔でこちらを見てくる。

　その声でハッとし、無理やり気持ちを落ち着けることに努める。

　あれはまだ起こりえていない未来だ。夢のようなもの。アリアとソレンスさんは生きている。未来は変わる。変えてみせる。

「いえ……なんでもありません」

　半ば洗脳するように自身を鼓こ舞ぶして、部屋の中に足を踏ふみ入いれた。そのまま促うながされてソファに座すわる。

　ソレンスさんは入ってきたドアを閉めると、僕ぼくの向かい側に座すわって息をついた。

「わざわざ移動してもらって悪いね。これでようやく話ができるよ。あ、何かいるかい？　といっても大したものはないんだけど」

「いえ、大だい丈じよ夫うぶです。それよりもライアンさんを監かん視しするってどういうことですか？」

「どこから話せばいいかな……。今、巷ちまたで噂うわさになっている少女誘ゆう拐かい犯はんを知ってるかい？」

　中央広場の掲けい示じ板ばんに張ってあった、あの手配書のことだろう。

「はい一応は。といっても手配書に書かれていることだけで、詳くわしいことについては知りませんけど」

「ん？　手配書？　……そんなものあったかな……」

　ソレンスさんは首をかしげる。

　てっきり周知のことだと思っていたけど。まぁ他にも広告なんかの張り紙があったし、見落としていたのだろう。もしくは手配書が張り出されたのは最近のことなのかもしれない。

「きっと仲間が張り出してくれたんだろうね。オレの仕事はその犯人を捕つかまえること」

「じゃあソレンスさんは警察の方なんですか？」

「まぁね。今のところ、表立っては言えないけど」

　ソレンスさんが警察。まさかの展開。いつも私服姿だからわからなかった。

「つまり少女誘ゆう拐かい犯はんがライアンさんだと？」

「まだ確定したわけじゃないけどね。オレはそうだと睨にらんでる」

　なるほど。そう仮定すれば彼が一いち巡じゆ目んめで殺害されていたことが頷うなずける。ライアンにとって警察は厄やつ介かい者ものだろう。それも執しつ拗ように自分の身辺を嗅かぎ回まわっているソレンスさんは特に。動機としては十分だ。

　つまり、すでにライアンはソレンスさんの監かん視しに気づいており、あの一いち巡じゆ目んめの凄せい惨さんな出来事はソレンスさんを狙ねらった計画的な犯行ということになる。アリアはその襲しゆう撃げきに巻まき込こまれ、殺害の現場を見たから口くち封ふうじに殺された。辻つじ褄つまは合うが──。

　僕ぼくは一つの未来を見たからこそライアンを疑うに至ったが、ソレンスさんは一体なにを根こん拠きよに、彼を容疑者だと疑っているのだろうか。

　訊たずねると。

「それを答えるまえに、こちらからも質問いいかな。どうして君はライアンの家の周辺を彷徨うろついていたんだい？」

　すぐには答えられなかった。彼が警察だとわかったからか、表情や口調は柔やわらかいのにどうしても尋じん問もんされているように感じてしまう。

「べつに君を容疑者の一人と疑っているわけじゃないよ。ただの質問。本当に散歩でたまたま通りかかっただけなのかい？」

　おそらく噓うそだとバレているのだろう。でなければ同じ質問を繰くり返かえすはずがない。

　しかし正直に全てを話しても到とう底てい信じてもらえないだろう。

　だから僕ぼくは、そのことを正直に話した。

「その……散歩は噓うそです。ですがすみません、今は話せません」

　そう言うと、意外にもソレンスさんは笑った。

「君は正直者だな。いいよいいよ、誰だれだって人には話せないこともあるしね。じゃあ情報提供に切きり替かえるとしよう。君がライアンのことについて知ってることがあったら話してくれないかな？　どんな些さ細さいなことでもいいから」

「といっても、家の場所を突きとめたばかりですし、詳しよう細さいなことはなにも……」

　ソレンスさんは「そうかぁ……」と肩かたを落とす。その様子から、ライアン逮たい捕ほに踏ふみ切きるだけの証しよ拠うこを持ち合わせていないようだ。

　彼は気を取り直したようで、先さき程ほどの僕ぼくの質問に答えた。

「なんにせよ、答えてくれてありがとう。オレがライアンを疑ってる根こん拠きよだったね。それはある双ふた子ごの少女が関係してくるんだけど」

「それって、ミルちゃんとエルちゃんのことですか？」

「おや、面識があるのかい？」

「はい。昨日二人で来て、初めて顔を合わせました」

「そうかい、話が早くて助かるよ。どうもライアンは彼女たちを標的としているようなんだ」

「標的って……誘ゆう拐かいの、ですか？」

「その可能性が高いね。オレはライアンが二人をストーキングする姿を何度も目もく撃げきしている。少女誘ゆう拐かい犯はんは彼で間ま違ちがいないはずだ」

　ミルちゃんとエルちゃんが狙ねらわれている、か。たしかに二人は幼いし、双ふた子ごという点からも目立つ。誘ゆう拐かい犯はんの目には絶好の獲え物ものに見えるだろう。

　そういえば昨日（それに一いち巡じゆ目んめのときも）二人が店を出ていったあと、すぐにライアンは来店した。ソレンスさんの見解が正しいなら、あれは偶ぐう然ぜんでなく尾び行こうをしていたからか。パンを買ったあとの慌あわてた様子も、二人の姿を見失わないために急いでいたのなら納なつ得とくだ。

　だが、それならわざわざ来店するだろうか。外で待機していればいい話だ。入いれ違ちがいで来店すればタイムラグが生じ、見失う可能性が高くなるのはわかるだろう。誘ゆう拐かい犯はんの考えなどわかりたくもないが、あまりにも行動が非効率すぎる。

「オレの情報だと、あの双ふた子ごちゃんはミルクパンが大好物のようだね」

　僕ぼくの疑問を見み透すかしたようにそう言う。

「え、ミルクパンですか？」

「ああ。本人たちに直接聞いたことだから間ま違ちがいないよ。そしてライアンは以前から『ヴィザージュスリアン』に来店した際にミルクパンだけを購こう入にゆうしている。それも大量にね」

「あ……」昨日の光景を思い出す。

「思い当たる節があるところを見ると、昨日ライアンは来店したようだね。……ミルクパンは余っていたけれど」

「ああそれは、僕ぼくが残すように言って……」

　昨日、ライアンが来店したときの状じよう況きようを説明する。

　つまりソレンスさんはライアンが店を出入りしたのかを確認するために、あれだけミルクパンにこだわっていたのか。

　僕ぼくの話を聞き終わると、ソレンスさんの爽さわやかな顔は深刻なものになった。

「なるほど。最近はおとなしく家にこもってる様子だったし、誘ゆう拐かいは諦あきらめたと思ってたけど……。どうやら『ヴィザージュスリアン』が再開したのを機にまた狙ねらっているわけか。おそらく好物で二人の警けい戒かい心しんを解いて連れ去る気だろうね」

「なにか対策は？」

「残念なことに、警察は確たる証しよ拠うこがないと動けないんだ。悔くやしいけれどね」

　アリアやソレンスさんだけでなく、ミルちゃんとエルちゃんの身にも魔まの手が迫せまっている。

　彼女たちの生死がハッピーエンドに関わっているのなら、同時に四人の人間を助けないといけなくなった。まだソレンスさんを助ける方法すら浮かんでいないのに……。

　表情が暗くなっていたのか、ソレンスさんは僕ぼくを元気づけるように笑みを浮かべる。

「そんなに心配そうな顔しないで。大だい丈じよ夫うぶ、オレがなんとかする。そのために警察なかまに無理を言ってライアンの監かん視しを続けてるんだからね。これ以上被ひ害がい者しやを出させない」

　勇ゆう敢かんなその言葉は、未来を知っている僕ぼくにはあまりにも頼たよりないものに思えてしまった。

　もしここで、僕ぼくが見てきたありのままを話せばどうなるだろうか。彼は信じてくれるだろうか。信じてくれたとして、その結果、未来はどう変わるだろうか。

　言葉にする勇気もないのに、そんなことを考える自分がひどく惨みじめに思えた。




　さっき話したことはくれぐれも他言無用で頼たのむよ、もちろんアリアちゃんにも秘密だよ。

　ソレンスさんの言葉に頷うなずき、玄げん関かんを出たところで。

「テルマ？」

　その声に顔を上げると、なぜか通りにはアリアの姿があった。

　腕うでに荷に袋ぶくろを提さげている。どうやら買い物帰りのようだ。まさかここで鉢はち合あわせするとは。タイミングが悪い。

　若じやつ干かん戸と惑まどいながらも、軽く片手を挙げて応える。

「やあアリア、偶ぐう然ぜんだね。今帰り？」

「うん、そうだよ。ここってソレンスさんのお家うちだよね。テルマの用事ってソレンスさんと会うことだったの？」

「うん、昨日ちょっと誘さそわれて……。買い物に付き合えなくてごめん、荷物持つよ」

　肩かたを並べて帰る夕暮れの道。前方に細長い影かげが伸のびる。

「その……テルマはソレンスさんとはどういった関係なのかな？」

　下を向きながら訊たずねてくる。その横顔はどこか真しん剣けん味みを帯びていた。

　やっぱりアリアはソレンスさんのことが好きなのだろう。ただの他人に対する質問でこんな顔はできない。

「ただの友人だよ」

　アリアは「……そうなんだ」と囁ささやくような小さな声で言うと、黙だまってしまった。

　恋の相談とかされたらどうしよう、と内心身構えていたが、そんなことはなく、やがてアリアは顔を上げると話題を変えた。袋ふくろの中を指差しながら、嬉き々きとした様子で言う。

「そうだっ、今日お店で美お味いしそうなハーブティーを見つけたの。あと、それに合いそうなシフォンケーキも買ったんだ。夕食後に食べようねっ」

「う、うん」

　微ほほ笑えむその顔が真正面から僕ぼくを見てきて、思わずドキッとする。

　同時に、彼女の恋愛事情を再確認してしまったことを後こう悔かいした。




　僕ぼくたちは家に戻もどったあと、手早く店内の飾かざりつけを済ませて夕食をとった。

　デザートとして、アリアの買ってきたハーブティーとシフォンケーキをいただいた。蜂はち蜜みつを加えて酸味を抑おさえたローズヒップティーは甘さが控ひかえめのプレーン味のケーキによく合った。

　お風ふ呂ろなどの日常の作業を終え、借りている部屋のベッドに仰あお向むけで寝ねころぶ。

　あっという間に二日目が終わってしまった。それは悪夢と呼べる三日目の始まりと同義だ。

　僕ぼくはハッピーエンドに向かっているのか、それともまたバッドエンドを繰くり返かえそうとしているのか。今の状じよう況きようからでは判断がつかない。

　アリアが殺される危機は回かい避ひできたと思う。あとはソレンスさんだ。できれば今日中に方法を見つけたかったが仕方ない。偶ぐう然ぜんに彼と深く知り合えたことを幸いと思おう。

　明日は途と中ちゆうで仕事を抜ぬけ出ださないといけなく…………。

　自分で思うよりも疲つかれていたのか、考えているうちに眠ねむりに落ちた。
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　暗くら闇やみに染まった瞼まぶたの裏が明るくなる。

　朝日が眩まぶしいな、とぼぉーっとした頭で思いながら目を開ける。

　すると、目前には彼女の顔があった。

　覚かく醒せいした脳がそれを認にん識しきした瞬しゆん間かん、僕ぼくは声を上げた。

「わっ！　お、脅おどかさないでくださいよ！」

　勢いよく上体を起こしてヘッドボードまで下がる。

「べつに驚おどろかしたわけではない。なんとなく観察していただけだ」

「観察って……こんな朝っぱらからやめてくださ…………え……」

　そこで異変に気づく。

　僕ぼくの目の前にいるのはアリアではなく、霧きりヶが峰みねさんだった。

「なんで僕ぼく、現実に戻もどってきてるんだ……？」

　ハッピーエンドどころか、まだバッドエンドにもなっていない物語の途と中ちゆうなのにどうして？

「どうしたテルマ君？　向こうの世界で何かあったのか？」

　僕ぼくの呆ぼう然ぜんとした姿を見て異常に気がついたのか、霧きりヶが峰みねさんが険しい顔で訊きいてきた。

　覚おぼ束つかない口調でわけを話す。

　彼女はしばし黙もつ考こうしたあと、

「なるほど。話を聞くかぎり今回は──」

　こう続けた。

「君が殺された」




　僕ぼくは部屋を出て書しよ斎さいに向かっていた。

　前回と同じで、気分が落ち着いたら私の部屋に来たまえと言われていた。なにか話があるらしい。

『今回は君が殺された。君の死亡＝主人公の存在が消えることもまたバッドエンドだからな。それ以外に本の世界から帰き還かんする理由を私は知らない』

　霧きりヶが峰みねさんにそう断言されて、まさかの展開に啞あ然ぜんとしたし、寝ねている間に犯人の魔まの手が迫せまっていたと想像すると、ぞわっと背筋に悪お寒かんが走った。痛みを感じなかったのがせめてもの救いだ。でなければ今のように精神を保っていられたか怪あやしい。

　書しよ斎さいに着き、声を掛かけて反応がないのを確認してから、ドアを開ける。

「……その姿はなんですか？」

　ソファに座すわっていた霧きりヶが峰みねさんは、鹿しか追おい帽ぼうにケープ付きの外がい套とう、手にはキセル、と某ぼう有名小説の探たん偵ていみたいな姿になっている。

「私は形から入るタイプでね。まぁ気にせず座すわれ」

　言われるまま対面に座すわると、彼女はテーブルに置いてあったルーペを掲かかげる。

「では推理を始めよう！　これまで見聞きしてきたことを話したまえ」
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　姿からして予想していたが、やっぱりそうくるか。なんだかノリノリだな。

　隣となりの部屋からキャスター付きの白いボードを引っ張ってくる時とき任とうさん。やつれた顔からしてお疲つかれのご様子。もしやあの探たん偵てい服ふくを見つけるのに館内中を探し回ったとか。もしそうなら、なんと理り不ふ尽じんなことだ。ほんと心中お察しします。

　僕ぼくの説明どおりに、時とき任とうさんが登場人物の名前と特とく徴ちようをボードに書いていく。







《登場人物》


・アリア

　ヒロイン。パン工こう房ぼう『ヴィザージュスリアン』の店主。他の登場人物全員と面識あり。

・ソレンス

　青年。職業は警察。仮面の男ライアンを監かん視し対象としている。

・ミル、エル

　双ふた子ごの少女。『ヴィザージュスリアン』の常連。ヒロインと仲が良い。ミルクパンが好物。

・ライアン

　不気味な仮面の男。『ヴィザージュスリアン』の常連。もっとも疑わしい人物。

・少女誘ゆう拐かい犯はん

　中央広場の掲けい示じ板ばんに張ってあった手配書の犯罪者。今回の物語の重要人物と思われる。






《物語の概がい要よう》


・ストーリーのジャンルはミステリー。

・期間は三日間。もしくはそれ以上。

・何らかの条件を満たしていない場合、三日目の夕方にヒロインと青年が殺害される。または二日目の深夜以降に主人公が殺害される。

・三つの条件は未いまだ不明。









　霧きりヶが峰みねさんはボードを眺ながめたあと、口を開いた。

「ミステリーということは、物語の中に必ず犯人がいる。おそらく掲けい示じ板ばんにあったという少女誘ゆう拐かい犯はんがそれに当たるだろう。そしてテルマ君は仮面の男が怪あやしいと睨にらんでいる。その理由は何かな？」

　一番は、一いち巡じゆ目んめの三日目、アリアとソレンスさんの殺害現場にいたからだ。礼装用の手て袋ぶくろには血に触ふれた形けい跡せきがあった。彼が犯人でなくその場に居合わせただけならば、あんなに真っ赤に染まるはずがないし、あそこまで冷静でいられるはずもない。二人を殺害した犯人だと考えるのが妥だ当とうだろう。

　もう一つは、ミルちゃんとエルちゃんをストーキングしていたというソレンスさんの目もく撃げき証言。僕ぼく自身、思い当たる節があることから誤った情報ではないと思う。

「そのソレンスという青年は警察という話だが、信用に値あたいする人物なのか？」

　性格は元より、一いち巡じゆ目んめの被ひ害がい者しやだし、監かん視しして恨うらみを買っていると仮定すれば辻つじ褄つまは合う。

　霧きりヶが峰みねさんはソレンスさんを疑っているのだろうか。

「私は基本的に他人を信用しない質たちだ。その上、顔を合わせてもいない相手を疑うなというほうがおかしい。今の段階では登場人物すべて犯人の枠わくから除外できない」

「登場人物すべてって……さすがにミルちゃんとエルちゃんは外しましょうよ……」

　あんな小さい子に犯罪を犯おかせるわけがない。

　霧きりヶが峰みねさんは軽けい蔑べつするようにフンッと鼻を鳴らす。

「君が過ごしたのは本の中の世界なんだ。現実とはわけが違ちがう。その少女たちも魔ま法ほうか何かで姿形を偽いつわっているだけで本当は欲に飢うえるケダモノかもしれんぞ」

「まさかそんなことは……」

「まぁミステリーにそのような不可思議な力を登場させるなんて愚ぐ行こうだがな。可能性としては一にも満たないが、ゼロではないということだ。常識は通じず、偶ぐう然ぜんは必然となる世界。広い視野で物事を見ろ。全ての者を疑ってかかれ」

　僕ぼくは人を信用しすぎなのだろうか。だけど信用しないことには前に進めないと思う。広い視野というのはごもっともだが、なんでもかんでも疑いを向けるのは間ま違ちがっている。とても口に出して反論する気はないけど。

「では、仮面の男を犯人だと仮定して話を進める。結末の相そう違いについて考えよう」

　一いち巡じゆ目んめと二に巡じゆ目んめの異なる点。

　一日目のライアンが来店した際、その場に僕ぼくもいたこと。ソレンスさんがミルクパンを買えたこと。

　二日目のアリアとの買い物を断り、ソレンスさんと彼の自宅で会話をしたこと。ぐらいか。

「自分が殺される理由に心当たりは？」

「ありませんよ。強しいて言うならミルクパンの量を減らしたことですけど、いくらなんでもその程度で……」

「他人の感情なんてものは容易に推おし量はかれるものではないよ。君にとっては小さなことでも、相手にとっては違ちがうかもしれない」

　そう言って、ビシッと時とき任とうさんを指差す。

「例えば、今、私は時とき任とうに殺意を抱いだいている。なぜだかわかるか？」

「いえ、わかりませんけど……」

「お菓か子しがない」

「は？」

　確かにテーブルには何も用意されていない。まさか時とき任とうさんが忘れるわけがないだろうし。

　だいぶ顔色が回復した当人のほうに顔を向けると、理由を教えてくれた。

「向こうの世界で過ごしていらした小こ樟このぎ様には、長い時間が経過したように感じられると思いますが現実では十五分も経っていません。端たん的てきに言って間食が過ぎる。それに昼食前ですし」

　霧きりヶが峰みねさんが目を細める。

「……今、君は『え、そんなことで？』とか思っただろう」

「い、いやぁ……」

「そしてたった今、その私の崇すう高こうなる考えを軽かろんじた君にも殺意がわいた」

「え」

「……というのは冗じよう談だんだがね。つまりはちょっとした言動、仕草、意見の不ふ一いつ致ちだけでも他人の気分を害する十分な理由になり得るわけだ。自分を基準にして物事を考えるのはやめたまえ。時とき任とうも、早くお菓か子しを持ってこい」

「嫌いやです。それとこれとは話が別ですので」

　チッと舌打ちをして不服を表す館の主あるじ。なんとも大人げない。

「話を戻もどす。二つ目は青年との会話か。考えられるのは、仮面の男がその会話を盗とう聴ちようしていて君を警察の協力者だと認にん識しきし、余計なことを拡散される前に口くち封ふうじのため殺した。青年との会話の最中、誰だれかに見られている気配は感じなかったか？」

「特にはなにも。大声で話していたわけでもないですし。……あれ、そういえばあの時……」

「なにか心当たりがあるのか？」

「あ、いえ。それとは関係のない話なんですけど。一いち巡じゆ目んめの三日目、僕ぼくがソレンスさんの家に行ったとき、ノッカーを叩たたいて大声で呼びかけたんです。でも何も返事がなかったなと思って……」

　あのとき、家の中にはライアンがいた。一度だけでなく、玄げん関かんのドアを開けて中に呼びかけたのだ。僕ぼくの声は届いていただろう。

　しかしライアンは僕ぼくの姿を見るまで僕ぼくの存在に気がついていない様子だった。あれだけ大声で呼びかけたにもかかわらず。やっぱり変だ。パンを買うときにアリアとは普ふ通つうに話していたから聴ちよう力りよくに問題があるとは思えないし。

　その疑問に対する答えは時とき任とうさんから返ってきた。

「その青年の家は、防音加工がなされていたのではないですか？」

「防音ですか……なるほど、その発想はなかったですね」

「警察の方なのでしたら、盗とう聴ちよう関係には一層警けい戒かいを払はらうでしょう。この館内にも防音設備が整った部屋があるので少々詳くわしいのですが、防音にはグレードがありまして、最高ランクであれば内部の音はもちろん外部の音も完かん璧ぺきに遮しや断だんします」

　だからライアンは部屋のドアを開けるまで気づかなかったのか。それならソレンスさんが僕ぼくを家に誘さそった理由も納なつ得とくできる。

　僕ぼくたちの会話は外に漏もれていない。つまりソレンスさんとの会話が原因ではなかったということか。

　二つとも僕ぼくが殺される理由としては弱い。では一体なにが要因となったのか。

「あとは……テルマ君、正直に答えろ。ヒロインに変なことはしていないな？」

「……霧きりヶが峰みねさんは僕ぼくを何だと思っているんですか……？」

「君はヒロインのことが好きなのだろう？　君の年とし頃ごろであれば、ちょっかいを出しても不自然ではないからな。何度でもやり直せる特とく殊しゆな状じよう況きようが君の隠かくされた本能を刺し激げきし自制心を失わ……」

「本当に怒おこりますよ。た、たしかに好意がないといえば噓うそになりますけど、僕ぼくは彼女を助けるために本の世界に行っているのであって、自分の欲望を満たすためでは断じてありません！　……それにアリアはソレンスさんのことが好きみたいだし」

　最後に呟つぶやいた言葉を耳みみ聡ざとく拾われる。

「なに、そうなのか？　本人が言ったのか？」

「いえ違ちがいますけど。でもなんとなくソレンスさんに会う時のアリアはいつもより明るいっていうか、嬉うれしそうというか……ソレンスさんのほうはそういう気はないみたいですけど」

「ヒロインの片想いか。ふむ……」

　無情にもボードに書き足されていく、アリアからソレンスさんへの矢印＋ハートマーク。

　感傷に浸ひたる僕ぼくなど視界に入っていないかのように、霧きりヶが峰みねさんはこれまでの考察をぶつぶつと呟つぶやいていた。

　もしかしてこれは、いわゆる推理モードってやつか。なんだかミステリアスな雰ふん囲い気きや服装も相あい俟まって、霧きりヶが峰みねさんが本物の名めい探たん偵ていっぽく見えてきた。これは期待できそうだ。

　程ほどなくして彼女はあごに当てていた手を離はなし、「なるほどな」と呟つぶやく。

　本当に解け────




「──さっぱりわからん！」




「…………いやわかんないんですか!?　なるほどって何を納なつ得とくしたんですか！」

「私ではハッピーエンドを迎むかえるのは不可能だなと。お手上げだ」

「そんなに簡単に諦あきらめないでくださいよ！」

「私は実際に登場人物たちに会ったわけではないんだ。又また聞ぎきだけでは推理のしようがない」

「だったら、霧きりヶが峰みねさんが本の世界に行って確かめればいいじゃないですか！」

　今いま更さらだが、誰だれでも本の中に入れるのであれば、霧きりヶが峰みねさんや時とき任とうさんが主人公でもいいじゃないか。僕ぼく一人の視点で獲かく得とくした情報を伝えるより、自分達の目で確かめたほうがリアルに物事を考えることができると思うし。

「それで事が済めば、わざわざ君を雇やとうことはしていない。過去に一度試ためしに行ったが、誰だれにも会うことなく、目覚めてほんの数分で意識が眩くらみ、現実に戻もどされた。経験則からするに、アンフィニシュトの書は成人した者を主人公と認めないらしい。これはヒロインが少女なのが所以ゆえんだろう」

　つまり本の世界に入ることは可能だが、ストーリーを進めることはできないということか。募ぼ集しゆう要よう項こうに年ねん齢れいを定めていたのは、そういう理由があったからか。

「私達は君の言葉だけを当てにして推理を進めなければならない。しかし君はあの世界にまだ二回しか向かっていない。不確定要素が多すぎる。＝さっぱり、諦あきらめよう、だ」

　そもそもミステリーはあまり好みじゃないしな、と本当に諦あきらめムード。じゃあ形から入った意味は何だったんですか……。

　彼女は腕うでを組む。

「主人公は君だ。私ではない。テルマ君は今までどおりハッピーエンドを目指せ。以上だ」

　ここまできて丸投げ。散々ダメ出ししておきながら結局自分のやりたいようにやれ？　掌てのひら返がえしが過ぎるだろう。あまりの自己中に怒いかりを通とおり越こして呆あきれてしまう。

　霧きりヶが峰みねさんは探たん偵てい帽ぼうを投げ捨てる。

「ふむ。やはり素しろ人うとに探たん偵ていの真ま似ね事ごとは難しかったな」

　でしょうねっ！














五章　繰くり返かえされる物語









【三さん巡じゆ目んめ】

　一日目。生き地じを捏こねる手を止めずに考える。

　霧きりヶが峰みねさんを当てにはできなくなった。そもそも僕ぼくの仕事なんだし、頼たよるのは筋すじ違ちがいか。

　二に巡じゆ目んめで僕ぼくは殺された。今回はそれを逆手に取る。わざとこちらに殺意を向けさせれば、僕ぼくを殺すまで他の人を標的にすることはないはずだ。自ら敵を呼び寄せるのは恐おそろしいが、襲しゆう撃げきしてくるのが二日目の深夜以降だとわかっていれば対処もできる。

　今日は二に巡じゆ目んめと同じ行動をとった。




　二日目。ライアンの家のまえでソレンスさんと会い、家にお呼ばれする。

　ストーリーが変わらないように前と同じ会話をしたあと、時とき任とうさんの考えが正しいか確認してみることにした。

　ソファから立ち上がって窓に歩み寄る。

「どうしたんだい？」

「いえ、さっき誰だれか通ったような気がして。今いま更さらですけど、もしライアンが近くにいて、僕ぼくたちの会話を聞いていたらまずくないですか？」

「その心配はないよ。この部屋は防音だからね。外がい壁へきに張りついたって聞こえやしないよ」

　どうやら時とき任とうさんの読みは当たっていたようだ。

　盗ぬすみ聞ぎきはできない。だったらなんで僕ぼくに狙ねらいを定めて……。

　ふと、窓まど際ぎわにある写真立てに視線がいった。

　前まえ倒だおしになった写真立て。窓に近づいたときに倒たおしてしまっただろうか。

「ああそれは、わざと見せないようにしてあるんだ」

　ソレンスさんは僕ぼくの目線に気づいたらしい。

「わざと？」

「変だよね。写真立てに入れてまで飾かざってあるのに、肝かん心じんの顔を見せずに伏ふせてあるなんて。でも戸と棚だなの中にしまっておくのも違ちがうかなって思ってね」

「見せてもらってもいいですか？」

　物語のキーアイテムかもしれない。どんなに小さなことでも確認できるならしておいたほうがいいだろう。

　ソレンスさんは「べつにただの普ふ通つうの写真だよ」と言いながらも了りよう承しようしてくれた。

　お礼を言って写真を見る。

　そこには三人の男性が写っていた。深緑の巨木を背景に、ソレンスさんを真ん中にして肩かたを組み合っている。三人の顔には人生を謳おう歌かしていることが窺うかがえる満面の笑みが浮かんでいた。

「ご友人ですか？」

「うん。もういないけどね」

「いない？　どこかに引ひっ越こされたんですか？」

「ううん。二人ともこの世界のどこにもいない。……ひと月前に殺されたんだ。少女誘ゆう拐かい犯はんにね」

「────!?」

　突とつ如じよ出た新たな事実に驚おどろき、記き憶おくを引っ張りだす。

　ひと月前。たしか少女誘ゆう拐かい犯はんの手配書には男性二人を殺害と書かれていた。まさかその二人がソレンスさんの友人だったなんて。

「すみません、そうとは知らずに失礼な質問をしてしまって……」

「気にしないでくれ。もう気持ちの整理はついてるから」

　気き丈じように笑うソレンスさん。しかし最近の事件だ。写真立てを伏ふせていることからしても瘦やせ我が慢まんしているのは明白だ。

　彼は過去を懐なつかしむように、あるいは取とり戻もどせないものを悔くやむように写真に視線を向け、悲しく微ほほ笑えむ。

「二人とは少年の頃ころからの付き合いでね。昔っからバカバカしく笑い合ってた記き憶おくが大半を占しめるよ。不思議とケンカをしたことはあまりなかったな。新しいおもちゃを見つけたときは、奪うばい合あわず交代交代に使うほどオレたちは仲が良かったんだ」

　そこで言葉を切り、「なのにオレのせいで……」後こう悔かいの念をまざまざと感じさせるように膝ひざの上で拳こぶしを固く握にぎりしめる。

「犯人は警察官のオレを疎うとましく思っていたんだろうね。二人が殺害された当日、オレたちは三人で集まって小さな宴えん会かいを開いていたんだ。途と中ちゆうオレが外に買い出しに向かって帰ってきたら、二人は血の海に沈しずんでいたよ。……オレはただその場に佇たたずんで、叫さけび声ごえを上げることしかできなかった」

　その光景は容易に想像できた。気持ちも、痛いほどに理解できた。

「不ふ甲が斐いない自分に腹が立った。もっと警けい戒かいするべきだったんだ。そうしていれば二人は……」

　だから今、警察の仲間に無理を通してでも少女誘ゆう拐かい犯はんを捕つかまえることに執しゆう心しんしているのか。

　三さん巡じゆ目んめにして初めて、彼の心の中がわかったような気がした。

　ソレンスさんは話題に区切りを付けるように息をついた。

「なんだか愚ぐ痴ちっぽくなったな。ごめん、聞いていて気持ちのいい話じゃなかったね」

「いえ……訊たずねたのは僕ぼくですし、気にしないでください」

　それにソレンスさんが信用に値あたいする人物だということがわかったのは大きな収しゆう穫かくだ。

　いくら未来を知っているからといって、僕ぼくの力だけでライアンを取とり押おさえることは難しいだろう。できるなら彼かれの協力を得たい。

「ソレンスさん。僕ぼくの話を聞いてもらえますか？」

　彼が頷うなずいたのを確認してから、意を決して、これまでに自分が見てきたものを話した。

　アリアとソレンスさんが殺された一いち巡じゆ目んめ、僕ぼくが殺された二に巡じゆ目んめの結末を。

　全ては話さなかった。実は何度も会っているなんて話がややこしくなるだけだし、一つ一つの経けい緯いをあまさず説明するには僕ぼくの記き憶おく力りよくが怪あやしい。だから未来を経験してきたのではなく、僕ぼくには断だん片ぺん的てきな予知能力があることにした。

　十分に得体が知れなくて不ふ審しんがられる危険性もあったが、すぐにいい案が浮かぶほど僕ぼくは秀しゆう才さいじゃない。現実とは違ちがう世界だし、そういう特とく殊しゆな能力を持つ種族がいてもおかしくないだろう。うん、大だい丈じよ夫うぶだ……たぶん。

　話をしている間、ソレンスさんはずっと無言だった。疑問を挟はさむこともからかうこともせずに僕ぼくの言葉に耳を傾かたむけていた。

　話が終わっても、黙だまって何かを考えている態度だったが、しばらくして沈ちん黙もくを破った。

「なるほど。なんとなく事情はわかったよ」

「信じてくれるんですか……？」

　こんなにもあっさりと受け入れてくれたことが不思議だった。信じてもらうには時間が掛かかるだろうと思っていたけど。

「正直に言うと、オレはその手の話に懐かい疑ぎ的てきな意見だけど……なんでかな、君の言っていることは噓うそでない気がするんだ。それにオレだけでなく、君やアリアちゃんも被ひ害がい者しやとして名前に挙がってる。とても無視することはできない」

　もう自分の失態で誰だれかを失うのはこりごりだ。そう言って、意志の漲みなぎった瞳ひとみをこちらに向け、手を差し出す。

「オレも協力する。いや、させてくれ。二人でライアンの策略を阻そ止ししよう」

　その正義感に満ちた言葉は、じんわりと僕ぼくの心を温めた。

　ようやく、誰だれかを頼たよることができる。胸に巣食っていた孤こ独どく感かんが消えた。

　僕ぼくは感謝の意を込めながら、その手を握にぎり返かえした。




『ヴィザージュスリアン』二階の借り部屋。

　僕ぼくは部屋の窓に張りついて玄げん関かん前まえの通路を見る。

　ソレンスさんにはライアンの監かん視しの強化をお願いした。自宅周辺を警察官である彼が見回りしていれば、ライアンも迂う闊かつに出歩けないだろう。『ヴィザージュスリアン』に近づかせなければ三日目の朝を迎むかえられるはずだ。

　念のため、キッチンから果物ナイフを持ってきている。護身用だ。もし犯人が来ても振ふるうつもりは毛頭ないが、威い嚇かくにはなるだろう。

　今日は寝ねずの晩だ。この前みたいにむざむざ殺されてたまるか。

　絶対に明日を迎むかえてみせる。




　三日目。

　身が震ふるえるような肌はだ寒さむさを感じて、瞼まぶたを開ける。

　固い床ゆかの感かん触しよく。体の節々が痛い。

　どうやら気づかないうちに眠ねむってしまっていたようだ。同じ過あやまちを繰くり返かえすなんてマヌケにもほどがある。

　しかし、まだ本の中の世界だ。ソレンスさんの監かん視しが功を奏したらしい。

　無事に三日目を迎むかえられてホッとしたのも束つかの間ま、一いち巡じゆ目んめどおりであれば夕方に二人は殺されてしまう。またソレンスさんと会って打開策を考えなければならない。

　身み支じ度たくを整え、廊ろう下かに出る。一階に向かおうとしたところで、アリアの自室のドアが開けっ放しになっていることに気づく。

　嫌いやな胸むな騒さわぎがした。

　急いで部屋の中を覗のぞくと。

「────なんで……」

　よろめく足で彼女の元へと向かう。

　アリアはベッドにいた。ベッドの上で死んでいた。

　必死に抵てい抗こうしたように髪かみや服は乱れ、光をなくした瞳ひとみは涙なみだで濡ぬれて腫はれていた。両手で首を絞しめられたのだろう、首には内出血のような赤い手の痕あとがあった。寝ね込こみを襲おそわれたのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　僕ぼくはその場に膝ひざから崩くずれ落おちた。

　むごすぎる。か弱い少女をこんなに一方的な力で……。

　すぐそばの床ゆかには変えられない未来を嘲あざ笑わらうように、不気味な仮面が落ちていた。




【四よん巡じゆ目んめ】

　ライアンが犯人だと確定した。問題はアリアやソレンスさん、自分の身をどう守るかだ。

　二に巡じゆ目んめでは僕ぼくが（もしかしたらアリアも）殺され、三さん巡じゆ目んめではアリアだけが殺された。

　結末が違ちがう。二つの相そう違い点てんはソレンスさんに話した内容くらいだ。

　防音は確認済みだから外には聞こえない。だが、家の中に盗とう聴ちよう器きが仕し掛かけられていて会話が筒つつ抜ぬけになっていた可能性がある。

　三さん巡じゆ目んめと同じ順序を経てソレンスさんの自宅にお邪じや魔ました際、盗とう聴ちよう器きの危険性を示し唆さしたが。

　ソレンスさんは盗とう聴ちよう対策には相当の自信があるようで「その心配はない」と断言した。

　それが本当だとすれば、別の相そう違い点てんがあるということになるが……。同じ順序を辿たどったと、僕ぼくが勘かん違ちがいしている部分があるのか。

　しかしこのままでは僕ぼくかアリア、もしくはその両方が殺されてバッドエンドだ。

　この前だってかなり怪あやしい僕ぼくの素す性じようを信じてくれたし、また協力を仰あおいでみることにした。

　ソレンスさんは真しん摯しに耳を傾かたむけてくれた。アリアが標的にされている。そのことを搔かい摘つまんで話し終えると、彼は悩なやんだ様子のあと、自ら警備を申し出てきた。

　断る理由はない。頼たのもしいかぎり。僕ぼくは頭を下げてお願いした。

　買い物から帰ってきたアリアは、ソレンスさんが家にいることに驚おどろきを隠かくせない様子だった。

　相談もなしに家に招いたことを詫わびる。今夜はソレンスさんを泊とめてほしいことを伝えると最初は戸と惑まどっていたアリアだったが、やがて了りよう承しようしてくれた。

　どこか嬉うれしそうな表情の彼女を見て、また胸がチクリとした。

　ソレンスさんとの関係は友人ということにしてある。無用な心配は掛かけたくなかったから。

　その日は、ソレンスさんも加わった賑にぎやかな夕食時間を過ごした。

　それぞれが自分の部屋に散ったあと、ソレンスさんが僕ぼくの部屋を訪たずねてきた。

　ライアンが襲しゆう撃げきしてきた時の役割の確認をする。僕ぼくがアリアを避ひ難なんさせ、ソレンスさんがライアンを取とり押おさえる。

　彼は必ず守ってみせると言って、部屋をあとにした。

　──三日目の朝。

　僕ぼくは自分の馬ば鹿かさ加減に嫌いや気けが差していた。

　昨日の夜、脳内でシミュレーションしていたら、また知らぬ間に眠ねむってしまっていた。

　これでは三さん巡じゆ目んめと同じ……。

　嫌いやな予感は的中した。

　二人とも部屋にいないので、一階に下りてみると。

　逃にげる途と中ちゆうだったのか、それとも僕ぼくに助けを求めようとしていたのか。階段のほうに向かうように這はいずった形けい跡せきを残したアリアが血まみれで死んでいた。奥おくのほうには同じような姿勢でソレンスさんが倒たおれていた。

　その横には刃はの部分が真っ赤に染められたナイフと。

　まるで犯行声明のように、またあの不気味な仮面が落ちていた。




【五ご巡じゆ目んめ】

　僕ぼくは徹てつ夜やの決意とは裏腹に、三度も眠ねむ気けに襲おそわれた。やっぱり偶ぐう然ぜんとは思えない。

　本の中の世界は現実とは違ちがう。霧きりヶが峰みねさんの言うように、科学では証明できない未知の力がこの世界には存在するのだろうか。

　記き憶おく違ちがいでなければ、一いち巡じゆ目んめでは眠ねむ気けがやってくるどころか寝ね付つけないほどだった。

　これがライアンの力だと仮定する。一いち巡じゆ目んめの一日目でライアンが来店した際に、僕ぼくは工こう房ぼうにいたから顔を合わせていない。二に巡じゆ目んめ以降は会っている。その時に魔ま術じゆつ的てきなものを掛かけられたのだろうか。

　なんにせよ、それが不確かな状じよう況きようでは彼女を守れない。

　だから今回は少し強ごう引いんな手に出てみる。

『ヴィザージュスリアン』から離はなれるのだ。そのあとは事情を知っているソレンスさんの家に行って匿かくまってもらおう。誰だれも死なせずに三日目の朝を迎むかえるにはその方法しかない。

　二日目の深夜前、アリアに提案する。

　少し近くまで出で掛かけてみないかな。夜中の街並みも見てみたいから。

　しかし明日もパン屋の仕事があるからとアリアは乗り気ではない。

　それでもなお、お願いし続けたが。

「テルマは何をそんなに慌あわててるの？」

　言えるわけがない。君が殺されるなんて口が裂さけても。

　結局、彼女が首を縦に振ふることはなかった。

　三日目の朝を乗のり越こえられるよう願ったが、変わらず眠ねむ気けはやってきて──。

　祈りむなしくも、次の日、彼女は死体で発見された。




【六ろく巡じゆ目んめ】

　ソレンスさんを頼たよってもダメ。アリアを外に連れ出すのもダメ。あとはライアン自身をどうにかするべきだが、彼は二日目以降ずっと家にこもっているので手が出せない。

　考えている間にも時は進み、二日目の夜を迎むかえる。

　アリアが自室に入ったあと、苦肉の策として、玄げん関かん前まえに棚たなや机を置いて簡易のバリケードを作った。

　しかし無む駄だな足あ搔がきだったようで結末は変えられず、僕ぼくは殺された。

　彼女の死体を見ずに済んでよかったと、心の片かた隅すみで安あん堵どしている自分が笑えるほど情けなかった。




【七なな巡じゆ目んめ】

　今回は失敗する気で臨のぞんでみる。

　花の丘おかでアリアと出会ったとき、パン屋の手伝いを拒きよ否ひした。彼女の懇こん願がんを撥はねつけるのはとても心苦しかったけど、仕事をしながらでは時間が足りない。もっと徹てつ底ていしてライアンのことについて調べないと。

　しかし、街の中のどこを探しても登場人物に出会えなかった。

　どうやら『ヴィザージュスリアン』が開店しないことには物語が動き出さないらしい。

　条件の一つはアリアの仕事を手伝うことで決まりだ。いい収しゆう穫かくだった。

　…………。

　二日目を迎むかえることなく、僕ぼくは意識を失った。




【八はち巡じゆ目んめ】

　またダメだった。

　彼女の死体を見るのはこれで何度目だろう。僕ぼくは何のためにこの世界に来てるんだ。

　自分の存在意義が薄うすれていく。




【九きゆう巡じゆ目んめ】

　誰だれにも相談できない。唯ゆい一いつ、ソレンスさんだけが僕ぼくの話を信じてくれるけど、何度も同じ会話をするのはつらい。

　そのたびに思い知らされる。僕ぼくは主人公にはなれないのだと。




【十じゆう巡じゆ目んめ】

　また……また……っ！　バッドエンドバッドエンドバッドエンド……っ！




【??巡じゆ目んめ】

　もう何なん巡じゆ目んめなのかもわからない。

　彼女の笑顔を見るのが苦しい。この世界から逃にげたい。なにもかも放り出したい。

　でもそれは彼女を見捨てることと同じだ。記き憶おくは消えない。ハッピーエンドを迎むかえるまで、僕ぼくは歩き続けなければならない。……………………もういやだ……。
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　現実世界に戻もどってきた。また。

　ゆっくりと体を起こしてベッドに座すわり、棚たなに置いてあったメモ帳とペンを手に取る。

　これには今までの経けい緯いを書いている。自身の行動、その結果、話した内容など。

　空白部分にペンを当てる。しかし手は動かない。もう書き記す情報がなかった。

　何度も何度も何度も向かった。様々なことをした。でも事態は好転しなかった。どうやったってアリアは殺された。ソレンスさんは殺された。僕ぼくは殺された。助かる道が、可能性が一つずつ閉ざされていく。

「……っ」

　くしゃっと音を立ててメモ帳が捩ねじれる。

　だが立ち止まるわけにはいかない。諦あきらめてしまえば彼女の物語は動きを止め、一生完結しない。

　僕ぼくがハッピーエンドにしてあげるんだ。悩なやんでいる暇ひまはない。

　次は何をすればいいんだろう。犯人はわかっているのだ。いっそのこと、ライアンを────

「テルマ君」

　天てん蓋がいのカーテンを開く音とともに、名前を呼ばれる。

　顔を上げると、そこには霧きりヶが峰みねさんが立っていた。いつの間に部屋に入ってきたのか、それとも最初から部屋にいたのか。まぁどうだっていいことだけど。

　霧きりヶが峰みねさんはこちらに近づいてくると、僕ぼくの右みぎ隣どなりに腰こし掛かけた。そして、僕ぼくの顔をまじまじと見たあと、告げた。

「今日はもう終わりだ。家に帰れ」

「まだ時間はあります。次こそは……」

　言い終わるまえに、霧きりヶが峰みねさんの右手が素す早ばやく動くのを視界の端はしに捉とらえる。

　また強きよう烈れつなデコピンが来ると反射的に目を閉じたが、痛みは一向に訪おとずれない。おそるおそる目を開けると、彼女は僕ぼくの眼前にあるものを突きつけていた。

　それは手鏡だった。

　自分の顔が映る。憔しよう悴すいしきった顔が。

　こんな酷ひどい顔をしていたのか。そういえばアリアに心配される回数が増えていたように思う。

「わかったか。これ以上はもう君の精神が持たない。雇やとい主ぬしとしては看過できない。数日間は向こうの世界に赴おもむくことを禁止する」

「そんなっ！」

「命令だ。反論は認めない。それにその状態ではいくら頑がん張ばったところでハッピーエンドは迎むかえられないよ。君はヒロインを何度も殺したいのか？」

　その言葉は実体を持った刃やいばのように、僕ぼくの胸を深々と突つき刺さした。

　僕ぼくのせいでアリアは無用な死を何度も繰くり返かえしている。記き憶おくが無いといってもその事実に変わりはなかった。

「…………わかりました」

　釈しやく然ぜんとしない胸のうちのまま、僕ぼくは自転車を走らせて家路についた。
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　次の日。

　僕ぼくは普ふ段だんどおり登校した。

　久しぶりに感じる教室。本の世界は現実よりも時の進みが早い。僕ぼくにとっては数ヶ月ぶりくらいになる。

　昨日、家に戻もどって休んだら多少は顔色が良くなった。心のほうは依い然ぜんすっきりとしないけど。

　自分の席に座すわって、黒板の上にある時計を見る。

　朝のホームルームまではまだ結構な時間があった。生徒の姿もまばらだ。

　一人きりで家にいると、どうしてもアリアのことを考えてしまうので早めに登校したのだが、会話する相手がいなければ意味がない。

　友達がいないことを嘆なげいていたとき。

「あれ、今日は早いんだな輝てる馬ま。なにか用事でもあったのか？」

　いつの間にやら後ろに伊い勢せ山やまくんがいた。ちょうど教室に入ってきたところらしい。首にタオルを下げている。

「うん、ちょっとね。伊い勢せ山やまくんは朝練？」

「ああ。朝は何もやることないし、どうせ時間が余るなら練習に費ついやしたほうがいいと思ってな。……それにしても疲つかれたぁー寝ねみぃー」

　自身の席に座すわり、だらりと机に体を預ける。汗あせを搔かいているあたり練習を終えたばかりのようだが、一体どれだけ早朝に登校したのか。やっぱり有段者になれるくらいだし、伊い勢せ山やまくんは努力家だ。

　彼は顔だけをこちらに向けて訊きいてくる。

「そういえば、バイトのほうはどうだった？」

　一いつ瞬しゆん返答に詰つまったが、「……うん、思ってたより大変だったかな」と苦笑いで答えた。

　本当に想像の何十倍も辛つらい内容だった。本の中の登場人物といえど、一人の女の子の人生を幸せにするなんて、今いま更さらながら僕ぼくには荷が重すぎる仕事だ。

　だから今こんなにも気が塞ふさぎ、苦く悩のうしている。

「なんか悩なやみがあるなら聞くぞ。だからって俺おれに何ができるかはわかんねえけどな」

　伊い勢せ山やまくんは机から体を離はなし、少し改まった様子でこちらに向き直る。どうやら気き遣づかわれるほど暗い顔をしていたらしい。

　せっかくそう言ってくれることだし、心情を吐と露ろしたい気持ちに駆かられるが、僕ぼくが経験してきたのは漫まん画がやアニメのような出来事だ。そのまま話しても素す直なおに受け入れてもらえるとは思えない。

　なので、虚きよ実じつを交えて話すことにした。

「同どう僚りようの女の子のことなんだけど……」

　そう言うと、伊い勢せ山やまくんは意外そうに眉まゆを上げる。

「仕事内容のほうじゃないのか。輝てる馬まがその手の話を持ち出すなんて珍めずらしいな。恋の悩なやみかぁ。そんなに可か愛わいい子なのか？」

「ち、違ちがうっ……くもないけど……」

「照れるな照れるな。それで続きは？」

　なんだか話の方向が若じやつ干かん狂くるったような気がしたが、ここまできて話さないわけにはいかない。

「えーと、彼女は誰だれに対しても笑顔で、とても思いやりのある人なんだ。会ったばかりの僕ぼくに対しても友好的に接してくれて、おかげで慣れない環かん境きようにも不安を感じずに済んだ。でも仕事をしているうちに、彼女のことをよく思っていない人がいることに気づいて……」

「嫌いやがらせを受けてるとかか？」

「まぁそんなとこかな。それでどうやって助けてあげればいいのか悩なやんでるんだ」

「誰だれの仕業かはわかってるのか？」

「うん。でも直接やめろとも言えなくて」

「うーん、この手の問題は下手に刺し激げきすると過激になるもんなぁ」

　伊い勢せ山やまくんは腕うでを組んで悩なやみこむ。その様子から真しん剣けんに考えてくれていることが窺うかがえた。

　もし、と思ってしまう。もし僕ぼくの立場に伊い勢せ山やまくんがいたならどういう行動を取っただろうか。

　僕ぼくと違ちがって社交性があるからアリアや他の人達ともいい関係を築けただろうし、パン屋の仕事もすぐに覚えて繁はん盛じように貢こう献けんしただろう。僕ぼくが考えもしない方法でみんなを助けただろうし、三つの条件だってすぐに解明して彼女をハッピーエンドに導いただろう。

「……僕ぼくは何もできずにいるんだ。僕ぼくには何の取とり柄えもないから。きっと伊い勢せ山やまくんだったら悩なやむことじゃないんだろうけど」

　ここまで深く思おもい煩わずらっているのは、僕ぼくが情けないせいだ。

「それは違ちがうと思うぜ、輝てる馬ま」

　しかし、伊い勢せ山やまくんは言下に否定した。

「今その子のことを思って苦心しているのはお前だ。俺おれじゃない。それに俺おれだったら悩なやむ以前に自分には関係ないことだって放っておくと思うしな」

「それはないよ。現に今、僕ぼくの悩なやみを真しん剣けんに聞いて考えてくれてるし」

「お前は俺おれのことを過大評価してるんだ。俺おれが自分の体てい裁さいのためにいい顔をしているだけとか思わないのか？」

「うん。まったく思わないけど」

「……そう言い切れるところがすごいな。輝てる馬まは優やさしすぎるんだよ。人を信用しすぎるというか、他人を尊重しすぎるというか。まぁそれが輝てる馬まの取とり柄えでもあるんだけどな。要するに他人と比ひ較かくし始めたらキリがねえって話だ。輝てる馬まには輝てる馬まの良さがちゃんとあるだろ」

　伊い勢せ山やまくんの言葉が、記き憶おくの中にある彼女の言葉と重なった。

『テルマにはテルマしかない良さがちゃんとあるんだから』

　僕ぼくはまだ自分のそれを理解できていない。二人の言葉を疑うわけではないが、本当にあるのだろうか、僕ぼくの良さなんて。

「話が脱だつ線せんしたな。それで思ったんだけど、その子の気持ちはどうなんだ？　ちゃんと話はしたのか？」

「え、話ってなにを？」

「その子は嫌いやがらせに対してどう思ってるかってことだよ。確かに訊ききにくいことだけど、まず彼女とその嫌いやがらせしているヤツの関係について知らないことには助けられないだろ。第三者が独りで動いても、二人の間にある根本的な問題を解決しないことには嫌いやがらせは終わらない」

　伊い勢せ山やまくんは問いを繰くり返かえす。

「一度でも彼女と真正面から話し合ってみたか？」

「……あ」

　思い返せば、アリアと交わした言葉はどれも他愛のないものばかりだ。教会で育ったことやパン屋を始めたきっかけなどの過去の話は聞いたものの、現在の彼女の話は聞いていない。

　みんなを守ることで精せい一いつ杯ぱいだったから心に余よ裕ゆうがなくて、彼女と向き合うことをしなかった。

　僕ぼくはアリアについてほんの少ししか知らないんだ。知った気になっていただけなんだ。

　暗あん澹たんとしていた心が晴れた気持ちになる。こんな簡単で大事なことに気づかないなんて、僕ぼくは本当に大バカ野郎だ。

「ありがとう、伊い勢せ山やまくん。おかげで自分のやらなくちゃいけないことがわかったよ」

　素す直なおに感謝を伝えると、伊い勢せ山やまくんは照れたように頰ほおをかく。

「そこまでお礼を言われるほど、大したことを言ったつもりはねえんだけどな。……ま、元気になってくれてよかったよ」

　そして相そう好ごうを崩くずし、いつものように僕ぼくの背を押おしてくれる。

　ほどほどにガンバレ、と。
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　まだあの世界でやるべきことがある。彼女が何を見て何を思い、今を生きているのかを知る必要がある。彼女と話さなければならない。

　学校が終わってすぐに帰宅し、荷物を放り投げて私服に着き替がえたあと、急いで家を飛び出す。悪いと思いつつ妹の電動自転車を無断拝借して霧きりヶが峰みね邸ていへ向かう。

　息を切らしながら漕こぐこと数十分で到とう着ちやくした。

　役割を果たしていない開きっぱなしの門を入ると、すぐに時とき任とうさんの姿を見つけた。洋館の壁かべ際ぎわにある花か壇だんの手入れをしている。

　背後から声を掛かけると、時とき任とうさんは振ふり向むきざまに驚おどろいた様子であったが、僕ぼくであることを確認するといつもの柔にゆ和うわな笑みを浮かべた。

「こんにちは小こ樟このぎ様。今日は学校でいらしたのではないのですか？」

「終わってから急いで来ました。まだ自分の仕事が途と中ちゆうですから」

「お嬢じよう様さまからは禁止しているとお聞きしましたが？」

「はい。だからまずはその許可をもらいたいと思います。霧きりヶが峰みねさんは？」

「ああ、お嬢じよう様さまは今ちょっと……」

　話を聞くと、どうも霧きりヶが峰みねさんは自室で惰だ眠みんを貪むさぼっているとのことだった。部屋に立ち入ることはもちろん、部屋に面した廊ろう下かさえ歩くのを禁じられているらしい。

　どんだけ睡すい眠みんに集中したいのか。ほんとうに自由人だ。時間の使い方に計画性というものがない。自分の思いを伝えようと覚かく悟ごしてきたのだが、間が悪かったみたいだ。

　だが、これは好機かもしれない。昨日の取り付く島のない彼女の様子からして、僕ぼくの言葉だけで許可を得るのは難しい。

　だからまずは時とき任とうさんに話してみよう。彼を説得して協力を仰あおぎたい。

　すぐに僕ぼくは今の気持ちを伝えた。

　もっとヒロインと向き合いたい。向き合わなくちゃいけないと。

　時とき任とうさんが僕ぼくの心を見み透すかすように、メガネの奥おくの鋭するどい目で見み据すえてきた。

　普ふ段だんの彼からは感じられない気き迫はくに物もの怖おじしたものの、視線を逸そらしはしなかった。

　やがて時とき任とうさんは険しい表情を和やわらげた。

「そこまで強い意志をお持ちなのに突っぱねるのは失礼ですね。わかりました、私が許可します。お嬢じよう様さまにはあとで私のほうから報告しておきますので」

「本当ですか！　……あ、でもそれだと時とき任とうさんがあとで怒おこられるんじゃ……」

「いえいえ。働きもせずにぐーたらと寝ねているやつが悪いのでお気になさらず」

　どうやら先さき程ほどの件が頭に来ているようだ。笑みが怖こわい。

　時とき任とうさんは人差し指を立てる。

「ただし、これだけは約束してください。くれぐれもご自身の身を一番に考えること。よろしいですね？」

　僕ぼくは頷うなずき、時とき任とうさんとともに二階の客室へと向かった。
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【??巡じゆ目んめ】

　パン屋の仕事が終わった一日目の夕食時。テーブルには二人で作った料理が並んでいる。

　僕ぼくはスプーンを置き、話を切り出した。

「アリア。明日の予定は何かあるかな？」

　明日は街中へ買い物だ。知っているのにわざわざ訊たずねるのは違い和わ感かんのない会話にするため。

　すると、アリアは食べる手を止め、今思い出したというように手を叩たたいた。

「そうだっ、そのことなんだけどね。明日はお店を早めに閉めて、材料の買い付けやお店に飾かざるものを見つけに街中に出かけたいと思うんだけど」

「あーええと、それは明日じゃないとダメかな？」

　柔やわらかく断ると、わかりやすくアリアの表情は悲しみに染まる。

「そ、そうだよね。テルマにはテルマの用事があるよね。わたし一人でも大だい丈じよ夫うぶだから……」

「いやそうじゃなくて！　仕事が終わったあとに二人きりでどこか遊びに行かないかなーとか思ってて。ほら、僕ぼくたち出会ったばかりでお互たがいのことよく知らないし。できればアリアのことをもっとよく知りたいな」

　自分の言葉が胸を締しめつける。

　長い期間一いつ緒しよに過ごしていたのに、僕ぼくは彼女のことを知ろうとしなかった。近くにいるのは表面上だけで実際は遠くに離はなれていた。

　今いま更さら僕ぼくに知る権利があるかわからないけど、今度は本当の意味で君と心からわかり合いたい。

　しかしアリアからの返答はなく、というか、どこか上の空だ。

　心配になって「アリア？」と声を掛かけると、彼女はやっと自分の状態に気づいたようにハッとする。僕ぼくと視線が合うと顔を赤く染め、両手を突き出してぶんぶんと振ふる。

「ううん！　だいじょうぶ！　……そんなに真面目な顔で言われると、なんか告白みたいだなーと思っちゃって……」

　先さき程ほどの自分の言葉を思い出す。

　今度はこちらが赤くなる番だった。

「あ、いや今のはそういう意味じゃなくて！　いや好意がないわけじゃないけど」

「え、それって」

「あっ、いや……」

『～～～～』

　お互たがいに視線を逸そらして無言になる。いたたまれない静せい寂じやくが辺りに流れた。

　やがて、アリアのクスッという小さな笑い声で沈ちん黙もくは終わった。

「なんかおかしいね。今日はじめて顔を合わせたばかりなのにまるで長く一いつ緒しよにいたみたい」

「……うん。そうだね」

　つられて僕ぼくも笑った。

　アリアは照れたような表情を浮かべる。

「テルマがそう言ってくれて嬉うれしい。わたしも君のことについて知りたいな」

「じゃあ！」

「うん。明日は仕事終わりにどこかに出かけよっ。それでどこに行くの？」

「あ……ごめん、それはまだ決めてないんだ。僕ぼくはこの街に詳くわしくないから」

「んー、だったらわたしが決めてもいいかな？　いい場所があるの。そこならお話をするにも最適だと思う」

　まったく異論はない。

　嬉うれしさのあまり大きく頷うなずくと、アリアに笑われてしまった。
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　二日目の午後四時。

　広がるオレンジがかった空の下、太陽に照らされて輝かがやく花たちが風で揺ゆれている。

「ここって……」

　いつも僕ぼくとアリアが出会う花の丘おかだ。

「期待はずれだったかな。でもここがわたしの好きな場所だから」

　てっきり街中のほうかなと思っていたが、たしかにゆっくりと会話をするなら喧けん騒そうの多い街中よりも適している。

「そんなことないよ。風景が綺き麗れいで、とても静かで。僕ぼくも好きだよ、ここ」

　アリアは安あん堵どしたように微ほほ笑えむ。

「話をするまえに、ちょっと時間をもらってもいいかな」

　膝ひざを折って色鮮あざやかな花たちを見回す。

「花はな摘つみ？」

「うん」

「そういえば昨日もしてたよね。誰だれかに渡わたすって言ってたけど」

「昨日は渡わたす暇ひまがなかったから今日渡わたそうかなと思ってね。ごめん、すぐ済ませるから、ちょっとの間だけ待っててくれるかな」

　渡わたす相手はきっとソレンスさんだろう。正直胸が疼うずくが、一いつ生しよう懸けん命めいな彼女の姿を見ていると、嫉しつ妬と心しんを抱いだいている自分がちっぽけな人間に感じられる。

　所しよ詮せん僕ぼくはこの世界にとってイレギュラーな存在なんだ。彼女を幸せにするためだけにここへ来たんだ。彼女の恋こい路じは応おう援えんするべきだ。

「僕ぼくのことは気にしないで。大事な人なんだよね。相手が喜んでくれそうな綺き麗れいな花をゆっくり選んで」

　アリアは嬉うれしそうににっこり笑った。

「ありがとテルマ。でもやっぱり時間がかかっちゃうと思うから、よければテルマも一いつ緒しよに選んでくれないかな？」

　男の僕ぼくが選んでもいいのかなとソレンスさんに対して引け目を感じたが、彼女のお願いを拒きよ否ひするのも心痛いので結局は了りよう承しようした。

　僕ぼくたちはしばらく、見た目の良い花を見つけることに夢中になった。

　それから一時間ほどが経っただろうか。

　色とりどりの花を摘つみ終おわり、茎くきの部分を赤い紐ひもでしばって花束を作った。

　すると、アリアが今から持っていくというのだ。すぐ近くだからだと。

　渡わたす相手はソレンスさんではないのか。ここから彼の家までは遠い。それにこの辺りに民家はなさそうだが。まさかまだ他の登場人物がいるとは考えにくいし。

　様々な疑問が渦うず巻まくも、アリアについていく。緑の芝しば生ふが広がる丘おかを登っていき──。

　そして僕ぼくは、大きな勘かん違ちがいをしていたのだと悟さとることになる。

　そこには、純白の西洋墓がぽつんと佇たたずんでいた。
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　その場に滞たい在ざいしたのは、ほんの数分だった。

　もし僕ぼくを気き遣づかってのことだったら悪いと思ったので引きとめたのだが、「ずっとここにいたら心が揺ゆらいじゃうから」とアリアは悲しげに微ほほ笑えんだ。

　お墓に献けん花かした僕ぼくたちは、来た道を引き返した。

　そして今は、花畑から少し離はなれた場所にある大木を背に腰こしを下ろしている。

　隣となりで体たい操そう座ずわりをしているアリアは、地面に映る木の葉の影かげを見つめている。お墓を去って以降、ずっと黙だまったままだ。

　墓石に刻まれていた名前は女の人のものだった。アリアは教会育ちだから家族ではない。きっと友人だと思う。亡くなった日付はひと月前。彼女の心情は想像に難かたくない。

「すごく明るい子だったんだ」

　アリアは視線を動かさず、独り呟つぶやくように言った。

「彼女はこの街に移り住んでから出来た初めての友達なの。歳としはわたしより二つ下で、まるで妹のような存在だったな。素す直なおで何事にもひたむきで、いつも笑顔で」

「何が原因で……」とは訊きかなかった。ソレンスさんの話を聞いたから。偶ぐう然ぜんは必然となる本の世界だから。僕ぼくは予感していたんだ。

「彼女は少女誘ゆう拐かい事件の被ひ害がい者しやの一人なの」

　静かに、何の感情も見せずにアリアはそう言った。

「彼女が行方不明になってから数日後、遺体で発見されたって聞いたとき、わたしは頭が真っ白になった。彼女がこの世界から消えてしまったという現実を直視できなかった。ううん、したくなかったんだと思う。それからしばらくは、家に閉じこもって心のない人形のように日々を過ごしてた」

　それが店を閉めていた理由。訪おとずれる客たちが口々に励はげましの言葉を掛かける意味が、やっと理解できた。

「ひとりでいるとね、彼女との思い出が溢あふれるように頭に浮かんできて、明るい記き憶おくばかりなのに胸が痛くなるの。自然と目から涙なみだが溢あふれてきて、あの時はハンカチを手放せなかったよ」

　心に残るほどの輝かがやかしい過去の記き憶おくは、時に現在を陰かげらせる。取とり戻もどせないものを思って悲ひ嘆たんし、あるいは羨うらやみ、今に目を向けられなくなる。

「彼女はもういないって頭ではわかっているのに、パンを作るにしても店で物を買うにしても自然と彼女の分まで考えちゃうの。そしてあとで気づいて寂さびしさが込み上げてくる」

　その気持ちはよくわかるような気がした。

　僕ぼくの家には去年まで一匹のネコがいた。飼っていたというより勝手に住みついた雑種のノラ猫ねこだ。かれこれ五年ほどはいただろうか。

　今ではもういない。いつの日か家を訪たずねてこなくなった。べつの家にお世話になっているのか、それとも死んでしまったのか。理由は定さだかじゃなかったけど、食事の時間に誤って用意したキャットフードを捨てる時の喪そう失しつ感かんは、簡単に拭ぬぐい去されるものじゃなかった。

　名も知らぬネコにさえそう思うのだ。それが大切な人ならばよりいっそう胸に込み上げてくる感情は強くなる。

　アリアは抱かかえていた膝ひざをより胴どう体たいに近づけた。

「もう乗のり越こえたはずなのに……もう泣かないって決めたのに……彼女に会いに行くといつもこれだ……だめだなわたし……」

　頰ほおを伝う涙なみだを必死に拭ぬぐうが、次から次へと溢あふれてきて意味がない。その様子が過去の自分と重なり、僕ぼくも涙るい腺せんが緩ゆるみそうになった。

「だめなんかじゃないよ。つらいときは泣いたっていいんだ。我が慢まんする必要なんてない」

　記き憶おくは消えない。何年、何十年経っても。

　だけどそれは、きっと大切なものだから心に残り続けるんだ。良い記き憶おくにも悪い記き憶おくにも、そこには自分の熱い感情が宿っている。

　だから素す直なおに感じればいい。嬉うれしいなら笑えばいい、悔くやしいなら怒おこればいい、悲しいなら泣けばいい。その時に感じたものを無理して抑おさえ込こむ必要はどこにもないんだ。だってそれはかけがえのない自分の本音なのだから。

　アリアは涙なみだに濡ぬれた顔で優やさしく微ほほ笑えんだあと、膝ひざに顔をつけて小さな嗚お咽えつを漏もらした。




「うー」

　ひとしきり泣いて落ち着いたアリアは、顔に両手を当てて唸うなる。指の隙すき間まから恐おそる恐おそるといったふうに僕ぼくを見てくるが、目が合うとピタッと指を閉じる。どうやら泣き顔を見られたことが、よほど恥はずかしかったらしい。

「まぁ、誰だれだって泣くことはあるって」

「人前であんなに……うー……」

　これは立ち直るのに少しばかり時間が掛かかりそうだな。

　煩はん悶もんする彼女を見て、思う。

　今日、僕ぼくは彼女の悲しみを知った。笑顔の裏に隠かくされた心を。

　僕ぼくは友人の死というものを経験したことがない。いや、この世界では何度も経験しているか。もし、やり直しのきかない世界ならばすぐに誰だれかに縋すがって思いの丈たけをぶつけただろう。ひとりで背負いこむには重すぎるから。

　しかし彼女はその苦しい思いにひとりで耐たえてきた。周りに悲しみを伝でん染せんさせないよう笑顔の仮面を被かぶりつづけた。

「……大変だったんだね。誰だれにも話せないって苦しいよね」

　アリアは火ほ照てった顔から両手を離はなし、どこか自じ嘲ちよう気味に笑う。

「そんなことないよ……って、泣いたあとじゃ説得力ないね。……正直つらかったよ。本当につらかった。それまで自然に浮かんでいた笑顔を忘れたの。わたしは今も偽いつわりの表情しかできないんだ。本心で笑えないのに、周りの人たちを笑顔にするなんて出来っこないよね」

「でもアリアの優やさしさは届いてると思う……ううん、ちゃんと届いてるよ」

　だって僕ぼくは君の笑顔に救われたんだから。偽にせ物ものでもいい、大事なのは心だ。他人を思いやってつく噓うそのように、そこに温かさがあればそれは善意あるものになる。

　アリアは目を伏ふせると、胸に重ねた両手を当てて「そっか。わたしの思いは伝わって……」と呟つぶやく。

　その口元は微かすかに笑っていた。

　やがてアリアは長い息をつき、僕ぼくに柔にゆ和うわな笑えみを向けてくる。

「話を聞いてくれてありがとう、テルマ。おかげで気持ちがすっきりしたよ」

「大したことはしてないよ。僕ぼくのほうこそ、アリアの本心が聞けて嬉うれしかった」

「な、泣いたことは早めに忘れてください……」

　僕ぼくは笑う。元気になってくれてよかった。明るい彼女を見ていると、安あん堵どするとともに勇気も湧わいてくる。

　まだ根本的な解決には至っていない。幸せな未来を決定づけるのは今の行動だ。

「これ以上、悲しむ人が出ないように早く犯人が捕つかまるといいね」

　絶対に捕つかまえてみせる、と気合いを入れ直す意味で発した言葉だったが、アリアは神しん妙みように頷うなずき、

「ライアンさんも大変だろうね。あんなに小さくて可か愛わいい娘さんたちがいるんだから」

「え、娘さんたち？」

　急に出てきたライアンの話題に首をかしげる。家族がいるなんて初耳だ。

「ああそうか、テルマには言ってなかったね。ライアンさんはミルちゃんとエルちゃんのお父さんだよ」

「──ええ!?　それホントなの！」

　あまりの衝しよう撃げき的てき事実に、思わず驚おどろきの声を上げてしまう。

　噓うそをついてもしかたないよ～とアリアは憮ぶ然ぜんとする。その態度からは冗じよう談だんを言っているようには見えない。

　ライアンが二人の父親だなんて……。

　だけど、何なん巡じゆ目んめかにミルちゃんたちは『パパとたべる！』『さんにんでたべる！』と言っていた。そして僕ぼくはまだ彼女たちの父親に会っていない。幾いく度どもこの世界には来ているし、今さら新たな登場人物がいるとは思えない。

　つまり父親が誰だれか知らないだけで、実はすでに会っていた可能性が高い。そしてそれが当てはまるのはライアンしかいなかった。

「わたしが聞いた話では、元は立派な軍人さんだったんだけど、ある火事で顔面を負傷した際に両目を失明したことが原因で退たい役えきしたんだって。奥おくさんは早くにご病気でお亡くなりになられてて、今は三人で暮らしてるそうだよ」

　仮面を被かぶっているのは火傷やけどした顔を隠かくすため。杖つえをついているのは腰こしが弱いからではなかったのか。殺人犯という認にん識しきがあったから、まさか盲もう目もくの身だとは思ってもみなかった。

「ミルちゃんとエルちゃんはいい子たちだから、目の見えないお父さんを思いやってわたしの店にお使いに来てるの。だけど今は少女誘ゆう拐かい犯はんの話があるでしょ。ライアンさんも気が気じゃなくて。でも娘たちの好意を無む駄だにしたくないから、こっそりあとをついて行って見守ってるの」

　ミルちゃんたちはいつも歌を口ずさんでるから、それを頼たよりについて行ってるんだって。お父さんは娘想いで、娘たちはお父さん想いで、とても素す敵てきな家族だよね。アリアは羨うらやむようにそう語る。

　ミルクパンを大量に購こう入にゆうしていくのも、急いで店から立ち去るのもすべて娘たちのため。これまでのライアンの行動すべてに納なつ得とくがいく。

　僕ぼくは、はじめから間ま違ちがっていたんだ。
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　三日目の朝。

　家のどこを探してもアリアの姿がなかった。

　急いで家を飛び出し、ソレンスさんの家に向かう。

　開きっぱなしになっている玄げん関かんのドアをくぐり抜ぬけると、廊ろう下かの床ゆかや壁かべには点々と血のあとが続いていた。

　不ふ穏おんな気配が渦うず巻まく中、突き当たりの部屋に向かう。

　そこには複数の死体が転がっていた。

　いつの日かのように、仰あお向むけで血ち溜だまりの中に沈しずむアリア。

　同じ状態で床ゆかに倒たおれたライアンさん。仮面が剝はがれ落おち、火傷やけどした顔面が露あらわになっている。

　ソファーの向こう側には、ミルちゃんとエルちゃんの姿もあった。顔や手足が赤く腫はれ上あがっている。一方的な暴力を受けたのは明白だった。

　ソレンスさんの姿はどこにもない。おそらくは……。

　僕ぼくは力が抜ぬけそうになる足をなんとか動かし、アリアの元まで行った。

　何度、目にしようとも慣れない彼女の死。これまで彼女と過ごした日々がよみがえる。

　そしてすべて理解した。

　この物語の真実を。

「今度は、かならず君を助けてみせる」

　小さな、しかし揺ゆるぎない声でそう言った。
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　客室のベッドで目覚めた僕ぼくは、すぐさま上体を起こして枕まくらの横に置いた本に手を伸のばす。

　そうして本に触ふれようとしたとき、

「やあ、こんにちはテルマ君」

　すぐ右みぎ隣どなりからそんな声が聞こえてきて、思わず体を硬こう直ちよくさせる。

　おそるおそる顔を上げると、そこには霧きりヶが峰みねさんの姿があった。椅い子すに腰こしかけ、腕うでを組み、目を細めて僕ぼくのほうをじーっと見ている。

「来ていたのなら声くらい掛かけろ。時とき任とうに事情を吐はかせた。また向こうの世界に行ってきたようだな」

　思わず下した唇くちびるを嚙かむ。やばい。約束を守らず、怒おこらせてしまっただろうか。

　だけど、ここで怖おじ気けづいて退くわけにはいかない。ようやく真実に辿たどり着つけたのだ。これはもう誠心誠意で思いを伝えて許しを乞こうしかない。

　僕ぼくはベッドの上で正座をし、頭を下げる。

「勝手にお邪じや魔ました挙げ句に、約束を破ってしまったことは謝あやまります。本当にすみませんでした！　ですがお願いします！　もう一度だけでいいんです。アリアを、ヒロインを助けさせてくださ────」

「何をそんなに勢いづいている？　べつに行かせないとは言っていないだろう」

「え」

　想像とは真逆のあっけらかんとした言葉に顔を上げた。

　霧きりヶが峰みねさんは腕うでを解ほどいて息を吐はきだすと、

「この前のように無む謀ぼうな挑ちよう戦せんを続けているようであれば力ずくで止めたが、今回は違ちがうみたいだからな。……まったく、私の時間が無む駄だになったではないか」

　そう小声で不満を漏もらした。

　これは許しを得たと思っていいのか。しかし後半の言葉の意味がよくわからない。

　すると、彼女の手に紙の束が握にぎられていることに気づく。

　僕ぼくの視線に気づいたのか、霧きりヶが峰みねさんはそれらをささっと後ろ手に隠かくす。いつもマイペースで堂々としている彼女にしては珍めずらしい行動に思えた。

「その紙の束は何なんですか？」

「君には関係のないものだ」

　そう言われると逆に気になる。

「ちょっとでいいから見せてください」

「だから君には関係がないと……あ」

　霧きりヶが峰みねさんが椅い子すから立ち上がった際に、彼女の手から紙の束が離はなれ、地面に散らばった。

　鋭するどい目で睨にらまれる。僕ぼくは謝あやまりながら慌あわてて拾った。

　そして空白を埋うめる書きなぐったような文字を見て、理解した。

「……霧きりヶが峰みねさんは全部わかっていたんですね」

　さっぱりわからないなんて噓うそだ。彼女は探たん偵ていの真ま似ね事ごとをしたあの時点で真実に辿たどり着ついていたんだ。

　霧きりヶが峰みねさんはそっぽを向いて言う。

「謎なぞは解けた。だが周りの者に理解させるまでが名めい探たん偵ていだ。私は自分の推理を君に伝えることができなかった。君を納なつ得とくさせる言葉が思いつかなかった」

「じゃあこの紙の束は……」

　僕ぼくに伝えるための言葉をずっと模も索さくしていたのか。惰だ眠みんを貪むさぼっていたわけじゃなかった。

　あれだけ興味が失せたような態度を取っていたのに、陰かげでちゃんと考えてくれていた。隠かくされた思いやりを知り、心が温かくなる。

「ありがとうございます」と感謝を伝えた。

　霧きりヶが峰みねさんはふんっと鼻を鳴らし、この話は終わりだというように話を変える。

「それで。君は真相に気づいたわけだが、これからどうする気だ？」

「今いま更さらどうもこうもありません。はじめから僕ぼくのやることは決まっています」

　アリアを助ける。その他に本の世界に向かう理由なんてない。

　霧きりヶが峰みねさんは目を伏ふせ、「そうか」と呟つぶやいたあと、僕ぼくの顔を真正面に見み据すえる。

「もし仮に私が主人公だったならば、すぐに真実を暴き出せただろう。しかしそれまでだ。ヒロインにとってのハッピーエンドは達成できなかった。私の知るかぎり、君以外の人間にはできない」

　──君がこの本の主人公でよかったよ。

　ほんの一いつ瞬しゆん、彼女の顔に微ほほ笑えみが浮かんだ気がした。

　見送りの合図のように、霧きりヶが峰みねさんはその言葉を口にする。

「ヒロインのハッピーエンドを目指せ」

「はい」

　僕ぼくは固く返事をした。














六章　さいごのわがまま









《一日目》

　僕ぼくはいつものようにアリアと出会う。

　何度も体験した情景。花畑に佇たたずむ彼女は、穏おだやかな微ほほ笑えみを浮かべていた。




『ヴィザージュスリアン』で働く。

　何日に誰だれ々だれが殺されるとか一切考えずに、ただひたすらパンを作る作業に専念した。

　一いち巡じゆ目んめを思いだす。未来のことなど何も知らず、アリアと力を合わせて店を切り盛りすることに幸せを感じていたあの時を。

　開店し、少ししてからミルちゃんとエルちゃんが来店してくる。

　手をつないで、とても仲良しだ。あどけない仕草で僕ぼくたちを笑顔にしてくれる。

　二人の家からパン屋までは距きよ離りがある。子供の歩ほ幅はばでは大変な道のりだっただろう。

　それが出来るのは、お父さんのことを思いやっている何よりの証しよ拠うこだ。

「パパがよろこんでくれるとミルたちもうれしくなるっ」「うれしーくなるっ」

　そう言ったミルちゃんとエルちゃんの声は元気に満ちていた。

　入いれ替かわりでライアンさんがやってくる。

　素す性じようを知ったからか、一つ一つの行動が娘のためを想う父親の愛情に見えた。これまで身勝手に疑いの眼まな差ざしを向けていたことに罪悪感を抱いだく。

　そのお詫わびというわけじゃないが、アリアに代わり、率そつ先せんしてパンを取る作業を手伝った。紙かみ袋ぶくろを手て渡わたす際には、取り落とさないようにカウンター越ごしではなく傍そばに寄り、しっかりと手に持たせた。

　するとライアンさんが、僕ぼくの手の上に自分の無骨で大きな手を重ね、「ありがとう」と言ってくれた。芯しんの通った声は温かみに溢あふれていた。

　僕ぼくはようやく、仮面の下に隠かくされた彼の優やさしい思いを知ることができた。

　閉店間ま際ぎわに彼が来店してくる。

　ミルクパンを探して店内をうろつき、やがて声を掛かけてきた。

　僕ぼくは感情が顔に出ないように、一店員として接した。




《二日目》

　午前中に店を閉め、午後から街中へ買い物に出かけた。

　様々な店を回り、パンの材料と店の装そう飾しよく品ひんを購こう入にゆうし終おえた帰り道、彼にばったり会う。

　嬉うれしそうに表情を緩ゆるめて会話をするアリアを見ていると、胸が痛んだ。

　それで暗い表情になっていたのか、彼に心配されてしまう。

　僕ぼくは「いえ。大だい丈じよ夫うぶです」と作り笑いで答えた。

　その日の深夜。アリアが僕ぼくの部屋を訪たずねてくる。

　懐なつかしさに浸ひたりながら記き憶おくと同じ行動を繰くり返かえす。

　彼女は語る。教会暮らしの過去。笑顔を愛する理由。

　そして、僕ぼくのことを友達と呼んでくれる。

　変わらず彼女の言葉には春の柔やわらかい日差しのような優やさしい温ぬくもりがあった。二度目なのにはじめて言われた時のように僕ぼくの心は温かさで満ちた。

　アリアが部屋を出ていったあと、自室にある机に座すわって手紙を書く。家族に近きん況きようを報告したいと噓うそを言って事前に紙とペンをもらっていたのだ。

　手紙は彼に向けたものだ。文面は考えてある。

　すぐに書き終わると、こっそりと家を抜ぬけ出だし、彼の家のポストに投とう函かんした。

　これで二つ目の条件を満たせるだろう。




《三日目》

『ヴィザージュスリアン』開店。

　きっとこれが僕ぼくにとって最後の仕事になるだろう。

　そう思うと悲しくなるが、僕ぼくのせいで店の雰ふん囲い気きを暗くするわけにはいかない。

　彼女のように、いつも笑顔で明るく。

　頑がん張ばった甲か斐いあって、店内は笑顔で溢あふれつづけた。

　夕方、昨日彼と約束したとおり、アリアがパンを届けに向かうのを、僕ぼくは見送った。

　そして時を見計らって彼の家に向かう。

　数分もかからずに辿たどり着つくと、玄げん関かんを開き、廊ろう下かを進んだ先の部屋へ。

　そこには、何度も見た悲劇が待ち構えていた。

　床ゆかに倒たおれ伏ふした死体。その身体から赤い輪が広がり、床ゆかを濡ぬらしている。

　それを虚うつろな目で見下ろす人間。髪かみや洋服の至るところが赤く染まっており、右手には刃はにべったりと血のついた果物ナイフが固く握にぎられていた。

「やっぱりあの手配書は君のことだったんだね────」

　僕ぼくは彼女の名を呼ぶ。

「──アリア」

　彼女はゆっくりと無機質な顔をこちらに向けた。
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　しばらくアリアは僕ぼくを見ていた。怒いかりも悲しみも驚おどろきさえない、何の感情も見えない瞳ひとみで。

　ほどなくして床ゆかに倒たおれたソレンスさんに視線を戻もどし、やっと口を開く。

「ばれちゃってたんだね。うまく隠かくせてると思ったんだけどな……あれは君が書いたの？」

　地面に落ちていた手紙を差し示す。

　僕ぼくは頷うなずいた。

　今はもう血が染しみて読めそうにないが、そこには『あなたの罪を僕ぼくは知っています。今日の０時まで待ちます。それまでに自首してください。確認ができなかった場合は僕ぼくの手で断罪します』と脅きよう迫はく文ぶんを書いた。

「お礼を言うべきかな。それのおかげでわたしは無傷でコイツを殺すことができた。テルマの意図した結末じゃなかったと思うけど」

「…………」

　僕ぼくは何も答えなかった。意図した結末でありながら望んだ結末ではなかったから。

　血だまりに沈しずむソレンスさんの死体を見て、怒いかりや悔くやしさに奥おく歯ばを嚙かみしめる。

　彼が自首してくれる一いち縷るの望みは叶かなわず、結果的に残ったのは僕ぼくが彼女の殺人を幇ほう助じよした事実だけだった。

　朝もしくは昼か正確な時間はわからないが、脅きよう迫はく状じようを見てソレンスさんは驚おどろいただろう。彼は友人を二人も殺害されている。いたずら紛まがいのものではないと思ったはずだ。

　町から逃にげられる心配はなかった。彼が友人たちと仲が良かったのは知っている。仇かたき討うちをするため、僕ぼくが殺しに来るのを待ち構えるのは容易に予想できた。

　そして僕ぼくが犯人であると勘かん違ちがいさせれば、アリアに対しての警けい戒かいが薄うすれる。

　結果、彼女は何の問題もなく殺人を遂すい行こうできた。

　人として間ま違ちがった行いなのはわかっている。だけど、彼女の望むハッピーエンドを達成し、この物語を完結に導くためには彼女が復ふく讐しゆうを成なし遂とげる必要があった。

　アリアはふたたび僕ぼくに視線を向ける。

「冷静だね」

「そっちこそ」

「わたしが怖こわくないの？」

「怖こわくないよ」

「ホントに？」

「ほんとに」

「そう……」

　アリアは身を屈かがめ、ソレンスさんの死体の上にナイフを置く。

　それはまるで、復ふく讐しゆうの終わりを示す儀ぎ式しきのように思えた。

　彼女は立ち上がると、僕ぼくのほうに歩み寄ってくる。

「アリア……」

「ごめん。いったん家に戻もどっていいかな。今の格好のままじゃ気持ち悪いし、あまりここにいたくないから」

「……そうだね」

　僕ぼくは上着を脱ぬいで、アリアの肩かたに掛かけた。

　彼女は「ありがと」と言って、ようやく微ほほ笑えんでくれた。
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　工こう房ぼうにある木製の長なが椅い子すに座すわって待っていると、隣となりの部屋からアリアが姿を現した。

　シャワーを浴びていたらしく、少し頰ほおが上気している。

　手には二つのマグカップがあった。その片方を僕ぼくに渡わたしてくる。

「やっぱり疲つかれたときはホットココアだよね。毒とか入ってないから安心して」

「ひどいなぁ。そんなこと思ってないよ」

　苦笑いして受け取り、躊躇ためらわずにカップに口をつける。

　ちょうどいい甘あまさだ。温かさがじんわりと全身に染しみ渡わたり、疲ひ労ろうした体を癒いやしてくれる。

　アリアは微ほほ笑えみ、僕ぼくの隣となりに腰こしを下ろした。膝ひざの上に置いたマグカップを両手で包み込む。

　その手は微かすかに震ふるえていた。

　当然だ。憎ぞう悪おを抱いだいた相手とはいえ、人を殺あやめたのだ。冷静なほうがどうかしている。

　そのアリアの様子を見て少しばかり考えた末、訊たずねる。

「あのさ、昨日見た夢なんだった？」

　こんな時にかけるべき言葉なんて何も浮かんでこない。だから少しでも暗い現実から頭を離はなせるように明るい会話をしよう。そう思って振ったのだが、脈みやく絡らくもない心底どうでもいい話題になってしまった。我ながら話のネタがない人生を歩んできたことを痛感する。

　へんな顔をされるかなと思ったが、アリアは口に手を当ててクスッと笑っただけだった。

「夢かぁ。わたし記き憶おく力りよくがないからすぐに忘れちゃうんだけど、昨日の夢なら覚えてるよ。断だん片ぺん的てきにだけどね」

「どんな？」

「んー、説明が難しいし、ちょっと恥はずかしいかな。なのでテルマからどうぞっ」

「え、僕ぼく？　僕ぼくの夢は……」

　やっぱり彼女との会話は楽しい。時間が過ぎ去っていくのが早く感じる。叶かなうならこのまま平へい凡ぼんで他愛もない言葉を交わしていたい。

　でも、それこそ夢物語で。

　自身の夢の話をし終えたアリアは、僕ぼくの感想を聞くまえに言った。

「テルマはいつから、わたしが手配書の犯人だって気づいていたの？」

　何でもない会話の終わりを嘆なげくように、その顔は愁うれいに満ちていた。きっと僕ぼくも同じ顔をしているのだろう。

「君と出会って随ずい分ぶん経った日かな。気づくのにすごく時間がかかった」

　だけど、避さけては通れない道だとお互たがいにわかっているから。

　僕ぼくはこの物語の答え合わせをしていく。

「引ひっ掛かかったのは中央広場にあった掲けい示じ板ばん、そこに張ってあった手配書の文面。少女ばかりの被ひ害がい者しやの中、男性二人が含ふくまれていることに違い和わ感かんがあったんだ」

　男性二人を殺害した犯人がアリアで、少女誘ゆう拐かい犯はんがソレンスさんとその友人たち。

　あの手配書が少女誘ゆう拐かい犯はんを指しているものだと教えてくれたのはアリアだ。彼女の言葉だけの情報。実際に自分で確かめたわけじゃない。

　しかし彼女が噓うそをついていたというわけでもない。きっと彼女は手配書の犯人──自分のことではなく、被ひ害がい者しやの男性二人とソレンスさん──少女誘ゆう拐かい犯はんたちのことを言っていたのだろう。

　少女誘ゆう拐かい犯はんは存在するが、少女誘ゆう拐かい犯はんの手配書なんてどこにも存在していなかったんだ。あるのは男性二人を殺害した彼女の手配書だけ。物語の中に犯人が一人しかいないと決めつけていたことがそもそもの過あやまちだった。

「どうしてわたしがその犯人だと思ったの？　警察でさえわからなかったのに」

「それは……手配書を見るときの君が他ひ人と事ごととは思えないほど悲しい顔をしていたから……」

　本当は違ちがう。幾いく度どとなく彼女と触ふれ合あったからこそ辿たどり着つけた答えだ。だけど今のアリアは知らない。彼女にとって僕ぼくは、まだ出会って三日と経っていない人間だから。

　アリアは感心のため息をつく。

「鋭するどいな～、ふつう顔色だけでそこまで見み抜ぬけないよ。もしかしてソレンスが少女誘ゆう拐かい犯はんだってわかったのもわたしの表情？」

「それが全てじゃないけど、何かしら関係があるとは思ったかな」

　僕ぼくは彼女の押おし止とどめていた気持ちに気づかなかった。ずっと彼への好意だと勘かん違ちがいしていた。

　だからソレンスさんが少女誘ゆう拐かい犯はんであることに気づかず、騙だまされ、利用された。

　彼の言っていたことのほとんどは偽いつわりだった。自らを警察官だと名乗り、ライアンさんを犯罪者に仕立て上げた。

　ライアンさんの監かん視しと称しようしていたあの怪あやしい行動は、ミルちゃんとエルちゃんを誘ゆう拐かいする機会を窺うかがうためのもの。部屋が防音加工されているのは、盗とう聴ちようを危き惧ぐしてではなく、誘ゆう拐かいした人間の声を外に漏もらさないため。ミルクパンを購こう入にゆうするのは、彼女たちを誘おびき寄よせるための餌えさとして使う気だったのだろう。

　元々ソレンスさんは、アリアを友人殺しの犯人と疑っていた。犯人の動機を復ふく讐しゆうと考えた場合、自身が誘ゆう拐かいした人間の交友関係を調べるだろう。そして最近殺あやめた少女の友人にアリアがいた。アリアが店を閉めていた理由を知っていたし、その推測で間ま違ちがいないだろう。

　しかし彼には確証がなく、友人の仇かたきを討うとうにもなかなか行動に移せなかった。

　そんなとき、未来予知ができるという僕ぼくが現れた。彼は最初、僕ぼくの話を半信半疑に思っただろう。しかし聞き続けるうちに、あながち虚きよ言げんとも思えなくなった。

　結果、僕ぼくの未来予知がアリアが犯人であるとの答えをもたらし、ミルちゃんたちからターゲットを変へん更こうするきっかけとなってしまったのだ。

　そして彼は協力を申し出るふりをし、アリアを殺して復ふく讐しゆうを遂とげた。

　殺害現場に残されたライアンさんの仮面は事前に用意しておいたものだろう。僕ぼくからしてみれば、ヒロインが死亡した時点で物語は終わるが、自分が本の中の住人だとは知らない彼にはその後の人生がある。ライアンさんに罪を擦なすり付つけるために工作をしたのだ。

　今でも信じられない気持ちがある。裏切られたショックがある。あんなに人当たりのいい人が、自身の快楽のために他人を犠ぎ牲せいにすることを厭いとわない極ごく悪あく人にんだったなんて。

　だけど、そう思うたびに脳のう裏りに再生される。ソレンスさんの死体を見下ろすアリアの蔑さげすむ目が。その嫌けん悪おに満ちた表情が僕ぼくの思いを否定した。

　僕ぼくの言葉に何の疑問も抱いだかなかったらしいアリアは、「そっかぁ。ぜったいに隠かくせてると思ったんだけどな～」と軽い口調でつぶやく。

「わたしが犯人だって知られるわけにはいかなかったから、あいつの前ではいつも笑顔でいたんだ。……殺したいほど憎にくい相手に愛あい想そを振ふりまくのはホントにつらくて何より悔くやしかった」

　つい昨日まで抱いだいていた怨えん嗟さの念がよみがえったように顔を歪ゆがめる。

「あいつらはわたしの大事な友達を誘ゆう拐かいして、まるで玩おも具ちやのように扱あつかった挙げ句に殺したの。許せるはずがないよね、自分達の欲望を満たすためだけに次々と無関係の人を巻まき込こんで。……最低だ」

　吐はき捨すてた声は、すこし震ふるえていた。

「だから復ふく讐しゆうしてやろうって思った。自分達の仕出かしていることがどんなに愚おろかなのか身をもって教えてやろうって」

　その強い憎にくしみを知った今だからわかる。

　僕ぼくを殺していた犯人は彼女なんだと。

　アリアはソレンスさんが少女誘ゆう拐かい犯はんだと知っていた。彼に進んで接する僕ぼくを敵の仲間だと認にん識しきしたことだろう。

　つまりソレンスさんに関わればアリアからの信用がなくなり、二日目の深夜以降に彼女に殺される。

　何度も襲おそわれたあの不可解な眠ねむ気けは、彼女が夕食時のハーブティに睡すい眠みん薬やくを仕込んでいたことによるものだろう。確かな証しよ拠うこはないが、この世界に魔ま法ほうの類たぐいは存在しないし、彼女が犯人だと露つゆほども疑っていなかったからこそ気づかなかったと考えればしっくりくる。睡すい眠みん薬やくを使ったのは反はん撃げきを許さないためだろう。

「本当はもっと後になってから実行に移すつもりだった。でも昨日、この街を出ていくって言われて……すごく焦あせった。なんとか家に行く理由を取り付けられたからよかったけど、何の計画もなしに向かうのは正直不安だった」

「じゃあ昨日の夜中、僕ぼくの部屋を訪おとずれたのは……」

「眠ねむれないってのはウソ。最後になるかもしれないからテルマとお話ししておきたかったんだ。まぁ君のおかげで今もピンピンしてるけどね」

　死ぬことも覚かく悟ごのうちだったのか。

　現に一いち巡じゆ目んめでは、僕ぼくの助けがなかったから二人はお互たがいの攻こう撃げきで死んだ。

　そしてそこにライアンさんが居合わせたことで、彼を犯人だと勘かん違ちがいすることになった。

　ライアンさんは誰だれよりも少女誘ゆう拐かい犯はんを危険視していた。娘たちに危害が及およばないように、人よりいっそう周囲に警けい戒かいを払はらっていただろう。

　そんな人が、僕ぼくですら最初は怪あやしいと感じたソレンスさんの覗のぞき見みに気づかないはずがない。きっとライアンさんはソレンスさんのことを、ただの好青年ではないと看破していたのだろう。もしかしたら少女誘ゆう拐かい犯はんであると疑うに至っていたのかもしれない。

　一いち巡じゆ目んめの最後の経けい緯いはこうだ。

　ライアンさんはソレンスさんの正体を確かめるべく、彼の家を訪おとずれた。しかし声を上げてもノッカーを叩たたいても返答がない。僕ぼくと同じように不ふ審しんに思い、家の中に足を踏ふみ入いれた。だが彼は目が見えない。慣れない部屋の中、入ってもすぐに現状を察することができなかった。そして手て探さぐりで調べ、状じよう況きようを把は握あくしたときに僕ぼくがやってきた。

　想像の域を出ない話だが辻つじ褄つまは合う。きっと今ごろはソレンスさんの死体を発見して慌あわてていることだろう。

「ごめんなさい」

　アリアは力弱い声を漏もらした。

「君には隠かくし通とおすつもりだった。復ふく讐しゆうにまみれた醜みにくい世界なんて見せたくなかった。あんなの見たら笑って過ごせなくなるよね。みんなを笑顔にするどころか、大事な友達の笑顔をわたしは奪うばったんだ……」

　俯うつむいた横顔は、まるで世界の終わりを告げられたように恐きよ怖うふと悲しみが混じり合った、そんな表情をしていた。

　僕ぼくはマグカップから天てん井じように向かっていく柔やわらかな湯気を目で追ったあと、言った。

「最初は驚おどろいたよ。君はそんな素そ振ぶり一つも見せなかったから……すごく驚おどろいた」

　真実を知ってもなお、心のどこかで否定する自分がいた。その僕ぼくは動どう揺ようし、どこかで誤った解かい釈しやくをしていないか過去の出来事を反はん芻すうした。

　だけど真実は変わらなかった。いくら物事を都合よく考えていっても、それ以外の答えに行きつかなかった。

　今思えば、霧きりヶが峰みねさんが推理を話せなかったのも頷うなずける。

　あの時に真相を聞いたところで、まず信用しなかったし、信じたとしても裏切りを知った僕ぼくは疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいり、アリアの本心を聞くことは叶かなわなかっただろう。みんなの力を借りながら自分自身で気づいたからこそ、未来に進めたのだ。

「だけどその思いとはべつに、君の心を知ることができて嬉うれしかった。悲しみや苦しみを共有できて、ああやっと君と本物の友達になれたんだって思えたんだ」

　彼女と語り合った、木こ漏もれ日びが射さす穏おだやかな夕暮れの情景を思い出す。

　君が無理に笑ってひとり耐たえてきたことを知った。溢あふれだす憎ぞう悪おを必死に抑おさえて、周りの人達の笑顔を守りつづけていたことを知った。

「でもわたしは君に噓うそをついてたんだよ。ううん君だけじゃない、みんなにも……」

「君がついたのはただの噓うそじゃないよ。優やさしい噓うそだ。人を思いやってつく善意ある噓うそ。それにみんなを笑顔にしたいって思いは偽いつわりなんかじゃない。僕ぼくは見てきたよ。訪おとずれるお客さん達の幸せそうな様子を」

　みんなの表情が偽いつわりの仮面だとは思わない。僕ぼくの笑顔だって自然と出てきたものだ。

　何もできない、生きる理由を見み出いだせない。そうやって自分を呪のろう日々を変えてくれた。存在を肯こう定ていし、友達になってくれた。ずっと僕ぼくの顔から失われていたものを君は取とり戻もどしてくれたんだ。

　だから、笑みを浮かべて言う。

「君がくれた笑顔は簡単なことじゃ曇くもらないよ」

　この先、たとえ辛つらく悲しい出来事が起こったとしても、君の優やさしさで満みち溢あふれた表情を決して忘れることはない。寄より添そうように、いつまでも、僕ぼくの歩みを後あと押おししてくれることだろう。

　アリアは少し目を瞠みはったあと、すぐにマグカップに視線を落とした。

　勇気を振ふり絞しぼるような、泣くことを堪こらえるような微かすかに震ふるえた声で訊きいてくる。

「嫌きらいにならないの……わたしのこと……嫌きらいにならないの……このお店のこと……」

　すぐに答えの出る質問だ。はじめに君と出会ったときから、僕ぼくの心は変わらない。

「僕ぼくは好きだよ。昨日も今日も変わらず、アリアとこの『ヴィザージュスリアン』が好きだ」

「────っ」

　アリアは肩かたを震ふるわせた。瞳ひとみからは一筋の涙なみだが流れ、頰ほおを伝った。

　遅おくれて気づいたようで、恥はずかしがるように急いで両手で拭ぬぐう。

　まだ潤うるんでいる瞳ひとみを僕ぼくに向けて、

「うれしい……そんなふうに思ってくれていたんだね……わたしは幸せ者だ……」

　涙なみだが零こぼれないよう訥とつ々とつとした口調でそう言った。

　その泣き笑いの顔を見て、僕ぼくの胸は熱くなった。

　やっと伝えることができた。やっと君を助けることができた。やっと……やっとだ。色々な苦難や葛かつ藤とうがあった。だけど諦あきらめないでよかった。

　霧きりヶが峰みねさんはああ言っていたけど、きっと僕ぼく一人だけの力では、この未来に辿たどり着つけなかった。背中を押おしてくれたみんなのおかげだ。

　さぁ、最高のハッピーエンドを目指そう。

　僕ぼくは励はげますような優やさしい口調で、マグカップに口をつけていたアリアに提案した。

「一いつ緒しよに罪を償つぐなおう。そしてまた僕ぼくとこのお店を────」

　しかし。

　僕ぼくの声は、マグカップが床ゆかに叩たたきつけられた鋭するどい音に搔かき消けされた。




「アリアっ！」

　マグカップが割れた瞬しゆん間かん、彼女の体がぐらりと前のめりになった。そのまま長なが椅い子すから崩くずれ落おちる。

　僕ぼくは異常事態を素す早ばやく察知し、床ゆかに倒たおれる寸前でなんとか彼女の体を支えた。

　アリアの顔は憔しよう悴すいしていて、僕ぼくの声が聞こえているのかどうかすら判別できないほど虚うつろな眼まな差ざしだった。

「アリア！　アリアっ！」

　これ以上ないほど混乱していた。

　一体なにが起こったのか。ここに来てもまだ障害となるものがあるのか。

「まさか……」

　床ゆかに広がるココアが視界に入り、ある考えに至る。

　彼女は工こう房ぼうに来たときから、マグカップを手に持っていたばかりで口にしていなかった。僕ぼくに手て渡わたすときの言葉からして、もしかしてあの中身は……。

「どうして毒なんて……っ。今すぐ救急車を……」

　立ち上がろうとしたところで体が止まった。ここは本の中の世界だ。救急車の存在どころかそれを呼ぶための電話さえもない。そもそもこの街に病院らしき建物はなかった。

　解げ毒どく剤ざいという考えも浮かんだが、彼女が持っているはずもない。それに見つけたところで即そつ効こう性せいがあるとは思えない。

　助ける方法がなかった。

　アリアは次し第だいに光が失われていく瞳ひとみをこちらに向けた。

「テルマの気持ち……すごく温かかったよ……すごく安心した……」

「だったらなんでっ……！」

「……血にまみれたわたしの手じゃ……もう……人を笑顔にするパンは……作れないから……」

「そんなことない！　今日だって、昨日、一昨日だってつくっ……」

　言葉が続かなかった。気づいてしまったから。

　直接パンに触ふれる工程は、すべて僕ぼくが担当していたことに。

　アリアとは何度も一いつ緒しよにパンを作った。しかし、一つとして彼女がパンに素す手でで触ふれていた記き憶おくがない。彼女がパンに触ふれるときにはいつも器具や番ばん重じゆうを介かいしていた。

　アリアがソレンスさんの友人を殺害したのが約ひと月前。そして店を閉めたのもその頃ころ。

　彼女が店を開けられなかったのは、友達の死に打ちひしがれていたことが本当の理由じゃない。自分の代わりにパンを作ってくれる、誰だれかの手を必要としていたんだ。

「人を殺あやめたわたしに……誰だれかを幸せにする権利はない……でも待ってくれている人たちがいるから……終わりにするわけにはいかなかった……」

　絶え絶えの息を吐はきながら、必死に声を絞しぼり出だす。

「だから探そうって…………不器用でもいい、愛あい想そがなくてもいい……ただ、誰だれかのために一いつ生しよう懸けん命めいになれる人を……わたしの思いを受うけ継ついでくれる誰だれかを……」

　アリアはずっと後こう継けい者しやを探していた。泊とまる部屋が用意されていたのも、最初から誰だれかに店を譲ゆずるつもりだったからだ。

　あの花畑で僕ぼくを見つけたときから、彼女はこの結末になることを望んでいたんだ。

　アリアは僕ぼくの左ひだり頰ほおに手のひらを当てる。

「ごめんね……さいごにまた迷めい惑わくかけちゃうね……」

　僕ぼくは微かすかに残るぬくもりを探すように、彼女の手を包み込んだ。

「……本当にこれでよかったの……これが君の望んだ未来なの……？」

「……うん、いいんだよ……これで……」

　か細い声。だけど、そこに諦てい観かんめいたものは感じられなかった。すべてをやり遂とげて人ひと心ごこ地ちつくような、そんな声だった。

　僕ぼくは随ずい分ぶん遠回りをしていた。

　一いち巡じゆ目んめの三日目、ソレンスさんの家で彼女が殺されている場面。

　あのとき、アリアはまだ生きていた。ヒロインが死ねばバッドエンドとなり、現実に立ち返る。しかし、僕ぼくが意識を失ったのは彼女を発見したその場でなく、ソレンスさんの家から程ほど遠とおい橋の上だった。大きなタイムラグがある。

　あそこで僕ぼくが逃にげなければ、すべての条件を満たしてハッピーエンドを迎むかえられていた。もしかしたらライアンさんは、アリアが生きていることを伝えるために、僕ぼくを呼び止めたのかもしれない。

　どちらにせよ、どんな順序を経ようと彼女の死は避さけられない。

　僕ぼくにとってのバッドエンドと君にとってのハッピーエンドは同じだったんだ。

「昨日の話……覚えてるかな…………君は……君の良さに気づけた？」

　僕ぼくの良さ。僕ぼくらしさ。彼女の物語を通して、見つけたもの。

「うん。アリアのおかげで、僕ぼくは自分のことを前より好きになれたよ」

　ずっと自身の存在を否定してきた。価値のない人間だと自分で自分を貶けなしていた。

　その陥おちいれば陥おちいるほど抜ぬけ出だせなくなる負のループから、君が救い出してくれたんだ。

「君がたくさんの大切なものをくれたから、前を向いて歩ける今の僕ぼくがあるんだ」

　もっと言いたいことがあるのに。もっと言わなければならないことがあるのに。

　それを伝える言葉が喉のどを通ってこない。無理に出せば、胸のうちで膨ふくれ上あがる激情を吐と露ろしてしまいそうだった。

　僕ぼくが彼女のハッピーエンドを肯こう定ていしてあげるんだ。彼女の願いを叶かなえてあげるんだ。

　それが僕ぼくにできる、せめてもの恩返しだから。

　僕ぼくの答えに、アリアは「よかったぁ」といつものように穏おだやかな口調で言った。

「さいごにわがまま……言って……いいかな……？」

「うん、なんでも」

「どうか……叶かなうなら────」

　この物語のハッピーエンドの条件は。

　一つ、アリアの信用を得ること。

　二つ、アリアが復ふく讐しゆうを遂とげること。

　そして、三つは────




「──みんなの笑顔を守って、テルマ」




　僕ぼくは彼女に向かって────





＊＊＊






　目を開けると、そこはベッドの上だった。

　窓から入る夕日が覚めたばかりの目には眩まぶしく映る。上体を起こして、部屋の中を見た。

　ベッドから少し離はなれた場所で、霧きりヶが峰みねさんが椅い子すに座すわっていた。

　普ふ段だんと変わらず手には本があり、どこか真しん剣けんな表情で読みふけっている。

　その本はよく知っているもの──アリアの物語だった。

　彼女が睡すい魔まにあてられていないところを見るかぎり、どうやらアンフィニシュトの書はハッピーエンドを迎むかえると、ただの普通の本になるようだ。

　ベッドから降りて霧きりヶが峰みねさんの元へ向かう。

　ちょうど読み終えたらしい。彼女は本を閉じて顔を上げた。

「やっと仕事を終えることができました。長らくかかってしまってすみません」

　与えられた仕事をこなすのにどれだけ時間を要したことか。みんなに迷めい惑わくをかけてしまった。

　霧きりヶが峰みねさんは膝ひざに置いた本に優やさしく触ふれる。表紙には、なかったはずのタイトルが刻まれていた。

「この本の物語は知った。テルマ君とアリアという少女の歩んだ三日間を」

「読み終えた感想はどうでしたか？　僕ぼくは上手く主人公を演じられていましたか？」

　何気ない口調で訊たずねると、彼女は問い返してくる。

「君は、この結末をどう思ったんだ？」

「もちろん意外に思いましたよ。だけどハッピーエンドは人それぞれですから。僕ぼくと彼女の幸せが一いつ致ちするとは限りませんし」

　はじめて霧きりヶが峰みねさんと顔を合わせた時に自分で言ったことだ。その人にはその人の考えがあり、見方があり、幸せがある。他人のすべてを把は握あくすることは容易じゃない。

「だからヒロインの求める幸せを実現させてあげることができてよかっ────」

　言葉を続けることはできなかった。

　霧きりヶが峰みねさんはゆっくりと立ち上がり、そのまま僕ぼくを抱だき寄よせた。手に持っていた本は床ゆかに落ち、その衝しよう撃げきでページが開かれる。

　顔に胸の柔やわらかい感かん触しよくが当たる。動いて抵てい抗こうするも、離はなしてくれなかった。

「私は他人の感情の機き微びに疎うといが、そんな顔をされれば嫌いやでも気づく」

　そうして僕ぼくを抱だいたまま、囁ささやくように言う。




　君はよくやった。だからもう、素す直なおになれ。




　その言葉は、触ふれれば千切れてしまいそうなピアノ線のように張はり詰つめていた僕ぼくの神経を震ふるわせ、内に秘めた思いを刺し激げきする。

「……がんばって抑おさえ込こんでるのに……そんな言葉をかけられたら……我が慢まんできないじゃないですか……」

「我が慢まんする必要はない。その思いが君の本当の気持ちだ。隠かくすなんて意味のないことはするな」

　こんな時こそ𠮟しつ咤たしてくれればいいのに。優やさしい言葉を投なげ掛かけるなんてずるい。

　心の奥おく底そこに押し込んでいた激情が濁だく流りゆうとなり、迫せり上あがってくる。

　堪こらえ切きれず、口からこぼれた。

「……あんな…………あんな終わり方なんて納なつ得とくできないよ！　他に助かる道だっていくらでもあったんだ！　もっと幸せになれたはずなんだ！　なのに……それなのに……っ！」

　僕ぼくは心情を吐はきだす。瞳ひとみから流れる涙なみだを拭ぬぐうこともせず、大声で叫さけんで泣いた。

[image: ]

　カッコ悪く、情けない姿。だけど一度あふれてしまった思いは止められなかった。

　消えては生まれる様々な感情が走そう馬ま灯とうのように再生され、心を揺ゆるがす。

　霧きりヶが峰みねさんの体温が今はありがたかった。すべてを許されているような気がして。

　床ゆかに落ちている、本。

　開かれた最後のページには、彼女の最さい期ごが描き足されていた。

　アリアを助けたかった。生きてほしかった。また一いつ緒しよになんでもない日常を過ごしたかった。

　だけどそれは、叶かなえようのない僕ぼくの幸せで……。

　だって彼女は、最後の最さい期ごに、あんなにも幸せで満ち足りたように────




　────笑顔だったんだ。




　　タイトル　『アリアの物語　託たくした笑顔』


Ｆｉｎ
















エピローグ









　午前中の授業を終え、昼休み。

　僕ぼくは机の上に出した弁当の入った袋ふくろをぎゅっと握にぎる。席を立とうとした伊い勢せ山やまくんに声を掛かけた。

「あの、伊い勢せ山やまくん」

「ん？　どうした輝てる馬ま？」

「その……一いつ緒しよに弁当を食べないかなーなんて」

　伊い勢せ山やまくんは少し首をかしげる。

「べつに構わねえけど。いつも食べてる相手はいいのか？」

「あ、それは大だい丈じよ夫うぶだよ。僕ぼく、いつも一人で食べてるんだ」

　変なヤツだと嫌きらわれる覚かく悟ごで言う。ごまかすこともできるけど、噓うそはつきたくなかった。

　伊い勢せ山やまくんは特に何も感じなかった様子で席に座すわり直なおす。

「へぇ、そうだったのか。四限目が終わってすぐに教室を出ていくから誰だれかと食べてるとばかり。それで、なんでまた俺おれと？」

「それは……」

　言葉を濁にごすな。ちゃんと言葉にしないと相手には伝わらない。ここで自じ嘲ちようし、自分の気持ちから逃にげては、今までと何も変わらない。

　僕ぼくは勇気を振ふり絞しぼって口にする。

「よければ僕ぼくと、友達になってくれないかな？」

　拒きよ否ひされるだろうか。嫌いやな顔をされるだろうか。不安が募つのる。

　しかし、伊い勢せ山やまくんが見せたのは不意を突かれたと言わんばかりのきょとんとした顔だった。

「いや、俺おれはもう友達のつもりだったんだけど」

「え？」

「輝てる馬まは俺おれのこと友達と思ってくれていなかったのか……逆に悲しいな」

「ち、ちが……いやそうだけど、でもそういう意味じゃなくて……」

　僕ぼくたちが友達？　ただ座席が隣となりで、短い休み時間にしか話さない相手をはたして友達と呼ぶのだろうか。僕ぼくの中の常識がおかしいのか。

　あれこれと思おもい悩なやんでいると、不意に伊い勢せ山やまくんがプッと吹き出し笑いをした。

「友達になろうって、普ふ通つうは面と向かって言わねえよ」

「やっぱりへんかな……？」

「ああ、かなりな。友達って相手の了りよう承しようを得てなるもんじゃねえだろ。気がついたら自然となってるもんだよ」

　小さな笑い声を漏もらす伊い勢せ山やまくんを見ていると恥はずかしくなってくるが、悪い気はしなかった。僕ぼくを友達だと思ってくれていた。そのことが純じゆん粋すいに嬉うれしかった。

「ありがとう伊い勢せ山やまくん」

「何のお礼だよ。あと、もうそれやめろな？」

「それって？」

「伊い勢せ山やまくんっての。なんか余よ所そ余よ所そしい感じがするからな。友達は名前で呼ぶもんだぜ」

「えっとじゃあ……は、隼はや人とく……」

「それと呼び捨てな」

　そんな親しく呼び合う関係を築いたことのない僕ぼくには少し勝手が悪いが、勢いに任せて呼んでみる。

「わかった。これからもよろしく、隼はや人と」

「おう。よろしくな輝てる馬ま」

　伊い勢せ山やまくん──隼はや人とはいつもの人を元気づけるような笑みを浮かべた。

　隼はや人とはすぐに、ハラ減った～食おうぜと自分の弁当を取り出す。僕ぼくも緊きん張ちようが解けたらなんだかお腹が空いてきた。

　袋ふくろから弁当箱を取り出しながら、ある人を想う。それは初めて僕ぼくを友達と言ってくれた少女のこと。

　きっと彼女と出会わなかったら、僕ぼくは隼はや人とと本当の友達になれていなかっただろうし、ただ時間だけが過ぎ去っていく空くう虚きよな毎日を送っていただろう。灰色に染まった僕ぼくの世界を彼女は変えてくれた。

　──君のくれた言葉はずっと忘れないよ、アリア。

　懐なつかしさに浸ひたりながら、そう思っていると。

「……お、その唐から揚あげ美味そうだな～」隼はや人とが僕ぼくの弁当を覗のぞいてそう言う。

「いっぱいあるから食べる？」

「サンキュ～。じゃあ俺おれのも……」

　学校で誰だれかと笑い合うのは久しぶりだ。胸に熱い思いが込み上げてくる。

　陰かげりきっていた教室が、今日は明るく感じた。








あとがき






　はじめましての方は、はじめまして。前作を読んでくださった方は、お久しぶりです。浅あさ白しろ深しん也やです。

　この度たびは『アンフィニシュトの書　悲劇の物語に幸せの結末を』をお手にとっていただき、誠まことにありがとうございます。

　本作は、主人公に憧あこがれた少年が不思議な本の世界に入はいり込こみ、その物語のヒロインが願うハッピーエンドを目指すために幾いく度ども日々を繰くり返かえすループアドベンチャーとなっています。

　私は面おも白しろそうだと思った本はジャンル問わずに読む派で、自作品でも様々な世界観で書いてみたいという気持ちから本の中の世界を舞ぶ台たいにしたのですが、ただそれだけだと異世界トリップや夢の世界などと差別化できないと思い、本の世界であることを強調するために、登場人物や物語の結末に焦しよう点てんを当てたストーリーを考えていきました。

　そして、今回の物語を書くに至ったきっかけは、友人とのある作品についての会話でした。

　その作品は不幸な境きよう遇ぐうのヒロインが最後には命を落としてしまう、いわゆる切ない系のお話で、私はそのバッドなラストにもっと他に幸せな選せん択たく肢しがあったんじゃないかと思ったのですが、そんな私の感想とは裏腹に、友人は良いい最後だったと言うのです。

　よくよく話を聞いてみると、私と友人では感情移入していた登場人物が違ちがっていました。私は主人公目線で、友人はヒロイン目線で。なるほど、そういう解かい釈しやくの仕方もあるのかと友人の話を聞いた上で改めて読んでみると、はじめに抱いだいていた悲しい気持ちとは違ちがう、切なくもありながら心満たされるような気持ちになり、新たな結末が見えてきました。

　そのときに自分が感じたことを自作に反映した結果、今回の物語が生まれました。ループものにしたのも繰くり返かえし読むことで考えを変えていくことを表現したいという思いからでした。

　物語は読む人の価値観によって形を変えるものです。様々な視点から読んでみるのも、新たな解かい釈しやくが見つけられて面おも白しろいかもしれません。




　謝辞です。

　担当編集様。いつも丁寧にお付き合いくださり、ありがとうございます。とくに本作はループという複雑な設定にもかかわらず的確な改かい稿こう案をいただき、とても助けられ、また勉強になりました。改かい稿こう相談の電話では長時間に渡わたってしまいご迷めい惑わくをおかけしました。

　イラストレーターの日下くさかコウ様。素す敵てきなイラストを描いてくださり、ありがとうございました。表情豊かなキャラクターたちを見て私自身とても感激しましたし、物語の情景に深みが増しました。とくに満面の笑えみを浮うかべたアリアが胸にグッとくるほど魅み力りよく的で好きです！

　最後に、本書を読んでくださった皆みな様さまに心から感謝いたします。


浅あさ白しろ深しん也や
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